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探検仮説 

1）伝説のアトランティスとは歴史上のアッシリア、ムーとはカーリア(カラ族=原日本人)のことである。   

2）C14年代の1万2000年前は、文献・碑文から明らかになった歴史年代の紀元前687年に相当する。 

3）太古の高度な文明は“バーラタ=トロイ核戦争”で滅んだ。 4）この戦争にともなう地軸の変動で太古

の宇宙文明が滅んだことが、当時の地下都市に残された碑文などによって確かめられる。 5）ムー文明は

太古日本の宇宙文明であった。 6）ムー王国は夏・殷・周の名で知られている古代日本の世界王国だっ

た。 7）世界各地の文明は、日本人の祖先カラ族が建設した。 8）日本は地球最初の国家ティルムン

(東大国)の継承国家であった。 9）太古日本の王は世界を治めたーそのことは世界各地に残された日

本の神代文字碑文の解読結果から証明できる。10）太古日本のムー文明が今や 21世紀によみがえろう

としている。 
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はじめに 

          日本探検協会 幸沙代子 

本書は、この分野の刊行物としては、海外に類を見ない“世界初”の探検事典である。ここでは、後述す

るとおり、日本探検協会の高橋良典の仮説とその実証が主な内容となっている。 

 高橋率いる日本探検協会は、過去二十数年、国内と海外の現地調査を進め、各地の神話・伝説・

古文献・遺跡を研究して、新発見のデータを数多く収集してきた。 

 高橋（地球文化研究所所長）野古代文字研究の成果によって、ムー大陸とアトランティスの伝説にま

つわる秘密のべールがはがされ、過去に実在した文明の真相が徐々に明らかになり始めている。そういった

意味でも、本書を“世界初”とあえて述べたのである。 

18 世紀のポンペイ遺跡の発掘以来、考古学のメスは次々と神話を事実にぬりかえ、過去の高度な文明

の存在とその大異変による滅亡は、最先端の研究者・専門家の間ですでに周知の事実となっている。 

 地球上の地理的な発見は基本的に終わり、時代はいよいよ“歴史上の大発見時代”を迎えようとして

いる。 

 C14 年代(放射性炭素年代)で１万２０００年前とされたアトランティス大陸・ムー文明の滅亡年代も、



最近の文献・遺跡・古代碑文の調査から、紀元前 687 年ころであることが明らかになっている。 

 今やムー文明とアトランティスにまつわる物語は伝説ではなく、歴史的事実となりつつある。そうした時代

の流れの中にあって、日本探検協会では、ムー文明をかつてチャーチワードが唱えた伝説的・幻想的な文

明としてとらえるのではなく、太古日本の宇宙文明の総称としてとらえ直していこうとしている。事実、「ム

ー」とは古代の「飛行物体」を意味するシュメール語なのである。 

 本書では、ムー大陸とアトランティスの伝説に魅せられた多くの探検家たちのエピソードを紹介すると同

時に、紀元前の高度な文明をめぐる仮説とその検証・調査の成果をふんだんに盛り込んだ。その主な内

容を要約すると、次のとおりである。 

①伝説のアトランティスとは歴史上のアッシリア、ムーとはカーリア(カラ族=原日本人)のことである。 

②C14年代の1万2000年前は、文献・碑文から明らかになった歴史年代の紀元前687年に相当する。 

③太古の高度な文明は“バーラタ=トロイ核戦争”で滅んだ。 

④この戦争にともなう地軸の変動で太古の宇宙文明が滅んだことが、当時の地下都市に残された碑文

などによって確かめられる。⑤ムー文明は太古日本の宇宙文明であった。⑥ムー王国は夏・殷・周の名で

知られている古代日本の世界王国だった。⑦世界各地の文明は、日本人の祖先カラ族が建設した。⑧

日本は地球最初の国家ティルムン(東大国)の継承国家であった。⑨太古日本の王は世界を治めた－そ

のことは世界各地に残された日本の神代文字碑文の解読結果から証明できる。⑩太古日本のムー文

明が今や 21 世紀によみがえろうとしている。 

以上のようなテーマについて書かれた本書は、初心者にも専門家にも同時に親しんでいただける内容とな

るよう心がけたつもりである。 

読者の理解を容易にするため、この種の書物としては異例といえる二百数十点の図版を用いるなど、編

集上の工夫を試みた。 

本書は、今日までの日本探検協会の研究調査の成果を要約して収めたものである。 

ここに示された太古ムー文明の実体は、21 世紀の宇宙時代を迎えようとしている今、必ずや読者に新し

い文明創造の手がかりを与えてくれるに違いない。 

われわれは今や、太古日本の宇宙文明を解明するため、新たなる地球探検・宇宙探検に旅立とうとして

いる。 

本書がきっかけとなって、読者とわれわれがともに未知の世界の探検を目ざすことができれば幸いである。 
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第 1 章 

ムー大陸とアトラ

ンティス 

チャーチワードの仮説 

 

ドレスデン文書に描かれたマヤの女性 

今から一万二〇〇〇年前、太平洋と大西洋に

あった二つの大陸が恐るべき異変のために消え去

ったという。 

遠い昔、ギリシアの大哲学者プラトンが唱え、20

世紀にチャーチワードが世に広めた沈没大陸と失

われた 

王国の伝説は、はたしてほんとうだったのだろうか。 

世界の各地には、今なお秘密のべールにつつまれ

た遺跡や未解読文字がたくさん残されている。が、

それらはアトランティス大陸とムー王国の 

謎を解き明かす鍵をわれわれに与えてくれるのだ

ろうか。  

 

 伝説Ⅰ        

はるかなるムー大陸はるかなるムー大陸はるかなるムー大陸はるかなるムー大陸

その日、ムー大陸はいつものように静かな朝を

迎えた。 

一点の雲もない青い空。深く澄みきった海。そ

して緑の熱帯樹にふちどられた内海と大河に沿

って並ぶ石造りの都市や町。それらの町は、色

とりどりのかぐわしい花に包まれ、その影をおだや

かな水面に映していた。 

ムー大陸のはてしない沃野には、まばゆいばか

りの太陽の光がさんさんと降り注ぎ、すっかりうれ

きったくだものの香りがあたり一面に漂っていた。 

なだらかな丘の間を縫うように流れる運河には、

穀物や果実、樹液、香料などの産物をいっぱ

い載せた船 

が、ゆっくりと走っていた。水辺のハスの花は、ム

ー帝国の限りない繁栄を約束するかのように、

この日も、清らかな白い花弁を咲か 

せていた。 

その日は、前日と少しも変わりなかった。いつも

と違うところといえば、日が昇るにつれて聞こえて

くるはずのセミの鳴き声が、なぜかとだえがちなく

らいだった。けれども、いつもなら枝から枝へとめ

まぐるしく飛びかうハチスズメの羽音はなかった。 

ムー帝国の住民の中には、10 日ほど前から、

遠雷にも似た異様なとどろきを耳にした者もい



た。しかし、その音は、気のせいかと思えるほど微

かな響きで、百年以上も前に大陸の南部で起き

た天災のことを改めて思い出させるほどではなかっ

た。 

一部の神官や学者は、以前からこの日が来ること

を警告し続けてきた。 

が、わずかにその徴候を感じとった人々も、これが

不吉な予言に結びつくとは思わなかった。 

その日の朝、東の海から昇った太陽が、再びムー

大陸の上に輝くことはない、と、だれが想像できた

だろうか。 

ムー帝国の皇帝であり最高の神官でもあったラ・

ムーは、この日、透明の神殿と呼ばれた首都の宮

殿にひ 

ざまづいて、いつものように朝の祈りを天帝に捧げ

た。 

「おお、天帝よ、わが帝国と国民の上に、末なが

い平安をもたらしたまえ」 

首都の神殿には屋根がなく、天帝の象徴たる太

陽から放たれた光は、さんさんと神殿にさしこんで、

皇帝の純白の法衣に照り輝いていた。ラ・ムーが

長い祈りのあと天を仰いで見ると、雲ひとつない青

空に、異変を予想させるものは何もなかった。が、

そのあまりにも澄みきった空の青さは、かえって皇

帝に不吉な予感を覚えさせた。 

賢者の誉れ高い皇帝ラ・ムーは、それまで何度か

こうした不安に襲われたことがあった。その不安は、

彼のように醒めた者が、繁栄の頂点にある国民を

見てふと感じる、理由のない不安であるのがこれ

までの通例だった。皇帝は、このような時、神の存

在を忘れて贅沢に振る舞い、華美に流れがちな

国民に向かって、こう警告した。 

「神の恵みに慣れ、神の存在をないがしろにすれ

ば、どんな恐ろしいことが起こるか、忘れるでない

ぞ」おりにふれて、こう警告してきたラ・ムーではあっ

た。が、その彼自身、帝国と国民の上に襲いかか

る異変が、わずか数時間後に迫っているとは夢

にも思わなかった。 

異変の最初の徴候は、森からやって来た。都

市の背後に横たわる原始の面影をとどめた巨

大な森のはずれから、マストドンや野ネズミをは

じめとする大小の動物が、狂った群れをなして

次々に飛び出し、あたりかまわず右往左往しは

じめた。 

それとともに、予想もしなかった恐ろしい衝撃が

走った。大地は突然無気味な地鳴りとともに躍

りはね、いたるところで大きな口をあけたかと思う

と、そこかしこの裂け目からは、天地をゆるがす

大音響を伴って巨大な火柱が噴き出した。 

そして、この火柱が噴煙もろとも天高く昇るにつ

れ、その熱気によって激しい雷鳴がとどろき渡っ

ただけでなく、見る見るうちに大空は暗くなり始

め、黒い雨が降り出した。 

地の裂け目から噴き出した赤い溶岩は、氾濫

する水のように大地を浸し、都市や町々に流れ

こんだ。逃げまどう住民の頭上には、赤熱の溶

岩が闇を照らしながら、大小無数に降り注いだ。

その結果、無数の人々が硫黄ガスで窒息し、

溶岩に打たれ、熱流にのみこまれて亡くなった。 

船で海に逃がれた住民たちの運命も同様だっ

た。海は湯気を立てて煮えくりかえり、恐ろしい

悪臭を放った。降り注ぐ溶岩に打たれた船は

粉々に砕け、熱い海にのみこまれて消え去った。

かろうじて難を逃がれた人々は、次々に首都の

宮殿へと向かい、口々に叫んでこう言った。 

「ラ・ムーよ、どうか私たちを助けてください」 

しかし、彼らは相変わらず贅沢な衣裳を身にま

とい、きらびやかな宝石と装飾品を捨て切れな

いでいた。 

なかば崩れた神殿の階段の上に立ったラ・ムー

は、群衆に向かって言った。 

「もはや終わりじゃ、かねてから私が警告したと



おり、最期の時が来たのだ」 

赤、白、黒、そしてまだらの色石を組み合わせて

造られた美しい宮殿は、いたるところでひび割れ、

崩壊寸前だった。その日の朝、のどかな太陽の光

を浴びた宮殿の尖塔や門、橋や大理石の壁は、

今や暗黒の空に立ち昇る地獄の猛火を反映して、

血のように赤々と輝いていた。 

そして……この時、さきの地鳴りとも違う異様な音

が人々の耳に入った。おびえる群衆がその音の方

角に一斉に目を転じて見ると、そこにはとても信じ

られない恐るべき光景が待ちかまえていたのだ。 

はじめのうち、それはまるで轟音とともに接近する

黒い山脈のように見えた。が、やがて上空を不気

味に染める噴火の余光で、最初に山々と見えた

ものが、近くにある大石柱や 

尖塔よりはるかに高い壁をつくって迫る大きな波

頭の連らなりであることを知ったとき、人々はハッキ

リと 

自分たちの運命を悟った。ムー帝国の住民をこと

ごとく滅ぼしたのは、想像を絶する巨大な津波だ

った。 

このわずか一日の間に、ムー大陸は消滅した。帝

国の大地はこなごなに砕け、太平洋の水面下に

没した。異変のあと何日か経つと、恐るべき暗黒

のとばりを切り裂くかのように、雲間から太陽の光

がうっすらと射しはじめた。 

しかし、その光を受けとるべき大地は、もはやそこに

はなかった。広範囲にわたって泥の海と化した太

平洋は、腐臭を発する生物の無数の死体を浮か

べてゆったりとうねるばかりで、死者を弔うものは、

風に吹かれて漂う火山灰だけだった。 

異変が起こったのは、今から約一万二〇〇〇年

前のことである。 

さしもの繁栄を謳歌したムー大陸は、こうして六千

四百万の住民とともに太平洋の海面下に没し去

った。けれども、地上最初の文明を築いたムー帝

国の栄光は、異変によってすべて消え去ったわ

けではない。というのも、帝国の住民が、この異

変に先立って、繁栄の絶頂期にあったムー文

明を地球上のすべての土地に伝え、その後の

文明再建に役立つ輝かしい足跡を世界各地

に残したからである。 

今となっては歴史の彼方に忘れ去られた太古

の地球は、決して暗黒の原始世界ではなかっ

た。そこには、現代の文明に勝るとも劣らない

文明があり、また、ムー帝国を「母なる国」として

継承した知られざる国々の興亡の歴史があっ

たのである。   

伝説伝説伝説伝説ⅡⅡⅡⅡ        

滅び去ったアトランテ滅び去ったアトランテ滅び去ったアトランテ滅び去ったアトランテ

ィスィスィスィス 

異変前の太平洋から大西洋に目を向けると、

そこにはもう一つの大陸があった。 

その大陸は、ムー大陸やアメリカ大陸、アフリカ

大陸には及ばなかったが、周囲を海に囲まれた

広大な大陸であることに変わりはなかった。 

アトランティスの国民は、ムー文明を独自に発

展させた高度な文明をもち、特に世界最強の

軍隊をもっていることを誇りとした。 

その都には、天帝をまつる太陽神殿のほかに、

帝国の開祖ポセイドンをまつる神殿と王宮があ

った。 

ポセイドン神殿は、象牙を張りつめた天井の下

に金・銀の壁をめぐらしたもので、壁の一部には、

オリハルコンという不思議な金属が使われてい

た。オリハルコンの放つ虹色の光は、遠く離れた

海上の船からも見ることができた。 

王宮は首都をとり巻く環状の運河の中心に位

置し、王は船を使って運河沿いに海へ出ること



も、海から王 

宮へ向かうこともできた。宮殿は、門も塔も壁も、

すべて赤と黒、白と斑色の石で美しく飾られ、王

宮に通じる運河のそこかしこには跳ね橋がかかって

いて、いざというときは、王の島全体が強力な城

塞になるよう設計されていた。 

王宮と神殿の庭は、色とりどりの美しい花とそれら

が放つかぐわしい香りによって満たされ、庭を巡回

する衛兵たちの黄金の甲冑が、花の間からキラッ

と光って見えた。 

王宮地区を囲む運河の外側には、アトランティス

の神官や貴族、将軍たちの家と、修道院、兵舎、

図書館や学校などがあった。そして、この地区をと

り巻く別の環状運河の外側には、上下水道の完

備した市民の家々が建ち並び、立派な競技場や

競馬場があった。 

これらの地区の一番外側にある運河は海に面し

て口をあけ、その開口部には、次々に往来する船

が立ち寄る港があった。その波止場は商人たちの

かけ声や鳴りものなどの音で活気があり、交易市

場は、世界の各地からやって来た白人、黒人、褐

色の肌の人などでにぎわっていた。 

市場をのぞいてみると、そこには鳥や獣、魚の肉か

ら野菜、柑橘類、バナナ、ナツメヤシ、香料のたぐ

い 

まで山と積まれて買手を待ち受け、金、銀、銅、

琥珀その他の装飾品や象牙、貝殻、織物、毛皮、

香油といった商品が所狭しと並んでいた。これらの

商品の中で特に目をひくのは、燃えるような光を

放つオリハルコンだった。その原鉱石はアトランティ

ス大陸の特産で、世界の王侯貴族は、宮殿や

邸宅を飾るにあたって、何よりもオリハルコンを珍

重した。ともあれ、首都の港には、アトランティスの

豊かな産物を求めて、交換物資を山ほど積んだ

船が、はるばるムー帝国やマヤ帝国などから続々

とつめかけるのだった。 

アトランティスの青々とした森や起伏のゆるやか

な丘、湖や川のほとり、そしてどこまでも果てし

ない平原では、放牧された家畜がのんびりと草

を食べていた。この地に生息する獣たちはその

種類も多く、象の群れがゆっくりと平原を横切っ

て行く姿を見るのもまれではなかった。 

この豊かな土地では、大麦、小麦をはじめ、サ

トウキビ、綿、トウモロコシなどが、年に二回もと

れた。 

畑のここかしこには白い湯気がのどかに立ちこめ、

農夫たちは、近くの露天風呂に浸って一日の

疲れをいやした。 

アトランティスの神官は、夜になると、神殿の柱

の上にかがり火をともした。その明りは、オリハル

コンの壁に反射して赤々と光り、壁に沿って立

ち並ぶ黄金の神像をくっきりと浮かびあがらせた。 

夜の波止場でも、銅の円柱高くともされた瀝青

のかがり火は、港をめざす船の目印となった。 

アトランティスの各地は、こうして夜になると、町

や村の中心にある円柱の上にともされた光で輝

いた。 

そして人々は、ポセイドンの教えが刻まれた円

柱に向かい、アトランティスの神に祈りを捧げた

あと、踊りや舞台劇、音楽などを楽しんだ。 

当時、アトランティスは、戦車一万台と二頭立

て馬車三万台のほかに、何万という騎兵、重

装兵、軽装兵、弓兵、槍兵などからなる軍団

をいくつも擁した世界に冠たる軍事大国だった。

その軍隊は、この国の開祖が海神ポセイドンだ

といわれるだけあって特に海軍力に秀いで、非

常に強力な千二百隻の軍艦をもっていた。 

しかもこの国は、帝国の繁栄のさなかに、その

強大な軍事力をもって周囲の国々を圧迫し、

やがて「ヘラクレスの柱」と呼ばれたジブラルタル

海峡を越えて地中海に侵入した。 

アトランティスの巨大な軍団は無敵だった。彼ら



は誰にも行方を阻まれることなく、遂に内海の奥

地へとなだれこんだ。が、その時である。 

ここで彼らは意外な敵に遭遇した。 

突如として現れた敵の数はそれほど多くなかったが、

一人一人が驚くほど勇敢で、一致団結して戦い

を挑んできた。その戦いぶりは実に見事で、侵入

者の船団は内海に出没する軽快な船のため大い

に悩まされた。 

この戦いは、アトランティス人にとって不利だった。

大海に囲まれて育った彼らの大船隊は、狭く入り

組んだ内海の戦いに向かなかった。彼らの無敵艦

隊は敵の奇襲を受け、初めて無惨な敗北を喫し

た。 

この戦いの結果、アトランティスの支配下にあった

他の国々でも、次々に反撃の火の手があがった。

敗れた船団は「ヘラクレスの柱」から外へ脱出しよ

うともがいたが、敵の追撃を受けてあえない最期を

遂げた。 

アトランティスの国運はこうして傾き始めた。かつて

あれほど栄えた国の首都には、他国の軍隊が駐

留するようになった。そして、この国の滅亡をうなが 

すかのように、最後の恐るべき異変が起こったので 

ある。  

 第１章第１章第１章第１章キーワードキーワードキーワードキーワード  

[アトランティス大陸] 

古代ギリシアの哲学者プラトンが『ティマイオス』と

『クリティアス』の中で 1 日と 1 夜のうちに海底に沈

んだ」と記している伝説的な大陸。 

近いうち再び大西洋の海底から姿を現すと予言

されている。 

アメリカの予言者エドガー・ケイシーは、輝かしい文

明を誇ったアトランティスが、5 万年前、3 万年前、 

そして 1 万 2000 年前の 3 次にわたる地殻変動に

より滅び去ったと語っている。 

大陸の各地、アマキ、アッケイ、ポセイディアなど

につくられた美しい巨石神殿都市は、太陽宮に

置かれた 

クリスタルの放つ宇宙エネルギーで輝き、そこに

住む人々はかつてない高度の霊的生活を営ん

でいた。アメリカの東海岸沖に位置するポセイデ

ィアは、それらのうちでも最も栄え、また最後まで

アトランティスの輝きをとどめた島であったとい

う。 ケイシーは予言する。     ポセイディアが、

かつて沈んだアトランティス大陸の最初に隆起

する地域となろう。    1968 年から 1969 年にか

けて注目されよ。    それは遠い将来のことでは

ない。 

              (1940 年 6 月 28 日) 

そして 1968 年、フロリダ東部のビミニ島やアンド

ロス島の沖から、従来知られていなかった海底

遺跡が続々と見つかりはじめた。 

これらの遺跡は、はたしてポセイディアのものか。

アトランティスの一部はすでに隆起しはじめたの

だろうか。 

地球上にはこれまで、われわれ人類より前に何

回かの高度な文明をもった人々の時代があっ

たが、地球の大異変によってそれらはことごとく

滅んでしまったという説がある。もし、アトランティ

スが現れるならば、この説を裏づけることになり、

われわれの文明も滅んでしまう可能性がある。

しかし、一方ではアトランティスの浮上によって

明らかになる高度な文明が、精神的な、あるい

は科学的な恩恵をもたらし、人類は飛躍的な

発展をとげるだろう、という説もあり、アトランティ

スについての秘密の解明が待たれている。 

エドガー・ケイシーは、この秘密についてのリーデ

イングも行なっており、それはエジプトのスフィンク

スがカギを握っている、と次のように予言している。 

    太陽がナイル河の水面から昇る時、ひとつ

の光(影)がスフィンクスの前足の間に投げかけら



れるだろう     …時至れば、汝らはスフィンクスの

右足につらなる部屋を通じて、記録の間に達する

ことができよう… 

アメリカの予言者アン・フィッシャーは、アトランティス

の歴史や滅亡の記録が発見される場所を大ピラ

ミッドとスフィンクスの間とし、その時期を 2000 年ご

ろと予言している。そして同じ時期に大ピラミツド

建設の目的と理由もわかり、大ピラミツドの冠石

(クフ王のピラミッドの頂上部分。現在失われてい

る)が発見されるだろうと言っている。 

いずれにしても、ケイシーの“アトランティス浮上”の

予言は、単に物理的なものではなく、霊的にもア

トランティス時代がよみがえる、という暗示を含んで

いると考えられる。 

                      

 

スフィンクスの足元にはアトラ

ンティスの記録が眠っている 

[アマゾン海の

黄金都市]  

アマゾン海は美しい海だった。    太平洋の荒波

を乗り越えてやってきた船乗りたちにとって、波静

かなこの内海はまるで楽園のようだった    ……緑

の熱帯樹にふちどられた岸辺には、壮麗な石造り

の都市が色さまざまな石で築かれた神殿や宮殿

の影を水に映し、それは旅人たちに遠く離れた母

なる国ムーを懐しく思い起こさせた。    ……太平

洋を越えてきた船が、広々とした幅のある水路に

入ると、やがて右手、つまり北の方に立派な都市

が見えてくる。    それが何と呼ばれたか、今では

知るすべもないが、チベットの古地図によれば、そ

の位置は現在のティアワナコの遺跡の位置とぴっ

たり符合する。 チャーチワード『ムー大陸の子孫

たち』 チャーチワードがチベットの奥地で手に入れ

た古地図には、そのほかにも四つの都市が記さ

れていた。そのひとつは、アマゾン海の南西岸に

あって、"宝石の都市"の名がつけられている。 

 南岸のちょうど半ばあたりからちょっと内陸に入

ったところ、アマゾン海に注ぐ川に沿って、もうひ

とつの都市があり、"黄金の都市"と名づけられ

ている。疑いもなく、伝説に伝わる黄金都市マ

ノアである。 さらにこの南岸からずっと南へ下っ

て、大西洋岸に出ようとするあたり、大西洋に

注ぐ河に沿って一つの都市がある。現在のアル

ゼンチン、ラプラタ河のあたりである。 

 もうひとつはずっと北にあって、カリブ海の東端、

現在のべネズエラ、オリノコ河の河口から少し入

ったあたりである。 これらの五つの都市が、アマ

ゾン海周辺に栄えたカラ族によって建設された

ことは明らかである。 

 

アマゾン海を示す古地図 

[イースター島] 

南太平洋の東の果てに横たわる神秘の島。パ

スクワ島の別名。1722 年のイースターの日（復

活祭の日）に発見され、現在の名称で知られ

るようになった。パスクワの島民がテピトオテヘヌ

ア「世界のヘソ」と呼ぶ二つの火山島には約



1000 体の巨人石像モアイが立ち並び、鳥人の絵

が岩壁のいたるところに描かれている。また、イース

ター島の祭壇アフそっくりの石組みはアンデスや太

平洋の各地で発見されており、古代エジプトと同

じ太陽神ラーを祭るこの島の住民が至高者チチカ

カの子孫ウルを自称していることなど、謎が多い。 

一説によれば、われわれの祖先である倭人がはる

か昔、空飛ぶ人々を目撃したのはこの島だったと

もいわれる。 

島民がラパ・ヌイ(大きな島)と称するこの島は、チャ

ーチワードによれば、ムー大陸の名残りだという。 

 

[インダス文字] 

シュメール、エジプト、殷・周の文明とともに世界

四大文明のひとつといわれているインダス文明の

文字。 

これまで多くの学者が解読を試みたが成功してい

ない。その理由は、インダス文字の刻まれた印章

がモヘンジョ・ダロやハラッパーなどから数多く出土

しているにもかかわらず、すでにわかっている他の

文字と並んで記された例がひとつもないこと、エジ

プトやシュメール、ヒッタイトの文字を解読したとき 

のように、比較する手がかりがないことなどによ 

る。 

 

[巨石文化] 

巨石造りの神殿やピラミッド、道路、巨石都市

などを生みだした先史時代の未知の文化。 

代表的な遺跡としては、エジプトの大ピラミッド、

レバノンのバールベック、マルタの巨石神殿、フラ

ンスのカルナック、イギリスのストーンヘンジ、アメ

リカのミステリー・ヒル、ビミニ・ロード、メキシコの

ラ・ヴェンタ、ペルーのサ 

クサワマン、オヤンタイタンボ、マチュピチュ、ボリビ

アのティアワナコ、イースター島のモアイなどがあ

り、日本にも沖縄や長崎、佐賀、鹿児島、高

知、広島、兵庫、滋賀、岐阜、三重、山梨、

茨城、福島、秋田、岩手などに巨石遺構があ

る。 

これらの巨石建造物は天文学上の方位や他

の遺跡、周囲の山々との位置関係、地磁気や

地下水の流れなどをよく考えて、自然と人問の

調和がもたらされるように設計された形跡があり、

巨石加工と運搬の高度な技術ばかりでなく、

都市設計の原理そのものが大きな謎とされてい

る。 [ストーンヘンジ] 

イギリスのソールズベリー郊外にある巨石遺跡。

直径約 20 メートル。中央に祭壇石があり、トリ

リトンとよばれる高さ 6～7 メートルの鳥居形の

石組を配し、30 個の珪質砂岩の環状列石が

ぐるりと一周している。一番外側には、オーブリ

ー・ホールといわれる五六個の穴と標石のような

立石がいくつか見られる。 



1961 年 6 月、ボストン大学の天文学教授ジェラ

ルド・ホーキンスは、コンピュータを使って石の配列

のしくみを分析した結果、驚くべきことに、多くの石

が太陽と月の重要な出没方向をさし示していたこ

とから、日食を予報する天文時計であるとの説を

発表した。 

 

[大ピラミッド] 

エジプトのケオプス(クフ)のピラミツド。他の円錐ピラ

ミッドと違って四角錐。 

この形がケオプス効果とよばれる謎のパワーを発

生することから、近年、その秘密が本格的に解明

され始め 

たところである。このピラミッドの各辺は、正確に東

西南北をさし、一辺約 220 メートル、高さ約 140

メートル、4 辺の和を高さの 2 倍で割ると π パイ

の近似値が得られるほか、黄金分割やピタゴラス

の定理、円の 7 分割法など、ストーンヘンジその

他の巨石遺跡でも確認された高等幾何学や天

文学の知識を応用した可性がある。地下回廊の

存 在 も 数 多 い 謎 の ひ と つ で あ る 。

 
ギザのピラミッドとテオティワカンの太陽のピラミッドの規模比較図 

(絶対零度の発見者 K・メンデルスゾーン博士作図) 

エジプトの 3 大ピラミッドは紀元前 7 世紀に日

本の初代天皇力ムヤマトイハレヒコの 3 兄弟が

つくったといわれている 

 

[太陽のピラミッド] 

メキシコの古代遺跡テオティワカンの中心にある

階段状ピラミッド。月の神殿と並んで、太陽の

神殿と呼ばれる。底辺約 220 メートル、高さ約

70 メートル(異説あり)のこのピラミッドは、奇妙な

ことにエジプトの大ピラミッドの半分の高さで同じ 

底面積をもつことから、大ピラミッド以前のモデ 

ル、ピラミッド・パワー効果との関連で注目を集 

めている。 

 



  [ティアワナコ] 

ペルー国境近く、ボリビアのチチカカ湖に面した海

抜 4000 メートルの高地に眠る前インカ時代の謎

の巨石都市。 

ドイツの考古学者 A・ポズナンスキーの発掘以来、

現在までに 1000×450 メートルの遺跡群が調査

され、太陽の門で有名なカラササーヤ神殿やアカ

パナ砦がよく知られているが、いつ、何者によって

造られたか不明。世界最古の地理書『山海経』

に“天帝の秘密の都”と記されたティアワナコ。その

太陽の門に刻まれた鳥人や四本指の神、イース

ター島の石像とよく似た人物などの由来は謎につ

つまれている。 

 

  

 

カラ族の植民線 

[テーべ] 

ナイル河を 600 キロ余り遡ったところにある古代

エ ジ プ ト 第 18 王 朝 の 都 。                    

黄金のマスクを残したツタンカーメンやアマルナ

芸術の創始者アクナトン(アメンホテプ 4 世)、絶

世の美女ネフェルティティ王妃などが生きたこの

テーべは、今から 3000 年ほど前、すでに"百の

門をもつ都"として知られ、世界最大級の国際

都市だった。市内力ルナックのアトン太陽神殿

は、R・W・スミスの復元調査によれば、25 万個

の巨石を組み合わせた長さ 1600 メートルの規

模をもつ巨大な神殿で、かの大ピラミッドをも圧

倒するほどであったという。この壮麗な都テーベ

を舞台とする戦争と陰謀の歴史はのちに数々

の伝説を生み、ヴェリコフスキーによれば、ギリシ

ア悲劇のオイディプス伝説はテーベを舞台とする

アクナトンの歴史を反映したものといわれる。テ

ーベにはこの他ルクソールのアモン神殿や王家

の谷、ハトシェプスト女王の神殿などがあり、学

者も驚く本格的なミステリーが数多くある。



 

テーベのカルナック神殿 

アトランティスの都 

[テオティワカン] 

メキシコ・シティの北東約 45 キロ、今は荒涼たる

盆地にある“神々の都”テオティワカン。二千数百

年前に栄えた都市で、全地区完全舗装。しかも

上下水道を完備した碁盤目状の整然たる街路

に 2600 以上の建物と住宅を配した今日でもまれ

にみる美しい神殿都市だった。 

市内でひときわ高くそびえる太陽と月の二つのピラ

ミッドの地下には半径 5km 四方に道路が延び、と

ころどころホールも設けられている。 

地上と地下をひとつに結んだこの立体都市にかつ

て住んだ 20 万余りの人々は何者だったのか。

彼らの突然の出現と消滅は、考古学上の謎と

されている。 

テオティワカンの太陽の都 

[バールベック] 

レバノンの首都ベイルートの東 70km の地にある

古代世界有数の神殿都市。太陽神バールと

月の女神アシュタルテを祭った巨石神殿がある。

近くの石切り場にある縦横 4m、長さ 20m の巨



石は推定重量 2000 トンという途方もないもので、

現代の技術でも運搬不可能という。また、トリリト

ンと呼ばれる鳥居型の遺構には、1 個の重さ 750

トンの巨石が用いられており、古代人の高度な技

術は驚異である。伝説によれば、バールベックを最

初に建てたのは聖書に登場するニムロデ王に仕え

た巨人族だったという。  

 

 

 [ベルリッツ(チャールズ)] 

世界的ベストセラー『謎のバミューダ海域』の著者。

1914 年、ニューヨーク生まれ。 

ベルリッツ言語学院の創設者の孫に当る彼は、31

か国語をこなす博物学者であると同時に、スキュ

ーバ・ダイバーとして海底遺跡の探検・調査に従

事。UFO 問題の世界的権威であり、アトランティ

ス学の第１人者でもある。 

『謎の古代文明』(紀伊国屋書店刊)で紹介され

た数多くの事実は、古代世界の水準に関する再

評価の動きを着実につくりだし、先史アトランティス

文明が、大異変によって滅びたことを強く印象づ

けるものとなった。 

  

 

[マウンド・ビルダー] 

アメリカの中部平原に土のピラミッドや動物の形

をした高塚を造った謎の人々。 

ミシシッピー川やオハイオ川の流域には、上空か

ら見ると蛇の形をした塚やトカゲの形をした塚な

どが無数にあり、イリノイ州セントルイスの東にあ

る“僧侶の塚”はエジプトの大ピラミッドをはるか

にしのぐ 6.5 ヘクタールの面積をもっている。 

このマウンド・ビルダーとナスカに大地上絵を描

い た 人 た ち と の 関 係 も 謎 で あ る 。

 

ウ エ ス ト ・ ク リ ー ク の マ ウ ン ド

バージニア州グレイブ・クリーク・マウンドで見つかった石板の碑

文 



[マヤ文字] 

中米ユカタン半島に伝わる未解読文字。 

マヤ文字の研究はフランスの神父ブラッスール・ド・

ブールブールに始まる。 

彼は 1848 年から 1868 年まで新大陸に滞在した

が、マヤ人が残した「アルファベット」や「二十の日」

(マヤ文明が二十進法だったことはのちにわかる)を

表す象形文字を図示した資料や、マヤ語の方言

の覚書を入手 

し、マヤ文明研究に大きな貢献をした。これによっ

て、「太古時代歴」と「太古年代歴」がわかるよう

になり、刻文に見られる「○年 O 月 O 日」という年

代表記が解読できるようになった。 

その後、S・G・モーレイの『マヤ象形文字研究序

説』(1915 年)や言語学者 B・L・ウォーフ、クノロゾ

フに代表されるロシアの言語学者らによるマヤ語

写本解読の試みなどがみられるが、現在にいたっ

てもその全体像は依然として大きな謎に包まれて

いる。 

 

パレンケのマヤ文字碑文 

[ムー王国] 

紀元前 1 万年ころ太平洋上に存在したとされ

るムー大陸に栄えた謎の王国。人口約 6400

万。東はハワイ諸島、西はマリアナ諸島、そして

南はフィジーからトンガ、イースター島に至る、 

東西8000キロ、南北5000キロにおよぶ広大な

面積を有し、海峡によって３つの陸部に分かれ

ていた。 

南国の太陽がふりそそぐ常夏の緑豊かな大地

には、帝王ラ・ムーの支配のもとに、７つの都市

が栄えていたという。ムー王国の繁栄ぶりは、首

都ヒラニプラに代表される都市文化もさることな

がら、その抜群の航海術によって海への旅に乗

り出し、巨大な植民団を組織して、当時大西

洋にあったアトランティス大陸をも手中におさめ

たといわれる。だが今から1万2000年前、突如

襲った大異変は、わずか一夜のうちにこの大陸

を海底に沈めてしまったとい 

う。古代史研究家チャーチワードが、インド・中

南米の伝説と遺跡をもとに唱えた夢幻の王国

である。 

 

ムー王国の紋章 



[モアイ] 

イースター島にある謎の巨人石像。現在まで確認

されている約 1000 体の石像のうち最大のものは、

高さ 20m 以上、重さは最高 90 トン。このモアイを、

島の中央にある唯一の石切り場ラノ・ララク火口

から海岸までどのように運んだかは今もって謎とさ

れる。 

長い鼻とくぼんだ眼、角ばったあごとひきつった口

元、そして長い耳をもつこの石像は、伝説によれ

ば高度の 

石造技術をもった長耳族ハナウ・エエペによって造

られたが、のちに短耳族ハナウ・モモコの反乱によ

って破壊された。超能力を放つと恐れられたモアイ

の赤い眼がくりぬかれたのもこの時代だったといわ

れる。その時期がいつであったか定説はない。 

イカの石に描かれたムー大陸地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

おお、ラーマ、神の武器を受け取られよ 

ここにあるは大いなる宇宙の円盤ダンダの

兵器、ダルマ・カーラの武器なり 

英雄よ、ヴィシュヌの円盤とインドラの兵

器を受け取られよ…: 

あまたの民の中にありて最良の者よ 

わしはそなたにガンダルヴァお気に入りの

催眠兵器モハナを授ける 

さらにブルシャパナの兵器、ブルシャパナ、

サムナの兵器の数々をも… 

『ラーマーヤナ』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 章 

失われた神々の遺

産を求めて 
地下都市探検の物語

 

メキシコのモンテ・アルバン遺跡 

から出土した地下都市の王ミクトランテクトリ 

 

二〇世紀の世界史に巨大な足跡を残した

ドイツの総統ヒトラー。彼は失われたア

トランティス・ムー文明の遺産が今も地

球のどこかにあると考え、秘密のうちに

世界各地の洞窟を調査した。『九二〇年代

にアメリカやイギリス、ロシア、ドイツ

が先を争って捜し求めた太古の遺産とは

何か。それはイギリスの探検家フォーセ

ットがめざした黄金都市エルドラードに

眠るアトランティスの秘宝か。それとも

ムー王国の地下都市に隠された古代カラ

族の空艇ヴィマナか。伝説のクルの宝を

めぐる水面下の戦いは今なお続いている。 



エピソード 1 第 2 章失われた神々の遺産を

求めて/地下都市探検の物語 

二〇世紀最後の秘密 

「ジー、いま聞いた話を他の人にしゃべっ

ちゃだめだよ。私たち以外の世界があると

いうことをね。」ジーは立ち上がると父親の

額に口づけし、笑いながら答えた。「舌は気

まぐれだけど、お父様がそうおっしゃるな

ら、絶対誰にも言わないわ。私の口から何

か洩れて、私たちの社会が危険にさらされ

ると心配しておられるなら、いま聞いた話

の記憶をブリルの力で頭の中から消してし

まったら?」(『来るべき民族』)神秘主義に

関する本の中で、一番捜し出すのが難しい

ものの一つに、『来るべき民族』という奇妙

な本がある。イギリスの作家ブルワー・リ

ットンが一八七一年に出版したこの本の内

容は、ひとことでいえば、地下の別世界に

住む高度な民族の物語だ。そこに描かれた

地底人ブリルヤたちはすべて超能力をもち、

地上の人類よりはるかに進んだ超科学を駆

使するだけでなく、やがて地下から現れて

地上全体を支配するよう運命づけられてい

る。今から百二十年ほど前に、すでにレー

ザー光線やロボット、飛行機械の登場を予

知し、現在のわれわれが直面している文明

の危機をいち早く見通していたリットンの

書は、二十世紀に入ってまもなく、ヒトラ

ーの世界観に大きな影響を与え、ナチの超

人思想と超科学、そして第三帝国の誕生を

もたらすきっかけとなった。若きヒトラー

に多大の感化を及ぼしたドイツの将軍カー

ル・ハウスホッファーの考えによれば、こ

の本にブリルヤとして描かれたユダヤ人は

アトランティスの異変とともに地下に隠さ

れた太古の遺産を世界支配のために用い

ているが、この遺産こそはアトランティ

ス直系の子孫であるアーリヤ人、すなわ

ちゲルマン民族のものである。ドイツ人

は今こそこの遺産をすみやかに手に入れ

てユダヤ人の世界支配をくつがえし、ア

ーリヤの栄光ある千年王国を実現しなけ

ればならない、というのが彼の持論だっ

た。リットンの死後およそ四十年を経て

勃発した第一次大戦はロシア革命とドイ

ツ革命を生み出し、敗戦後のワイマール

体制のもとでかつてない敗北感と経済的

な苦しみを味わったドイツ人は、ワイマ

ール共和国を指導する少数のユダヤ人に

対して不満を抱き始めていた。当時ドイ

ツ共和国の問に根強く広まっていた噂に

よれば、相次ぐ革命と社会不安の元凶は

ユダヤ人にほかならず、彼らがフリーメ

ーソン結社員と共産主義者の両方を背後

から操って世界支配をもくろんでいると

いう流言は、またたくまにナチの台頭を

うながした。この時代に反共・反ユダヤ

のスローガンを掲げて慧星のごとく現れ

たヒトラーは、ドイツの大衆から国民を

どん底の苦しみより救い出す英雄として

迎えられた。そのヒトラーが、一九二三

年のミュンヘン一揆に失敗してランズベ

ルクの獄中にいる時、失意の彼にリット

ンの書を読むことを勧めたのは、ほかな

らぬカール・ハウスホッファーだった。 

アーネンエルベ 

ヒトラーは、一九二五年に自由の身にな

ると、さっそく『我が闘争』を出版し、

ドイツ革命によって倒された第二帝国に

かわる不滅の第三帝国の実現に向かって、



ナチの活動を本格的に開始した。この時期

に彼がつくったブリル結社啓明支部(バラ

十字会ドイッ支部)は、のちにアーネンエル

ベとして知られるようになったナチのオカ

ルト局、すなわち SS の秘密部隊の前身と

なった。彼が最初に手がけたことは、ナチ

の内部に確固たるゲルマン精神を身につけ

た親衛隊を組織し、極秘のうちにユダヤ人

とブリルヤの秘密をつかむことだった。ユ

ダヤ人の恐るべき才能は、思想、芸術、科

学、経済、政治のいたるところで明臼に認

められた。共産主義の創始者マルクス、精

神分析学の開祖フロイト、相対性理論の提

唱者アインシュタインはユダヤ人だった。

ロシア革命の指導者レー一【ンやトロツキ

ー、ワイマール共和国のエーベルト大統領、

アメリカ合衆国のルーズベルト大統領もユ

ダヤ人だった。ピカソやシャガール、チャ

ップリンなどの天才、名優を生み出したユ

ダヤ人は、一方でロスチャイルドやロック

フェラー、モルガン、ワールブルクといっ

た世界的な財閥をも輩出している。近代科

学の主な発明と発見の歴史に登場するのは、

ほとんどユダヤ人だ。ユダヤ人がこのよう

に優秀で、かつてなく豊かになったのはな

ぜだろうか。彼らは、何かわれわれの知ら

ない秘密をつかんでいるのではなかろうか

ーヒトラーとナチの幹部たちがそう考えた

のも当然だった。アメリカは一九二四年に

レーリッヒ探検隊を出し、イギリスは一九

二五年にフォーセット探検隊を出している

が、それらのスポンサーとなったユダヤ人

があれほどまで熱心にヒマラヤとアマゾン

の奥地に興味を示したのはなぜか。それは

この地域に未発見の地下都市があり、そこ

にアトランティスの太古の遺産が隠されて

いるからではないか。そもそも地下都市

がこの地球上にあることはほとんど知ら

れていないが、それはユダヤ人がブリル

ヤの秘密を独占しようとしてきたからで

はないのか。ヒトラーとナチの幹部は、

ユダヤ人が他の民族よりも優秀なのは地

底世界の秘密を知っているからだと考え

た。もしかしたら彼らは、地下に眠るゲ

ルマンの太古の遺産をいち早く手に入れ

たかもしれなかった。 

地下都市を発見せ

よ 
ハウスホッファーとヒトラーはただちに

地下都市探検隊を組織し、各地に伝わる

地底伝説を集めた。ナチの地理学者や考

古学者、地質学者たちはブリルヤヘ到る

地下道の入口をすみやかに発見せよと命

じられた。ドイツとオーストリア、チェ

コ、イタリアなどの各地にある洞窟と鉱

山はひとつ残らず地図上にマークされ、

地下都市へとつながる可能性をチェック

された。一二世紀のドイツの騎士タンホ

イザーが住みついたヴィーナス山中の洞

窟はどこか?一二世紀にアルプス山中を

くぐりぬけ、六回もイタリアに遠征した

ドイツ国王バルバロッサの利用したトン

ネルはどこにあるのか?トイトブルクの

森にあるエクステルンシュタインの巨岩

の下に秘密の通路はないか?デンマーク

のクローネンブルタの洞窟はどこまで続

いているのか?彼らがボヘミアやズデー

テン、トランシルバニア、カルパチアの

山中にある巨大な洞窟群に注目していた

ことはもちろんである。さらに、ギリシ



アやトルコ、ウクライナ方面の洞窟情報に

ついても、重大な関心を払っていたことは

まちがいない。また彼らは、イギリスのフ

ォーセット探検隊やアメリカのレーリッヒ

探検隊に関する情報を注意深く分析し、ア

メリカや中央アジア、アフリカ、インドの

洞窟について書かれた報告書を次々と検討

していった。一九二六年に始まるナチのブ

リルヤ探検隊は、一九三六年になると、毎

年のように定期的に世界の各地に派遣され

た。ヒトラーの指導のもと、親衛隊長ヒム

ラーの責任において派遣されたアーネンエ

ルベの科学者たちは、イタリアやスペイン、

トルコばかりでなく、チベットやブラジル

の彼方まで調査に出かけた。それらの探検

隊のうち、ブラジルに派遣されたグループ

は、北東マットグロッソのロンカドル山地

で無数の地下道からなる迷宮を調査した。

また、この地からパラグァイ、ボリビア、

アルゼンチンヘと向かった分遣隊は、チリ

で別のトンネル網を発見した。このときの

調査に加わった V・M という隊員は、ペル

ーからエクアドルヘ向かい、クエンカの近

くでインディオが入口を守る巨大な地下都

市を発見している。こうして世界の各地か

ら続々ともたらされ始めた情報と資料は、

ナチの記録保管所に集められ、別の科学者

たちによって分析されていった。その結果、

ヒトラーとナチの幹部が手にしたものは、

まさにアトランティスの驚異としか言いよ

うのないものだった! 

円盤の謎を解明せよ 

「ビシュバカルマとチャーヤーパルシャ、

マヌとマヤ、ならびにその他の建造者を見

習うこと。これは各種の航空機の製造を可

能にするであろう。」・「バーヤバーパラカ

ラナに示したごとく、ヤーサー、ビヤー

サー、プラヤーサの力を大気圏の第八層

で用いよ。これは太陽光線の闇の部分を

機体にひきよせ、敵の視界からヴィマナ

を隠すために使うことができる。」・「シャ

クティータントラに従えば、ロイネー光

線を投射することにより、ヴィマナの前

方にある物体を目に見えるものとするこ

とができる。」・「ダンダバクトラをはじめ

とする大気の他の七つの力をひきつけ、

太陽光を照射した上でヴィマナの中心に

送り、断続器を作動させよ。これにより

ヴィマナは蛇のごとくジグザグ飛行する

であろう。」・「ソーダミネーカーラの章も

しくは電磁学の説明どおり、ヴィマナの

集音装置を用いよ。これによれば飛行中

の敵機内の会話と音を聞くことができ

る。」・「ヴィマナの撮影装置は、敵機の内

部を画面に映し出すことができる。」・「ヴ

ィマナの前部にあるつまみを回せば、デ

ィシャーンパティ装置が敵機の接近方向

と位置を示してくれる。」・「有毒のアプス

マーラをヴィマナ上部の管内に注入し、

スタンバナ装置で放出すれば、敵機の搭

乗員は意識を失うであろう。」はたしてこ

れらの記述は何を意味しているのだろう

か?ヴィマナとは何なのか?もともとこの

資料はどこにあったのか?ここに記され

たものは、明らかにこれまでのナチの科

学者が全く知らない新型の航空機だった。

この文書は、ヴィマナと呼ばれる未知の

航空機の性能と操作法を記したものらし

かった。チベットのラマ教寺院から発見

されたこの文書は、古いサンスクリット

文字で書かれていた。ヒトラーは、この



報告を受けとるとただちにナチの科学者を

招集し、全力をあげてヴィマナの秘密を解

明するよう指示した。この文書の不明な語

句を解読できそうなラマ教の高僧が、次々

と首都ベルリンに招かれた。そして、博学

なラマ僧とドイツ最高の言語学者、物理学

者、航空技術者が何度も極秘のうちに会合

を重ね、不明な語句の意味をひとつずつ明

らかにしていく過程ではっきりしてきたこ

とはーこのヴィマナが未知のエネルギーを

用いて大気圏の内外を自由に飛行できる超

高速の航空機であるということだった。そ

れはまるでリットンの書に登場するブリル

ヤの乗り物―――ブリルの力によって地底

空間を高速で移動する乗り物を思わせた。

ナチの科学者が手にしたものは、チベット

の僧院に古くから伝わるアーリヤ民族の古

い写本で、インドの叙事詩『マハーバーラ

タ』にも記された大異変によって滅び去っ

た、紀元前の高度な文明の遺産だった。が、

この秘密資料に記されているアストラ(ミ

サイル)やアラタシャ(ロケット)、ククラ(核

兵器)、モハナ(催眠兵器)の数々は、何と恐

るべき兵器だろうか。一九三九年までに多

くの秘密資料を手に入れたナチのアーネン

エ ル ベ

 

ヴィマナの復元図(ダヴエンポート作成) 

が、その後ヒトラーの作戦計画に合わせ

てヴィマナの建造に取り組んだことはい

うまでもない。彼らの得たサンスタリッ

ト文献には、ヴィマナの建造法が具体的

に記されていた。その基本構造は、車輪

(回転ギヤ)のついた床の中心に空洞軸(磁

極)と機械室をすえ、上部を丸天井で覆っ

た円盤であった。ナチの科学者たちは、

新兵器を造るに先立って、ロケットやミ

サイルの実験をしなければならなかった。

また、ユダヤ人が極秘に進めているマン

ハッタン計画に対抗して、原水爆の開発

を急ぐ必要があった。しかし、これらす

べての開発計画の中でも、新型航空機ヴ

ィマナの建造は、極秘中の極秘計画だっ

た。 

エピソードーⅡ 

古代カラ族の地下

都市文明 
「もし、われわれのために捜索隊を出す

つもりなら、後生だ、やめてくれ!われわ

れは最初からそのつもりだったのだ。」一

九二五年、イギリスの探検家フォーセッ

ト大佐と長男のジャック、そして友人の

ラレー・リンメルの三人は、ブラジルの

マットグロッソ州こつぜん地域のジャン

グルで忽然と姿を消した。そして、不思

議なことに彼らが失踪したあとには、冒

頭のような走り書きのメモが残されてい

た。彼らはロンカドルの山中でアトラン

ティスの大いなる遺産と失われた部族、

滅亡した都市を探し求めていた、といわ

れる。大佐の妻ニナ・フォーセットは、

時がたつにつれ、夫はジャングルで野蛮



な裸族に殺されたのではなく、重要な秘密

を発見したために現地にとどまっているの

だ、と確信するようになった。また世間で

はこんな奇妙な噂も広がっていた。「彼らは

失われた古代都市の跡を発見し、太古に超

文明をつくった人々の子孫とともに、地下

都市の中で生き続けているのだ」と。フォ

ーセットとほぼ同時代、古代カラ族の遺跡

を世界各地に求めていた探検家のチャーチ

ワードが、チベットの奥地で謎に包まれた

古地図を発見した。その地図には、南米の

アマゾン河がかつてアマゾン海と呼ばれる

美しい内海を形づくっていた頃、この巨大

なアマゾン海の周囲に、インドのデカン高

原でも活躍していた日本人の祖先カラ族

(すなわちインドの『マハーバーラタ』で有

名なクル族)が「七つの都市」を築いていた

ことが記されていた(エクアドルやペルー

では、その昔、カラ族の王ステルニが大船

団を率いて西の海を越えてやって来たとい

う伝説が今も信じられている)。ただし、「七

つの都市」の中で、チャーチワードの地図

に場所が明確に載っている都は五つしかな

い。そのため、「七」という数字は象徴的な

意味合いしかもたず、実際には五つの都を

さしたものとみなされてきた。しかし、ヨ

ーロッパの秘密結社に伝わっていたもう一

つの古地図には、何と、アマゾン海のほと

りにある「宝石の都」が第二の都として記

されているのだ。これで六つ。さらに、い

ずれの古地図にも記載されていなかったが、

ちょうどアマゾン海の東北海岸にあたるブ

ラジル東部ピアウイ州のセテ・シダデス遺

跡を第七の都市として加えれば、古代南ア

メリカには七つの都市が実在したことにな

る。しかも、南米には、これらの都がいず

れも巨大な地下トンネルで結ばれていた、

という伝説もあるのだ。われわれは、こ

れまで報告された事実や資料をもとに、

南米の失われた七つの都と古代カラ族の

地下都市の位置を割り出すことに成功し

た。つまりわれわれ日本人の祖先がかつ

て南アメリカに築いたとみられるカラ帝

国の七つの都は、次のような地域にまち

がいなく存在する、と言えるようになっ

た。・第一の都……ボリビアのティアワナ

コ遺跡・第二の都……ペルーとエクアド

ルの国境にあるアカヒム遺跡 (宝石の

都)・第三の都……ブラジル・マットグロ

ッソ州南部にある未確認遺跡 (黄金の

都)・第四の都……ブラジルのサンタカタ

リーナ州とパラナ州の境界にある未確認

遺跡・第五の都……ブラジルとベネズエ

ラの国境地帯にある未確認遺跡・第六の

都……ボリビアのラパス東方、第一の都

と第三の都のほぼ中間にある未確認遺

跡・第七の都……ブラジルのピアウイ州

にあるセテ・シダデス遺跡。このうち、

第二の都市アカヒムはエクアドルのコト

パタシ山南方にあり、われわれはすでに

この地下都市の入口を発見している。ま

た、南米にはこれら七つの都以外にも十

八の地下都市遺跡があるが、そのうちの

一つはエクアドル第二の都市グアヤキル

の近くにある。そしてこの地下都市から

出土したといわれる黄金板には、伊勢神

宮の奉納文に使われた日本の古代文字で、

「ここに我がタルの宝集めしめ、のちの

世に伝へて、いしすえたらしめむ」(地球

文化研究所・高橋解読)と読める銘文が確

かに刻まれているのである。中国に伝わ

る『山海経せんがいきよう』には、われわれ



の祖先が世界各地に残した地下都市が

「神々の地下の館」として正確に記されて

い る 。

UFO は地底王国から飛来する? 

われわれがこれらの地下都市を発見し、失

われた日本の太古の歴史を回復する日はい

よいよ間近に迫っている。 

[アーネンエルベ]【九

三三年、正式にはドイチェス・アーネン・

エルベ「ドイツの古代遺産」と呼ばれるド

イツに創立された民問の文化団体で、二年

後には SS(ナチ親衛隊)長官ハインリッヒ・

ヒムラーによってナチス・ドイツの公式機

関となり、一九三九年の初め、SS に吸収さ

れた。表向きは祖先の遺産及び遺伝問題を

研究する団体ということになっていたが、

オカルト的色彩の濃い部局で、五〇もの研

究部門を持っていた。そこでは、純粋に科

学的なものから捕虜の生体解剖、秘密結社

研究、オカルト実践などが行なわれ、さら

にオカルト的特殊情報部までがあった。

ヒトラー 

[アメリカの地下

回廊] 
古代世界最古の文明発祥地とみられるア

メリカ大陸には、アジアに比べてより多

くの地下都市に関する証拠がある。たと

えば、古代インカ帝国の首都クスコにあ

るサント・ドミンゴ寺院の祭壇(かつてイ

ンカの太陽神殿があつたところ)の下に

は、クスコ市街からサクサワマン要塞へ

と通じる地下回廊が延びており、この回

廊はボリビアの国境にあるティアワナコ

の神殿カラササーヤの下からクスコを経

て、エクアドルのクエン力回廊、グァテ

マラ、メキシコのプエプロ回廊、さらに

はテオティワカンのピラミツドの下にま

で延びていたと考えられる。エクアドル

のクエンカ回廊の入口はいくつかあるが、

そのひとつはかつてドイツの情報部に務

めていたファン・モーリスが発見したロ

ス・タヨス(太陽鳥洞窟)であり、この一帯

には未知の巨大な地下都市がある。また、

プエブロ回廊の入ロは一七世紀にグァテ

マラを調査したスペインの司祭グスマン

によって発見されたもので、プチュタの

プエプロからテクパンのプエプロまで長

さ五〇キロのトンネルがあったといわれ

る。このプエプロ回廊の別の入口はグァ



テマラ西部のサンタ・クルス・デル・キチ

ェの近くにもあり、ここからさらにメキシ

コヘと延びる回廊の先、ハリスコ州カボ・

デ・コリエンテスの東一二〇キロ地点やメ

キシコ・シティの北西一六〇キロ地点には、

別の地下都市があるとみられる。このほか、

チャビン・デ・ワンタルやテオティワカン

の地下、ロンカドルやサンタ・カタリナの

山中には、未知のトンネル網と地下都市が

あるといわれているが、今なお十分な調査

はなされていない。

エクアドルのロスタヨス地下都市 

[インカ帝国]一二世紀から

一六世紀まで南米アンデスの高地に栄えた

謎の帝国。最盛時の領土はコロンビアから

チリにまたがり、南北の都市は五〇〇〇キ

ロを"越える""王の道""によって"ひとつ

に結びつけられていた。首都はクスコ。

一五三三年、スペインのピサロによ"って

征服されるまで、""太陽""の皇帝""と称し

た歴代のイ"ンカ女王はクスコに住み、"""

太陽の神殿""に仕える最高"の神官として、

インカ神権政治を指導した。帝国のおも

な住民はケチュア族。日本人によく似た

顔をしていゑレ前インカの数々の遺産を

受けついだインカ帝国の領土内にはティ

ワナコやナスカ、チャビン、クスコ、マ

チュピチュ、チャンチャンなどの遺跡が

豊富にあり、インカ帝国の成り立ちを研

究することによって古代世界の謎が次々

に解明されると期待されている。 

 

チヤビン・デワンタルの要塞 

 

イン力帝国拡張図(泉靖一作成) 



宇宙考古学一九五七年、ソ連

の人工衛星スプートニクの打上げ成功によ

って幕明けした宇宙時代の考古学。アトラ

ンティスやムーに関する従来の研究は、以

後、宇宙の広がりの中でとらえなおされ、

太古宇宙飛行士説として新たな展開をみせ

ると同時に、保守的な考古学界にも古代科

学の予想以上に高い水準を見直そうという

動きが具体化した。一九六六年までの第『期

に活躍したルイ・ポーウェル、ジャック・

ベルジェ、P・コロジーモ、A・卜ーマス、

A・ゴルボスキーらは、従来知られなかった

古代文明の高度な遺産を紹介し、現在の文

明を唯【最高のものとする見方をくつがえ

した。一九六七年に始まる第二期になると、

失われた文明の存在を示す証拠がふえると

ともに、この文明の担い手と滅亡原因をめ

ぐって新説が続出。世界中に古代ロマンを

ふりまいたデニケンが異星人来訪説を唱え

る一方では、何人かの研究者が太古核戦争

説の可能性を示唆し、注目された。【九七七

年に始まる第三期の特徴は日本においても

本格的な宇宙考古学の機運が生まれたこと

で、二の年以後、『トワイライトゾーン』(旧

称 UFO と宇宙)や『ムー』、『たま』、『歴史

読本』『歴史 Eye』など、いくつかの雑誌に

興味深いレポ i トが寄せられるようになっ

た。一九八七年以降の第四期は、従来の成

果を踏まえてさらに実証的・総合的な研究

が進められているところに特徴がある。ム

ー文明を太古 a 本の宇宙文明として捉え直

す 見 方 が 最 有 力 。

 

チチェン・イッツァーの天文台カラコル 

[エルドラド文字]
二十世紀初頭、『ソロモンの秘宝』の著者

として世界的に有名になったイギリスの

作家ライダー・ハガードが、南米のイン

ディオから入手したといわれる彫像の文

字。【九二五年にアマゾンの黄金都市エル

ドラードを目ざして行方不明になったイ

ギリスの探検家フォーセット大佐は、友

人のライダー・ハガードからこの彫像を

譲り受け、その胸に刻まれた碑文を解読

しようとつとめた。そして大英博物館の

研究者に依頼した結果、その文字は東洋

系の文字であろうとみなされたが解読に

は至らなかった。地球文化研究所では、

この文字を日本に伝わるアイヌ文字とト

ヨクニ文字の混合文として読み、次のよ

うな結果を得ている。るり瑠璃富むカム

イの宝は----------を越えた--------(所在地)

の中にありけりフォーセットのマスコッ

卜人形として知られるこの彫像の銘文に

は、南米の失われた黄金都市、エルドラ

ードのありかと、そこに秘められた宝の

位置が記されているものとみられる。



 

フォーセット大佐のマスコット人形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[エル・フェルテ] 
ボリビアのサンタクルス市西方約九〇キロ、

標高一六〇〇メートルの地にあるプレ前イ

ンカ時代の要塞。その名もスペイン語で

「砦」を意味するこのエル・フェルテは、

全体の長さ約六五〇メートル、幅三〇〇メ

ートルに近い奇怪な構造をもち、南北の

両斜面にきれいに刻みこまれた数段の岩

棚、東南斜面に劇場の座席にも似た区画

のある不規則な階段がある。岩山の中央

部、なだらかな斜面の中ほどから頂上に

向かって約三〇メートルの区域には、幅

三〇センチ、深さ一ニセンチの溝が二本、

およそ一メートル問隔で平行に並び、し

かも二本の溝の左右および中間には長さ

三三センチの菱形の刻みが一〇〇個ばか

り頂上へ向かってくさり鎖状に伸びている。

これらの溝と刻み目は、ミサイルのよう

なものを打ち上げる発射台のように見え

る。 

クスコ 
ペルーの首都リマの東方六〇〇キロ、ア

ンデス山中標高三三〇〇メートルの高地

にある旧インカ帝国の首プレ都で、市内

には前インカ時代からひきつがれた巨石

遺構や地下回廊がある。"かつてインカの

""太陽の"神殿〃があったサント・ドミン

ゴ寺院の祭壇の下から市内の地下に抜け

るトンネル網は郊外のサクサワマン要塞

に通じるといわれ、コロンビアからチリ

に至るアンデス山脈の地下に造られた大

地下回廊の主要な出入り口のひとつであ

ったという。空から見たクスコの形プレ

が前インカ人の好んだジャガーに似せて

設計されているのも興味深い。 

 

南アメリ力大

陸の 7 つの都

市 

ボリビアのエルフェル

テとティアワナコ、ペル

ーのナスカ、ピスコ湾の

アンデスの燭台は一直

線に並ぶ 



航空考古学 

二十世紀に入り航空機のめざましい発達に

ともなって生まれた考古学の新分野。上空

から写した航空写真の解析によって神殿や

墓、道路の運河など地下に埋もれた遺跡の

存在があらかじめわかり、今日の考古学的

調査に不可欠の手段を提供している。この

分野の発達によってナスカの地上絵やプ

レ・インカの大運河網、アメリカ中西部の

大墳墓群などの存在が次々と明らかにされ、

古代史は大きく書き変えられようとしてい

る。特に最近の人工衛星写真は、未知の遺

跡を発見する有力な手がかりとなっており、

一部では月や火星にすら人工物の跡を認め

ようとする動きもある。  

[サクサワマンの要塞] 

インカ帝国の首都クスコ郊外、オヤンタイ

タンボに向かう途中の海抜三七〇〇メート

ルの高地に築かれたプレ前インカ時代の要

塞で、その下にクスコ市街へ通じる、地下

道が掘られている。一辺約四〇〇メートル

の敷地・に張りめぐらされた高さ約二〇メ

ートルに及ぶ三重の複雑な城壁、そこに使

われた大小数トンから数百トンまでの多面

体の巨石、それらの巨石をすきまなく組み

合わせた技術、そしてこの巨石群を高い山

頂まで運ぴ上げた能力は、まさに驚異その

ものである。また、周囲の岩山に残る高熱

で 溶 け た 跡 も 謎 で あ る 。

クスコのサント・ドミンゴ寺院につながる地下トンネ

ルがあるといわれているサクサワマンの巨石要塞 

[ナスカ象形文字]
ペルーの南部、ナスカ川支流のインヘニ

オ川地域一帯の砂漠に描かれた有名な地

上絵。これは一種の絵文字とみなして解

読することができる。図は現地で「シャ

チ」を描いたものとみなされている。し

かし、この図形を分析してみると、ここ

には日本に伝わるアイヌ文字で、チカヲ、

ホリケル(地下を掘りける)と記されてい

ることになる。はたして、このシャチの

図形の心臓部に地下への秘密の入口があ

るのだろうか。



 

ナスカ平原に描かれたシャチの絵

 

日本のアイヌ文字で「地下を掘りける」と読める 

[ブラジルの地下都

市] 
今は亡きホピの長老ホワイトベアはこう語

った。「かつてワシ族が最も強力な武器でヘ

ビ族の町を攻撃した。そのとき彼らが用い

たのは、電磁力を応用したもので、雷のよ

うな破壊力をもっていた。ヘビ族は彼らの

攻撃に備えて人々を地下に避難させ、その

砦を厚いシールドでおおうとともに、これ

を電磁兵器で守った。彼らの攻撃が午後に

なって止んだ時、ヘビ族は敵の攻撃から身

を守ることに成功した。そしてヘビ族はワ

シ族の要塞の下までトンネルを掘り進めた

のである……これらのことはすべてクリス

タル・ディスクに記録されている。第三

世界の誕生の記録は、今も、南米のどこ

かにある地下都市の中に眠っているの

だ。」南米インディオの一部族、モグララ

族の長老タチュニカ・ナラも、彼らの神

は南米の地下に巨大なトンネル網を造っ

たと述べており、アカコルやアカニス、

アカヒムと呼ばれた地下都市はクスコや

マチュピチュの洞窟とつながっていると

証言している。タチュニカによれば、こ

れらの古代都市のうちアカヒムと呼ばれ

た地下都市は、北西ブラジルのジャング

ル"を見おろす""三つの峰""の"ふもとに

あるとのことで、デニケンにエクアドル

の地下都市の存在を教えたファン・モー

リスも、一九六七年にタチュニカからそ

の話を聞いてロス・タヨスの洞窟を「発

見」したのだという。 

  

エクァドルの地下都市から出土したといわれる黄金の

人形と円盤 

ホピの迷宮 
ラビリンスアメリカのアリゾナ・ユタ・コ

ロラド・ニューメキシコ州を中心に、プ

エブロ・インディアンと呼ばれる人々が

いる。プエプロと称される特徴的な家に

住むこれらの人々の中でも、ホピ族は昔

ながらの儀式や習慣をよくとどめ、古い

時代の記憶を今に伝えている。このホピ

族が、プエブロ地区の岩壁に描かれた壁



画や太古の洞窟画の意味を知っているとみ

られるのは、特に注目すべきことだ。ホピ

の伝承によれば、赤"い岩絵は""予言の書""

であ"り、その意味を解するホピの仲問たち

は、きたるべき第三の地球の滅亡の日にも、

これらの絵から正確な情報を得て生きのび

ることができるという。そしてホピの長老

は、ある種の岩絵を見ると、そこにはどん

なトンネルがあり、どこへ通じているかが

わかるともいう。はたして彼らは、太古の

時代に造られた地下都市と地下回廊の秘密

を知っているのだろうか。そもそもプエブ

ロ・インディアンは、他のインディアンと

異なり、どこから現在の居住地にやってき

たか謎である。彼らが南米のアンデス山中

にあるクスコやマチュピチュのことをよく

知っているのは信じがたい話であるが、フ

ランク・ウォーターズの『ホピの書』やデ

ニケンのホワイトベア会見記などによれ

ば、.彼らは南方の"""赤い都市""をめぐる戦

いを"逃がれてこの地へやってきたという。

"その""赤い都市""とは南""アメリカの""七

つの都市"""のひとつであったのだろうか。

ホピの記憶によれば、彼らがその昔二の都

にいた頃、突然包囲されて集中攻撃を浴び

た。その時ホピの守護者であるカチナはす

ばやくトンネルを掘り、彼らを敵の背後の

安全地帯に導いた。ホピはカチナの造った

南米の地下トンネルを通って北アメリカに

やってきたという。それは全くありえない

ことではない。カチナは、ホピによれば、

人間や地球の他の生物と異なった存在で、

ロボットのようなものと考えられる。ホピ

の岩絵に描かれたカチナは、チリ北部のタ

ラパカル砂漠やペルー南部のモレンデ郊外

で発見されたロボットの岩絵とそっくりで

ある。これらは、ホピ族が彼らの守護者

を記念して地下回廊の入口に残したもの

ではないだろうか。もしかしたら、ホピ

族の祖先がかつて築きあげた巨大な地下

都市とトンネル網の秘密は、ラビリンス

の伝説とともに古くから伝わる謎の迷宮

紋様のうちに隠されているかもしれない

のだ。エクアドルの地下都市の入口(太陽

鳥洞窟)に近いクエンカのあたりで使わ

れている迷宮図や、アルゼンチンのサン

タクルス、ネウゲン地方に残された迷路

文様は、いずれもホピの伝統的な迷宮紋

様とよく似ている。これらの迷宮文様は

地下都市とそこへ到る複雑なトンネル網

に関する情報を与えてくれるのではない

かと予想される。もし読者が世界各地の

洞窟とその周囲に残された迷宮紋様との

関係を組織的に調査すれば、これまで全

く知らなかった太古の世界の歴史を明ら

かにできるのではないだろうか。 

 

ホ ピ の 迷 宮



アメリカ合衆国のアリゾナ・ユタ。ニューメキシ

コ・コロラド・ワイオミング州にある迷宮の入口

マチュピチュ 

インカ帝国の首都クスコに近いアンデスの

山頂三〇〇〇メートルの高地に築かれた謎

の神殿都市。月の宮殿からワイナ・ピチュ

の頂きに向かうと左手に太陽の神殿、その

先に日時計と呼ばれる巨石遺構および中央

広場がある。推定収容人口二万人の居住施

設をもつこの都市の随所には今も不可能な

巨石加工の跡があり、また都市全体が霊鳥

コンドルの形になぞられて設計された可能

性がある。一九二年ハイラム・ビンガムが

調査を開始して以来知られるようになった

この山頂都市は、巨石運搬技術の謎など今

なお多くの秘密に包まれている。 

 

アンデスの 4000m の高地にある 

謎の空中都市マチュピチュ 

[マヤの地底王国] 

キチエ族の聖典『ポポル・ヴフ』によれ

ば、メキシコおよびユカタン半島には、

オルメカ・マヤ時代に"""シバルバー""と

よばれる地"下帝国があったという。シバ

ルバーは険しい段々道を下った谷底の低

地の奥深い地下にあり、そこには"""闇の



館""や""寒風の館""、""ジ""ャガーの館""や""

コウモリ""の館""、""剣の館""、.炎の館"""

などがあったといわれる。、シバルバーの

人々は、キチエ族からドゥクール(みみずく

H 悪漢)または悪魔と恐れられ、実際にアル

タ・ベラパス州の州都コバンの近くにある

イッツァ族の地、カルチャフの谷の地下に

住んでいたと考えられている。チチェン・

イッツァーにカラコル(天文台)を築いたオ

ルメカ・マヤ系のイッツァ族は、『チラム・

バラムの"書』などによれば、""七つの""洞

窟""のある.七つの谷(地""下の穴)""の町ト

ゥランにい"たと伝えられている。この伝説

は、カルチャフの谷にイッツァ族の地下都

市トゥラン・スイヴァ(シバルバー)があった

こ と を 意 味 し て い る か も 知 れ な い

[南アメリカの要塞] 
南米にはチャビン・デ・ワンタルのカステ

イーヨをはじめとする未知の要塞がいくつ

もある。ピーター・コロジーモが宇宙船の

機密構造をもつと指摘したチャビンの要塞

は、七五×七ニメートルの広さをもつ石造

の大建築物で、内部にある三つの部屋に新

鮮な空気を送りこむための特別な換気装置

がついているほか、別の要塞へ通じるとみ

られる秘密の地下道を備えている。東大

教授の泉靖一(故人)は、一九五八年にこの

遺跡を訪れた時、一番奥の石室の下に未

知のトンネルがあることを確認し、入口

の床石をはずして中に入ったが、「二〇分

ほどかかっても出口らしいものに到達で

きなかった」ため、調査をあきらめてし

まった。はたしてこの地下道の奥に何が

あるか、それはどこへ通じているのか? 

 

 

チャビン・デ・ワンタル遺跡の平面図(ルンブレラス作

図) 

 

チャビン・デ・ワンタルの地下回廊 



[ラスト・バタリオン] 

南米チリのエスタンジアや南極の秘密基地

を拠点として、いま、第四の地球帝国づく

りをめざしていると"いわれるナチス・ドイ

ツ"""第三帝国の生き残り部隊。ヒトラー最

後の地球制圧部隊で、第三次大戦の結果消

耗した米露両国を同時におさえ、これまで

だれも果たさなかった世界帝国を一挙に樹

立する任務をもった"""見えざる軍隊〃のこ

と。"一九四五年の二月二五目、ベルリン陥

落の約二ヵ月前にラジオを通じて流された

ヒトラーの演説にも登場する。「いつの日か

東(ロシア)と西(アメリカ)がぶつかり合う

日が必ずやってくる。その時、戦いの結果

を左右する決定的役割を演ずるのは我々ド

イツの"""ラスト・バタリオン"である。」こ

こにヒトラーが予言"した""ラスト・バタリ

オン""とは、最終戦争を勝"利に導く最後の

決戦部隊という意味をもち、SS(親衛隊)の

関係者の中でも特にすぐれた素質をもつ人

たち二五万人で構成されたといわれる。こ

のラスト・バタリオンがどのように連合軍

のきびしい包囲網を突破して南米に到着し

たか、その後四五年問、なぜユダヤの世界

的情報網にもかかわらず存在できたかは大

きな謎だ。しかもドイツのラスト・バタリ

オンは、いま、米露の秘密兵器ではないか

と噂されている UFO(未確認飛行物体)、つ

まり円盤型航空機を五十年以上前から開発

し、実用化することに成功しているという。 

 

 

ヒトラーの開発した円盤 

おお、天と地の父よ…汝(太陽)はその経路

をいずこに変えたるやなにゆえオリンポ

スの真昼をにわかに夜となせるや…-昼

どきの農夫はいまだ疲れざるに夕げのと

き至れるを驚き牛を連れて立ち去りぬセ

ネカ(『テユエステース』) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 3 章 

異変で滅び去った

高度な文明 
ムー文明の痕跡をさぐる 

 

 

天帝の秘密の都ティアワナコにそびえる太陽の門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

アイヌ語で「カラ族の浜辺」という意味をもつカラサ

サーヤの神殿 

これまで教わった歴史によれば、われわ

れは過去一万二〇〇〇年間に一度も大ぎ

な異変を経験しなかったことになってい

る。が、アンデス山中の遺跡は、人間が

都市文明を築きあげたつい最近の数千年

問に、何度も巨大な異変に遭遇したこと

を物語っている。三〇〇〇年前のエジプ

ト文化がどれほど高度な水準に達してい

たか、われわれは最近になってようやく

気づき始めたところだ。紀元前七～八世

紀の大異変以前に地球規模の広がりをも

って栄えたムー文明の痕跡は、見方を変

えれば、誰でも世界各地で発見できるの

だ。 

エピソード 1 

歴史時代の異変を

物語る遺跡 
世界最古の地理書『山海経』せんがいきよう

の中で、「天帝の秘密の都」と記されたテ

ィアワナコ。インカ帝国の都タスコの南

東およそ五〇〇キロメートル。ペルー～

ボリビア国境のチチカカ湖のほとりにあ

るティアワナコは、日本の富士山(三七七

六メートル)より高い三八○○メートル



の高地にある巨石造りの神殿都市である。

ボリビアの首都ラパスから西に向かってキ

ムサ・チャタとアチュタの山あいを越え、

今は不毛の地となった荒涼たる原野を横切

ってチチカカ"湖をめざすと、そこには有名

な""太陽の門""をはじめとするいくつかの".

巨石遺構、アカパナと呼ばれるピラミッド

状の遺跡や、カラササーヤの神殿、巨大な

プマプンクの廃擁がある。そしてこの周辺

のチチカカ湖の底にも、また海抜六〇〇〇

メートルを越える万年雪をいただいたイリ

ャンプの山々の斜面にも、いたるところに

大小無数の遺跡があって、ここがインカ以

前に、アンデス一帯に栄えた壮大な文明の

中心地であったことは疑いようがない。十

六世紀のフランシスコ・ピサロ以来、この

地を訪れた多くの人々は、つい百年前まで

昔の原型をとどめていたティアワナコにつ

いて、次のように書いている。湖の町チュ

キユト(ティアワナコの別名)の建物の中心

部には、長さ二四メートル四方の正方形の

広場がある……。ここには今でも多くの男

女の像があり、まるで生きているようだ。

それらは飲み物を飲んでいる人や川を渡ろ

うとしている人、あるいは赤ん坊に乳をあ

たえている女性の姿を表している。ーデイ

エゴ・デ・ラ・コバカここには世界で八番

目の不思議な宮殿がある。その宮殿は長さ

三七フィート(一一、一メートル)もの巨石で

造られており、一つひとつの継ぎ目がわか

らないほど完全にぴったりと組み合わされ、

はめこまれている。ーヒメネス・デ・ラ・

エスパーダ巨大な宮殿の中には、長さ四五

フィート(一三、五メートル)、幅二ニフィー

ト(六、六メートル)の部屋があり、その屋根

はクスコの太陽神殿の屋根と同じ形をして

いる……。大広間にはたくさんの柱が並

び、湖水が大広問に続く階段を濡らして

いる。ティアワナコの村人によれば、こ

の宮殿は、世界の創造主ビラコチャを祭

るために造られた神殿だという……。       

ーシエサ・デ・レオン 

ティアワナコは大洪水のあと、その名も

不明の巨人族が一夜で建設したという。

巨人族は、太陽の神がやってくるという

予言を軽んじたため、神の光で滅ぼされ

た…。          ーインディオの話十六

世紀の年代記作者シエサ・デ・レオン(一

五一八?ー一五六〇)がこの地を訪問した

とき、カラササーヤの神殿の壁と壁寵が

んには、金や銀、銅をはりつけた像がい

くつもあり、その足もとには高価な腕輪

や金の釘があった。今では個人のコレタ

ションでしかその内容をうかがえなくな

ってしまったが、昔のティアワナコには、

現在知られている品々を上回る重さ三キ

ロの純金の杯、皿、茶碗、匙さじなどは

かり知れない富があったとみられる。テ

ィアワナコをだれよりも愛したドイツの

考古学者アルトゥール・ポズナンスキー

は、海抜四〇〇〇メートルの高地にある

この遺跡が、かつて海辺の港町であった

と考えた。チチカカ湖一帯を調査した彼

は、湖の底に破壊された道路や神殿の跡

があること、湖の湖岸線や山の洞窟の壁

が異変によって大きく傾いた跡を示して

いること、山の斜面にある農業用の段丘

(棚田)が、今ではどんな作物も育たない万

年雪の雪線(五〇〇〇メートル前後)まで

続いていることなどから、ティアワナコ

がつくられたのはアンデス山脈が隆起す

る前の時代であると考えたー。「現在のア



ンデス高原は荒れ地で、ほとんど何も育た

ない。今の気候のもとでは、どの時期を考

えてみても、"先史時代に""世界のへそ""と

いわれ"たティアワナコで大勢の人々が暮

らしていけたとは思われない。」(ポズナン

スキー)ティアワナコの一帯がかつて太平

洋の沿岸部にあったことは、チチカ力湖の

動物群が海洋性起源を示していることや、

チチカカ湖の水が海水とほとんど同じ成分

であること、アンデス山脈のいたるところ

にサンゴの化石や貝殻が散乱し、昔の海岸

線が隆起した跡をとどめていることによっ

てすでに証明されている。『種の起源』を著

したチャ:ルズ・ダーウインは、ビーグル号

でチリのバルパライソを訪問したとき、海

抜四〇〇メートルのアンデス山中にある海

岸線の跡で、貝殻がまだ腐っていないこと

に大きなショックを受けた(貝殻が腐って

いないのは、その場所がつい最近、四〇〇

メートルも隆起したことを物語っている!)。

また彼は、太平洋の海岸部から一〇〇〇キ

ロ以上も奥にある標高二〇〇〇メートルの

ウスパラータ山地で、古代の海岸にはえて

いた巨木の群落がいったん海底に沈み、そ

の後二〇〇〇メートル以上も持ち上げられ

た明臼な証拠を目撃している。このような

証拠にもとづけば、アンデス山脈が隆起し

たのは、何百万年も何十万年も前のことで

はなく、文明をもった人間が地上に都市を

つくりはじめた何千年前か、何万年前であ

ったことははっきりしている。チチカカ湖

の一帯は、ここにティアワナコの町がつく

られた頃、太平洋の水位とほとんど変わら

ないところにあったが、その後の異変で湖

の位置が引きあげられ、アンデス山脈全体

が何回か上昇を続けて、今の高さになった

ことはまちがいないのである。今世紀の

初めに、イギリスの王立地理学会の会長

をしていたレオナード・ダーウィンは、

アンデス山脈が隆起したのはティアワナ

コの都市がつくられたあとではないかと

述べた。ポズナンスキーによれば、ティ

アワナコが建設されたのは一万六〇〇〇

年前のことであり、その他の考古学者に

よれば、最古の遺跡が造られたのは四〇

〇〇年くらい前のことである。が、アン

デスが隆起し、ティアワナコの町が崩壊

したのであれば、それはいったいいつ頃

のことだったのだろうか。この点につい

て、世界各地の地質学者や地理学者、考

古学者、歴史学者はいろいろな見方をし

ている。今のところ、最終的な結論は出

ていないが、多くの研究者が注目してい

る異変の年代は、一万二〇〇〇年前、三

五〇〇年前、あるいは、二七〇〇年前の

どれかである。ロシアの指導的な地質学

者の何人か(ジロフ、オブルチェフ、ハゲ

メイステルら)は、この異変が起きたのは、

C14 年代で今から一万年～一万二〇〇〇

年前だとみている。C14 法(放射性炭素年

代測定法)を開発してノーベル賞をとっ

たアメリカの化学者ウィラード・F・リビ

ーも、今から約一万四〇〇年前(C14 年代)

に、地上の各地で人間の痕跡が突然消え

失せ、大きな断絶が起こったことはまち

がいないと述べている。これに対して、

ヨーロッパと北アメリカの氷河時代を研

究してきた欧米の実証的な地質学者(ア

ップハム、ド・ラパラン、ライトら)や、

気候変化の歴史を調べてきた北欧の学者

(A・ブリット、アンデルソン、セルナン

デルら)は、地球規模の異変があった時期



を三～四〇〇〇年前のこととみており、ロ

シアの学者が一万年前に終わったとみなし 

サ

ンクト・ペテルブルク寺院にある大洪水の絵 

ている氷河時代は、C14 法で調べた結果、

三五〇〇年前より古いものではないという

デ―タを得ている。世界各地の海岸線が歴

史時代に入ってから隆起している事実を発

見したアメリカの地質学者 R・A・デーリに

よれば、その時期はおよそ三五〇〇年前の

ことだという。しかし、これらの見方とは

別に、異変が発生したのは今から二七〇〇

年ー二八〇〇年前のことだと考えられる有

力な証拠もある。そのひとつは、一九一九

年にアメリカのカーネギー財団が発表した

太陽活動のグラフだ。このグラフをつくる

ためにセコイアの年輪を調べていた A・E・

ダグラスは、紀元前八世紀の終わりと紀元

前七世紀の初めに、セコイアの成長が急激

に止まったことを発見している。これは、

その時期に激しい気候の変化があったこと

を意味している。また、太陽活動と密接な

かかわりをもつ地磁気の変化を調べた何人

かの学者(フォルヘレーター、マーカントン

ら)は、古代の青銅器や陶器に含まれる磁気

を分析した結果、地球の磁場は紀元前八世

紀に逆転していることを突きとめた。一

般に磁場の逆転は、地軸の変化と結びつ

いているので、この時期の地軸変化によ

ってアンデスが隆起し、激しい気候の変

化が生じたことは十分に考えられる。サ

ンクトペテルブルのエルミタージュ博物

館にある紀元前のスキタイの黄金のバッ

クルに、氷河時代の末期に死滅した剣歯

虎けんしこの姿が描かれていることや、メ

キシコで石器とともに発見された氷河時

代のマンモスの C14 年代が、権威ある『ラ

ジオ・カーボン』誌二巻で二六四〇年前

となっていることは、氷河時代末期の異

変が紀元前七〇〇年頃に発生したという

見方にとっては有利な材料である。現地

のインディオによって、遠い昔、世界の

中心に位置する都として輝いたと伝えら

れるティアワナコが、地軸をゆるがす大

異変によって滅び去ったのはいつの時代

か!われわれ日本探検協会では、近い将来、

本格的な学術調査を進めたいと考えてい

る。 

エピソードⅡ 

紀元前の高度な医

学一九六八年にソ連の学者コリン・メ

グルーチアン博士らは、アルメニア共和

国の首都エレバンの南にあるアララト山

のふもとで、前二〇〇〇年期に湖るとみ

られる大規模な冶金工場の跡を見つけた。

欧米の考古学者によって世界最古の本格

的な工場跡とみなされたこのメドザモー

ル遺跡には二〇〇個以上の炉の跡があり、

ここではマスクと手袋をつけた職人たち

が金や銅、鉄、鉛、亜鉛、錫、マンガン



などを精錬加工して各種の金属製品をつく

り、メタリッタ・ペイントやセラミッタス、

ガラス製品まで生産していたことがわかっ

た。メドザモール遺跡から出土した製品は、

いずれもみごとな出来ばえで、十四種類に

のぽる金属製品の中には、今日の外科医が

使っているピンセットと同じものさえあっ

た。鋼鉄でできたこのピンセットを定量分

析したロシアの科学者たちは、古代の製品

が現代のものにまさるとも劣らない高い純

度をもっていることを知って驚いた。驚く

べきことは他にもあった。アルメニア共和

国にはメドザモール遺跡の他にいくつも重

要な遺跡がある。エレバンの東方およそ百

キロ地点のセバン湖のほとりにあるイチク

ネー遺跡もそのひとつであるが、この遺跡

からは現代でも困難な脳外科手術にみごと

に成功した跡をとどめる人問の頭蓋骨が見

つかっている。エレバン医学研究所の脳外

科部長アンドレニエタ・ヤガリアン教授が、

三十五歳前後で死亡したとみられる女性の

頭蓋骨を調べたところ、この女性は若いこ

ろ頭をケガして脳が露出するほど致命的な

状態にあったにもかかわらず、動物の骨で

できた栓をうまくあてがわれて命びろいし

たことがわかった。四十歳前後で、死亡し

たもう一人の女性の頭部には、これより大

がかりな開頭手術に成功して十五年ほど長

生きした跡があった。これらの脳外術手術

の成功例を詳細に調べた後で、ヤガリアン

教授は、先史アルメニアの外科医が「今日

の外科医より技術的に優秀だったにちがい

ない」と述べている。イチクネー遺跡はさ

きのメドザモールと同じ前二千年期の遺跡

である。おそらく当時のイチクネーの外科

医は、メドザモールでつくられたすばらし

い冶金技術の産物である鋼鉄製のピンセ

ットを使って現代より進んだ脳外科手術

を行なったとみられる。古代エジプトの

医学一九六九年から七〇年にかけてエジ

プトを調査したジェームズ・ハリス博士

を団長とするアメリカ調査団は、カイロ

博物館に安置されたファラオのミイラを

X 線分析した結果、いくつかの遺体の内

部に今日の外科医学で使用されるものと

よく似た治療器具が埋めこまれているの

を発見した。エジプト第十八王朝のトト

メス三世(前九〇〇年頃の王)の右前腕に

は""黄金のブローチ""があり、十"九王朝

のセティ一世(前八○○年頃の女王)の左

前腕には""聖なる眼""がはめ"こまれてい

た。ラムセス二世の王妃ノジメート(前七

〇〇年頃の女王)の胸には卵形の器具と

四つの彫像があった。これらの器具が心

臓病などの治療を目的とした器械であっ

たのかどうか報告書の中では触れられて

いない。しかし、アメリカの高名なエジ

プト学者 J・H・ブレステッドが内科学の

権威 E・B・ラックハートの協力を得て翻

訳したエドウィン・スミス・パピルスに、

脳手術や心臓手術に関するきわめて科学

的な指示をふくんだ古代エジプトの高度

な医学知識が記"されていたことや、""王

家の谷""から"発掘された数多くのミイラ

に現代の歯科医が作ったものと何ら変わ

りないブリッジや義歯が認められたこと

などを考えあわせると、今から二七〇〇

年以上前のエジプトのファラオたちが、

現在の最先端の医学より進んだ延命処置

を施された可能性は大いにあり得る。 

 



古代ヨーロッパの

医学これよりさきに一九五〇年代か

らヨ;ロッパ各地の開頭手術骨を調査して

きたドイツのウルリッヒ博士とヴァイタマ

ン博士は、一九六五年に、先史ヨーロッパ

の外科医学が驚くほど高度なものだったこ

とを裏づける研究成果を発表していた。二

人が調べたおよそ四〇〇体の手術例によれ

ば、紀元前二〇〇〇年期から一〇〇〇年期

(ヨーロッパの新石器時代から青銅器時代)

にかけて行なわれた脳外科手術は現代より

もはるかに高い成功率を示し、ドイツでは

八八パーセントの患者が手術後も生き続け

たことを示していた。彼らがワイマール先

史博物館の協力で一九五八年に発掘したノ

ルトハウゼンの先史の遺体安置所からは、

現代の外科医すら圧倒される最大長一六五

ミリ.最大幅一三二ミリの手術例が見つか

り、ゴータ付近の遺跡から出土した頭骨は、 

 

ヨーロッパにおける脳外科手術骨の分布

 

古代ヨーロッパの脳外科手術が成功したことを示す頭

蓋骨 

患者が脳腫瘍の除去のため二回にわたっ

て手術を受け、これに成功して長生きし

た跡をはっきりととどめている。スペイ

ンやフランス、イギリス、ドイツ、デン

マーク、ノルウェーなどの各地から出土

したこれらの開頭手術骨は、これまで漠

然と石器時代や青銅器時代の魔術的な儀

式に関係づけられてきたが、今から三〇

〇〇年前のエジプトに高度な医学知識と

外科技術が存在したことを示す実例が見

つかった以上は、ヨーロッパの外科医も

ファラオの医師団と同様の知識をもち、

同じ時代(紀元前一五〇〇年頃～紀元前

七〇〇年頃)にこれらの手術にあたった

と考えてよい。 

ミイラの謎 
かつてエジプトのミイラを詳細に研究し

たイギリスの解剖学者エリオット・スミ

ス博士は、パプア・ニューギニアのミイ

ラがエジプトのミイラとほとんど同じ高

度な外科的処置を施されていることを確

認して以来、世界各地の人工ミイラは、

エジプト第二一王朝時代に完成したミイ

ラの製造法が、巨石文化や太陽崇拝、頭

蓋変形の習慣などとともにエジプトから

世界に広がったと考えた。一九一五年に

出版された『初期文化の移動』の中で、

スミス博士は十項目から成る特異なエジ

プト文化複合が紀元前八○○年頃から世

界各地に伝播したことを、多くの貴重な

実例に基づいて論じている。しかしその

後、文明の独立発生を重んじる学間的傾

向が強まる中で、彼が指摘したエジプト



文化の世界的な広がりは見失われ、前一〇

〇〇年期の南アメリカでもエジプトと同じ

頭蓋変形やミイラの製造が行なわれたこと

や、ヨーロッパ、コーカサス、中央アジア

における外科手術骨が彼の唱えるエジプト

文化複合の伝播地域から出土していること

に注意を払う学者がいなくなった。けれど

も、彼が作成した「特異文化の移動図」を

さきに掲げた地図(ヨーロッパにおける頭

骨手術の中心地)と見比べてみると、両者の

地域はほとんど重なり合っている。また、

南アメリカの開頭手術骨は、スミスの地図

に示されたアンデスのエジプト文化複合伝

播地域から出土している。エジプトの高度

な外科医学がヨーロッパの海岸部と内陸河

川沿いに、またアンデス地帯に伝えられた

ことは、スミスが指摘する頭蓋変形やミイ

ラの製造技術などの一致から間接的に証明

されるだけでなく、これまでエジプトのフ

ァラオにしか認められなかった血液中の特

異な Rh 因子がヨーロッパ先史文化の担い

手の子孫とみられるイベリア半島のバスタ

人や、アンデスのミイラからも検出されて

いることによって直接的に証明"されてい

る。ファラオのミイラに""インカ骨""と呼ば

れる特異な縫合線(前頭骨と頭頂骨の中間

に三角形を描いて出現する非常に稀な縫合

線)が、古代アンデス人と同じ高い割合(現代

ヨーロッパ人の一パーセントに対して四～

五パーセントの割合)で認められることや、

バスク人の言葉が古代アンデス語を受け継

ぐケチュア語にきわめて近いことは、前一

〇〇〇年期にこれらの地域で脳外科手術を

行なった人々が同一の人種(クロマニヨン

系、もしくは地中海系の人種)に属していた

ことさえ示しているのである。"注""インカ

骨""と並んでアンデスの"古人骨に高い割

合で認められる".前頭縫合""は、縄文時代

の日本人"と古代イスラエル人(アムッド

人)の頭骨においても高い頻度で現れて

いることが確認されている。 

古代アンデスの医

学 
古代のアンデス地域で盛んに脳外科手術

が行なわれていたことを最初に学問的に

明らかにしたのは、十九世紀のフランス

の解剖学者ポール・ブロカ(一八二四～一

八八○)だった。彼は、一八六三年にペル

ーのクスコでアメリカの外交官 E・G・ス

クワイヤーが発見した奇妙な頭蓋骨を調

べた結果、頭蓋の一部が四角に切り取ら

れたこの頭骨の内部に六本の細い金属線

が埋まっているのを見つけた。クスコの

頭蓋骨は、彼の所見によれば、明らかに

脳障害の患者にみられる病理学的な特徴

を備えていた。そこで〃ブロカの中枢〃

として知られる大脳の言語中枢を発見し

たこの有名な学者は、前一〇〇〇年期の

アンデスで、患者が生存中に脳外科手術

を受けたことはほぽまちがいないと結論

づけた。しかし彼の結論は当時としては

あ ま り に も 進 み す

 



ぺルーのイ力遺跡から出土した石の表面に描れている古

代アンデスの心臓外科手術図   

ぎていたため、古代アンデスに高度な外科

医学があったことは、一九二〇年代にペル

ーの考古学者フーリオ・テーヨ博士がパラ

カス・カベルナスを調査するまで確かな事

実とみなされなかった。このときペルー南

部のパラカス半島にあるセロ・コロラドの

カベルナス(紀元前七五〇年頃から営まれ

た地下式墳墓)を発掘したテーヨは、ここで

頭蓋変形を施された多数のミイラを発見し、

埋葬骨の四〇パ r セントに脳外科手術の跡

があることを確認した。その後、同じよう

な外科手術を受けた頭蓋骨はナスカ(ペル

ー)やティアワナコ(ボリビア)、タルカ(チリ)

などでも相次いで発見され、今では紀元前

一〇〇〇年期のアンデスの外科医が、エジ

プトやヨーロッパの外科医と同じ高度な医

学的処置を患者に施したことは疑えない事

実となっている。アンデス地帯の数多くの

頭蓋骨を長年にわたって調査してきたペル

ーの神経外科医フェルナンド・キャビサス

博士が一九七五年に明らかにしたデータに

よれば、チリのタルカにおける開頭手術は

実に八五パーセントという高い成功率を示

しているとのことだが、これはウルリッヒ

博士が示したドイツの成功率とほとんど変

わりない。前一〇〇〇年期のヨーロッパ

でこのような技術を駆使したバスク人の

祖先が、アンデスの原住民ケチュア人と

密接なつながりをもっていたことはさき

にも述べたが、言語学者によってバスク

人と同じ系統に属し、人類学者からクロ

マニヨン人と同系の人種とみなされてい

るカナリア諸島の原住民グアンチ人の間

で、かつてエジプトやプレ・インカと同

じミイラが作られ、開頭手術が行なわれ

ていたことは、以上に示されたエジプト

文化の広がりをさらに補強してくれる。

グアンチのミイラの頭蓋骨こま、ヨーロ

ッパやアンデスの頭蓋骨と同じように丸

のこぎりを使った跡があり、手術後に金

や銀の板をかぷせて患部の回復をはかる

技術がペルーにもあったことは、大西洋

の両側で同じ時代に同じ技術があったこ

とを示すものだ。以上の諸点から、われ

われは三〇〇〇年前のエジプトに今より

もっと高度な外科医学があり、前八 00 年

以降、いくつかの退化の徴候を示しなが

ら地中海地域から全世界に広がっていっ

たこと(あるいは、かつて世界的な広がり

をもっていたエジプト文化が前八○○年

以後、相互のつながりを失って次第に退

化していったこと)を事実として受け入

れなければならないのではないかと思わ

れる。 

[アカンバロの土

偶] 
メキシコ・シティの北西約一六〇キロ地

点にあるアカンバロから大量に出土した

謎の土器群。一九四五年来、地元の「雄



牛山」と呼ばれる高台のふもとから続々と

発見された土器は、人類がまだ存在しなか

った七〇〇〇万年以前の恐竜や翼竜などを

形どった土偶をふくみ、本物か偽もの物かで

大論争を引き起こしている。本物とすれば、

人類は何千万年も前に恐竜とともに生きて

いたか、恐竜は比較的最近まで絶滅をまぬ

がれたかどちらかである。土器とともに出

土した動物の歯を古生物学の世界的権威ジ

ョージ・シンプソン博士が鑑定した結果で

は、その歯が氷河時代に絶滅した古代馬の

ものと判明。地質学者チャールズ.ハプグッ

ド教授も、偽造説は成り立たないと結論づ

けている。本格的な調査と慎重な議論が望

まれる遺物。 

[ヴェリコフスキ

ー] 

 
一九五〇年『衝突する宇宙』を発表して世

界的反響をまき起こしたアメリカの高名な

学者。コペルニクス、ダーウィン以来の天

才とも称えられた彼の理論は、われわれの

太陽系秩序が歴史時代になって再編成され

たという革命的内容をもち、地球はこれま

で二度にわたり金星や火星の接近によって

大異変を経験したと説いている。晩年のア

インシュタインも評価したといわれる彼の

研究は、古代世界の天文、地質、生物、考

古、歴史の全般にわたる再編成を企てる本

格的なもの。東大名誉教授竹内均が翻訳し

たヴェリコフスキーの『古代地球大異変』

はアトランティス滅亡の真相に迫る画期

的著作とみられている。 

 

[エリオット・スミ

ス] 
英国マンチェスター大学とロンドン大学

の解剖学・人類学の教授で、その当時世

界的に名を知られた権威であった。スミ

スは、専門の解剖学的立場からミイラの

研究に取り組んで世界各地にその痕跡を

求める調査を続けるうちに、巨石文化の

伝播の問題に入っていった。そして、エ

ジプトとまったく同じようなミイラ製造

法が、はるか離れたパプア・ニューギニ

アのトーレス海峡の島で行なわれている

ことを発見し、そのような事実は、二つ

の地域問に文化の伝播があったと考えな

ければ説明がつかないと考えて、図のよ

うな「特異文化の分布図」を作成した。

巨石文化、ミイラ作り、太陽崇拝、スワ

スチカ(鍵十字の文様)、ヘビ信仰、頭骨変

形、耳の穴あけ、天地創造、大洪水など

の特殊な伝説、入れ墨、擬娩ぎべんなどの

風習はいずれも古代エジプト第二十一王

朝に行なわれていた風習である。それら

の風習がワンセットで世界各地の沿岸地

方や島々に集中していることに注目した

彼はこれらは、これらをエジプトから伝

播していったものではないかと推測した。

古代エジプトの高文明が、世界各地に広

がったとする雄大な伝播理論の第二の前

提として、彼は「文化複合」という考え

を導入している.つまり、ピラミッドやミ



イラなどの分布を個々に調べても、伝播の

大きな流れを捉えることはできない。ある

風習によっては、ある地点まで伝播して消

滅したり、ある地点から急に飛び地したり

するものである。が、これらを総合すれば

「特異文化」全体の伝播状態が再現される

だろうというわけである。スミスは「文化

複合」の伝播をミイラの製造年代から推測

して、紀元前八 00 年頃からと結論している。

日本では縄文時代後期に当たる。近年注目

されはじめた「紀元前の大航海時代」が、

従来の考古学・民族学・歴史学などの常識

をはるかに越えて、実際に行なわれていた

ことを、スミスはいまから八十年前に、豊

富な体験と綿密な調査で、すでに立証して

い る の で あ る 。

オーパーツ 
文明が存在しなかったはずの地層から出

土 す る 謎 の 加 工 品 。 Out of place 

Artifact(場違いな人工物)の略。オースト

リアの数千万年前の第三紀石炭層から発

見"された""ザルツブルク立方体""や、六

〇〇〇万年前のイギリスの岩から出てき

た金の糸と釘、アメリカのコロラド州ロ

ッキー・ポイント鉱山の銀の鉱脈から見

つかった人問の骨と銅の矢じり、カリフ

ォルニア州コソ山脈の五〇万年以前の岩

の中にあった点火プラグらしき機械装置、

マサチューセッツの数百万年前の地層か

ら出土した金属製の壷、同時期のゴビ砂

漠で確認された金属靴の跡、コロンビア

の黄金ジェット

機など多数ある。

ガスマスクをつ

けた古代人(ヴズ

ペク共和国〉 

[オヤンタイタン

ボの要塞] 
ペルーの旧都クスコの北"西七〇キロ""聖

なる谷""ウ"ルバンバ河を見おろす高地に



築かれた前インカ時代の巨石要塞。"今日""

太陽神殿""の一部"と考えられている高さ約

四メートル、幅約一五メートル、厚さニメ

ートル前後の"屏風岩""は、五〇―六○ト"

ンにおよぶ六個の花崗岩をすきまなく結合

したもので、巨石要塞の中でもひときわ注

目 さ れ る 。

 

[グアンチ文字] 
アフリカ大陸の西方カナリア諸島のいくつ

かの島に、これらの島の原住民グアンチ族

が残した文字。グアンチ族はクロマニヨン

系の頭蓋骨を持ち、ヨーロッパではアトラ

ンティス人の末喬とみなされている。しか

し彼らの残した文字のいくつかは日本に伝

わる古代文字と似ているところから、地球

文化研究所では次のように解読してい

る。・アラタナルホアゲニツクル(新たなる

帆上げ荷造る)・ハテナムラハナレナ.ムナゴ

リニ(果てな村離れなむ名残りに)右の解読

結果によれば、グアンチ族はアトランティ

ス人の末喬というよりは、むしろ原目本人、

カラ族の一員とみなすことができる。ヨー

ロッパの研究者はこのグアンチ族をイベリ

ア半島のバスク人に非常に近い人種であっ

たとみなしている。テネリフェ島のグアン

チ 文 字 と そ の 解 読 結 果

日本の古代文字で読み解ける 

[クィクィルコの

円錐ピラミッド] 
メキシコの首都メキシコ・シティの南方

郊外にある厚さ七メートルの堆積層に埋

もれていた遺跡。紀元前四～五世紀に建

造された中米最古のピラミッドとされる

が、考古学者バイロン・カミングスの出

した推定建造年代は、三五〇〇年前で、

エジプトのピラミッドをはるかに上回る

ものである。底部の直径約一五〇メート

ル、高さ二五メートル、頂上の円形平面

部の直径約八 O メートル。内部は土を盛

りあげ、側面や上面を溶岩と泥で固め、

昇降用の斜路をつけたうえ、全表面を石

灰などで白く化粧した基壇の中央に建っ



ていたらしい。  

[グローゼル文字] 
フランスの旧石器時代遺跡グローゼルより

出土した石板に刻まれた文字。この遺跡は

C 国年代測定によれば、今から一万二〇〇

〇年以前に溯るものとみなされている。し

たがって、そのような古い時代に、はたし

てこのグローゼル文字が残されたか否か、

大きな関心と疑惑を呼んでいる。多くの先

史学の権威はこの出土物はまちがいなくグ

ローゼル遺跡の下層部より出土したことを

認めている。けれども旧石器時代の文字の

存在を認めることができない人々は、これ

は明らかきようざつに後世の來雑物、混ざ

り物とみなしている。しかし、従来の論争

を離れて、これらの記号を周囲の文字群と

比較検討してみるならば、グローゼル文字

は明らかに古代のサパラ地域で使われてい

たテイフィナグ文字の系統に属することが

わかる。この文字板をティフィナグ文字で

解読した結果によると、次のような文が記

されている(高橋解読)。栄え賜はめ神をば祭

らむ大いなる見せしめありわれらは虐げら

れたりカラの神をば祈らむば右の解読結果

によれば、このグローゼル文字板は、紀元

前八世紀にアッシリヤに虐げられた古代イ

スラエルの民、カラ族の記録とみなすこと

ができる。おそらくこの文字板は、BC 六八

七年の異変の頃、イベリア半島地域からフ

ランスにかけて生き残ったカラ族の司祭が

残したものであろう。  

グローゼルから出土した石板 

コスタリカの石球コ

スタリカのディキス川からコト川に到る

地方で発見された謎の石球。最大のもの

は直径二・五メートル以上、重さも二〇

トンを越える。石球の大半は花円岡岩で

できておりこの堅い石材を完全な球体に

仕上げた目的や技術は不明。「宇宙船の模

型」説(デニケン)の他〕、昼問貯えた熱を

夜間光に変える装置で、ムー文明の結晶

体科学の産物とする説(高橋良典)もある。

 
コスタリカの石球はタキオン照明装置の一部か 



コロンビアのジェッ

ト機] 
コロンビア北部のシヌー地方で発見された

謎の黄金製品。I・サンダーソンやウルリッ

ヒら専門家が三角翼と垂直尾翼の特徴から

現代の超音速ジエット機にも似た古代のジ

エット機模型であると結論。さらに A ホイ

アーは海空両用の潜水飛行機であった可能

性を、A・ヤングは母船と地上を"往復する

""スペース・シャ"トルのような着陸船であ

った可能性を指摘している。 

古代のコンピュー

タ 
一九〇〇年、クレタ島に近いアンディキシ

⊥フ島沖の海底で見つカったギリシア時代

のコンピュータイギリスのプライス博士の

研究によって、四〇の歯車と目盛りをもつ

この器械ま、太陽や月惑星の位置を計算す

るために用いられたコンピュータと判明。

古代科学の水準が意外に高かったことを証

明する事例である。 

 

 

エトルリア時代に沈んだ船から引き上げられた古代のコ

ンピューター 

古代の電池 

ドイツの考古学者 W・ケーニッヒによっ

てイラクのバグダードで発見された数千

年前の電池。銅の筒と鉄の棒をさしこん

だ陶製のつぽの中に硫酸銅を注ぐと電気

が発生することをアメリカの技師 W・グ

レイが実験的に証明。近代になって発明

されたといわれる電池が、二〇〇〇年以

上も前から古代人によって電気メッキや

照明に応用されていた可能性がにわかに

現 実 的 と な っ た 。

 

近代の電池の原型となった古代イラクの電池 

サッカラの航空機

一八九九年エジプトのサッカラ郊外で発

見された古代の航空機の模型。直線状の

翼と垂直の尾をもつこの奇妙な木製品は、

当初「鳥」を形どったものと考えられた

がのちにカリル・メシパ博士らの研究に

よってグライダーの模型であることが判

明。古代のエジプト人が、「パリデイアモ

ン(光の神の贈り物)」と名づけたこのよう

な航空機を駆使していた可能性が注目さ

れている。

 



エジプトの砂漠から発見された太古のグライダー模型

[サハラの宇宙人] 
サハラ砂漠の中央、アハガル山中のタッシ

リにある謎の岩絵群。宇宙服を着た人物を

思わせる絵は考古学"者アンリ・ロートによ

り""タッシリの火星人""と名づけ"られた。

他にもアンテナつきヘルメットを被かぶっ

たようなジャバレンの""小悪魔""""やティ

ヌタザリフトの""泳ぐ人""などがある。"ア

ンリ・ロートは、これらの岩絵を今から数

千年前に描かれたものとみなしたが、地球

文化研究所の高橋によれば、それらは紀元

前七〇〇年頃のもので、エチオピア出身の

エジプトのファラオ、タルハカがサハラ全

域で活躍した時代に流行した円頭人の様式

に属する 

 

宇宙遊泳するタッシリの少女 

[錆びない鉄柱] 
インドのデリー市郊外クトゥブ・ミナール

寺院の入口にある謎の鉄柱。「アショ力王の

柱」と呼ばれる高さ約十メートルのこの鉄

柱は、すでに一六〇〇年以上も風雨にさら

されていることが確かめられているが、不

思議なことに今も錆ひとつない。このよう

な古代製鉄技術の高さを示す例は西ドイツ

のコッテンフォレストにやきんもあり、現

代の冶金学者たちを驚かせている。 

 

水晶頭蓋骨 
一九二七年、ミッチエヘッジスによりホ

ンジュラスのルバアンタン遺跡で発見さ

れた謎の水晶製品。人間の頭蓋骨そっく

りに仕上げられ、しかも正面から光をあ

てると眼が輝くもので、現代の技術では

製作不可能とみられる。問題の水晶製品

は他にもいくっカありメキシコのモンテ

アルバン遺跡ではみごとな水晶の杯が発

見されている。 

 

[セテ・シダデス文

字] 
ブラジル北東部、ピアウイ州の州都テレ

ジナの近くにあるセテ・シダデス(七つの



都市)と呼ばれている遺跡から見つかった

文字群。古代南アメリカに栄えた伝説のカ

ラ帝国の七つの都のひとつ、セテ・シダデ

スには、その数、数万とみられる碑文が眠

っている。地球文化研究所では、それらの

碑文のひとつを次のように解読した。我が

シヴァ国けむに焦がされないえ(地震)溶け

て深く波に覆われ隠るイギリスのフォーセ

ット大佐は、カラ帝国の七つの都市のひと

つがエルドラードであると考え、その行方

を探し求めた。この碑文によれば、フオー

セットの求めた太古のカラ帝国とその黄金

都市は、巨大な異変と津波によって滅亡し

たことがうかがわれる。 

 

セテ・シダデスの廃墟 

 

セテ・シダデス遺跡平面図 

 

廃虚から見つかった謎の碑文 

[タルテッソス文

字] 
イベリア半島西部のガダルキビル川河口

近くにあるタルテッソス遺跡から出土し

た古代の指輪に刻まれた文字。ガダルキ

ビル川河口一帯は、古代イスラエルのソ

ロモン王の植民地があったタルシシの地

として知られているため、指輪はタルシ

シ人が残したものとみなされている。こ

のタルテッソス・リングに刻まれた記号

ないし文字は、グローゼル文字やロシュ

ベルチエ文字と非常に近いため、一万二

〇〇〇年以前に栄えたといわれているア

トランティス王国時代の遺産とも考えら

れた。しかし、地球文化研究所でこれを

解読した結果は次の通りである。牛飼う

ヒブルをイサクが治め末永くイサクが守

れ以上の解読結果を前提とすれば、文中

にイサクという名前が登場するところか

ら、この指輪は紀元前七二二年にアッシ

リアに滅ぼされたイスラエル王国最後の

王ホセア、すなわちイサクの時代のもの

とみなすことができる。イスラエルの失

われた十部族にまつわる伝説によれば、

ホセアはアッシリヤの地メディア(現在

のイラン)に移されたとみられている。し

かし、別の可能性として考えられること

は、ホセアがその当時、同盟関係にあっ

たエチオピアに亡命し、エチオピア王タ

ルハカの庇護のもとにイペリア半島へ移

住して、この地の王となったことが考え

られる。 



 

タルテッソス・リングに刻まれた文字の解読結果。

[ナスカの地上絵] 
一九三九年以来、ポール・コソックやマリ

ア・ライヘらによって次々と発見されたペ

ルー南部ナスカ高原一帯の地上大図形。万

を越える直線や円、ラセンなどの幾何図形、

鳥や猿、クモを描いた八 00 近い動物模様は

いずれも航空考古学の調査によって空から

確かめられたもの。中には全長"約五〇キロ

に及ぶ""矢じる""し""図形もある。これらの

"図形がいつ、何のために描かれたかは今も

大きな謎であるが、有力な仮説としては古

代の宇宙基地説や航空標識説がある。ただ

しこの仮説は、古代人の宇宙文明を仮定す

る立場と異星人の地球訪問を仮定する立場

に分かれる。 

 

バハマ海底遺跡 
一九六八年バハマ諸島のアンドロス島沖

で発見され"た謎の海底遺跡。""神殿の"

跡とみられるこの遺跡は、縦三〇、横一

一〇メートルの石壇で、島の北部、水深

二メートルの浅瀬に横たわっている。こ

の土台は、ユカタン半島のマヤ遺跡ウシ

ュ"マルにある""亀の神殿""の"礎石によ

く似ているというアンドロス島付近では

このような海底遺跡がすでに十数個見つ

かっているが、その全貌はまだ明らかに

な っ て い な い

ビミニ海底遺跡 
一九六八年以来フロリダ沖のビミニ島周

辺で発見され問題になっている海底遺"

跡。その代表的な遺跡は""ビミニ・ロード

""と呼ばれる"巨石群で、北ビミニのパラ

ダイス・ポイントカら『キロほどの海底

に長さ数百メートルの壁面をなして横た

わっている。直方体や多面体の石塊を敷

きつめたこの"""巨石舗道""の近くには U

字"形の遺跡や円柱、矢じり形の配石や人

工的に掘られた溝なども確認された。



ピリ・レイス地図 
一六世紀、トルコの海軍提督ピリ・レイス

の残した謎の古地図。この地図には氷に覆

われる以前の南極大陸の海岸線や山が正確

に描かれており、また南米の海岸線は八

OOO キロ上空から撮った衛星写真と同じ

歪みをもっている。原図の製作者や作られ

た 時 期 、 作 図 法 は 謎 で あ る 。

 

 

 

 

[ロシュベルチエ文

字] 
ヨーロッパ旧石器時代のマグダレニアン文

化期(マドレーヌ期)に属するといわれるロ

シュベルチエ洞窟の文字。グローゼル遺跡

出土の文字と並んで注目されている。フ

ランスのロシュベルチエ洞窟で見つかっ

た図のような記号は単なる絵か、表意文

字かそれともアルファベットか、いろい

ろとこれまで憶測を呼んできた。が、こ

れらをティフィナグ文字として読むなら

ば、エシヲバシテカカシム(絵師をばして

描かしむ)となる(高橋解読)。おそらくこ

のロシュベルチエ洞窟の年代は、C14 年

代で一万五〇〇〇年前、歴史年代では一

一七〇〇年前とみられ、これらの記号は

氷河時代の文字とみなすことができる。

旧石器時代の洞窟に描かれた壁画のそば

に刻まれた文字記号としては、このほか

にラスコーの壁画の馬の横に記された、

マ(馬)の記号など、注目すべき事例がいく

つ か あ る 。

 
ラ ス コ ー の 壁 画

 

ロシュベルチエ洞窟から発見された文字 

[倭人が残した未

解読文字] 

太平洋の各地には、イースター島の文字

とよく似た文字がいくつも残されている。

イースター島の文字板に刻まれたロン

ゴ・ロンゴ文字がインダス文字や中国の



甲骨文字のいくつかと似ていることは、ハ

ンガリーの言語学者ヘヴェシやオーストリ

アの考古学者ハイネ・ゲルデルンの研究に

よって広く知れわたっているし、揚子江や

インダス河の流域以外にも、これとよく似

た文字がたくさんあることは比較的よく知

られている。今世紀の初めに太平洋各地の

言語を精力的に調べた J・F・スティムソン

は、早くからイースター島の文字と同じも

のがタヒチの南のオーストラル諸島(ライ

ヴアヴアエ島、ツプアイ島、ラパ・イティ

島)にあると報告しているが、ドイツの言語

学者トマス・バルテルも、このような文字

がタヒチ諸島(ラパテア島)とその北東のマ

ルケサス諸島にあることを確認している。

また、イギリスの民族学者マクミラン・ブ

ラウンは、太平洋のカロリン諸島(ウォレア

イ島)でイースター島文字とよく似た文字

を発見し、フランスの民族学者アルフレッ

ド・メトローも太平洋東部のパナマ地域に

住むクナ・インディアンの文字がロンゴ・

ロンゴ文字やインダス文字にきわめて近い

ことを発見している。ロシアの言語学者ク

ノロゾフやイタリアの考古学者ガブリエ

ル・マンデルは、ロンゴ・ロンゴ文字とシ

ベリア、蒙古地方のクーク・ツルキー文字

がインダス文字を介してつながりをもって

いることに注目している。ハワイ諸島に行

けば、イースター島の文字とよく似た文字

を確かめることができるし、アメリカ大陸

の西海岸や太平洋のその他の島を調べれば、

まだまだ報告されていない文字を発見する

チャンスはたくさん残されている。これま

で日本では漢字以前に文字はなかったとか、

アイヌは文字をもたなかった、縄文時代に

文字はなかったなどと、よくよく調べもし

ないで権威をふりかざす門外漢が幅をき

かせていたため、この方面の研究は確か

に外国に比べて遅れている。けれども、

図 1 を見ていただければわかる通り、古

代日本のアイヌ文字はイースター島のロ

ンゴ・ロンゴ文字やインダス文字とよく

似ている。この文字は明治初年に東京大

学の坪井正五郎博士が""北海道異体文字

"""として東京人類学会誌第十八に紹介し

たもので、当時の駅逓大臣・榎本武揚も

千年以上前のものと鑑定した古い獣皮に

金字で記されている。いっしょに出土し

た石片が六角柱であったところから判断

すると、同じような六角柱をアッシリア

が使っていた紀元前七〇〇年ころまでさ

かのぽる貴重な資料である。このような

アイヌ文字資料は、北海道だけでなく、

北陸や九州でも見つかっており、戦国時

代の中国各地の貨幣にも使われている。

一九七五年ころ中国江西省青江県の呉城

遺跡から出土した土器の文字や、漢字の

発明者・蒼額の書と伝えられる西安郊外

の 碑 文 に も ア

 

北海道異体文字(アイヌ文字)が刻まれた土器と石片

 

北海道異体文字 50 音図 



いまだ解読されていないイヌ文字が使われ

ている。もしもアイヌ文字の読み方がわか

るなら、日本人がロンゴ・ロンゴ文字やイ

ンダス文字を解読したり、太平洋各地の同

様の碑文の意味を一挙に明らかにするチャ

ンスは残されているのである。はたして日

本人にそんなことができるだろうか?私た

ちは日本人なら誰でも、アイヌ文字を勉強

すればそれが可能だと思っている。欧米人

に自分たちの祖先の文字(インド一ヨーロ

ッパ語族の古代文字)が読めるなら、日本人

にも太平洋各地に広がった祖先の文字を読

めないはずはない。アイヌ文字の読み方が

現在まで伝わっているとすれば、その可能

性はなおさらのことである。図 2 に示した

アイヌ文字の読み方を参考にすれば、読者

にも何らかの文字は読めると思う。いずれ

にせよ、太平洋とその周辺にこれだけ多く

の似た文字があることは、それぞれの民族

がお互いに何の関係もなく文字を発明した

結果とはみなせない。アルゼンチンの言語

学者ホセ・イムベロニは、このような事実

をふまえて、この地域にはインダス河流域

とセイロン島、中国南部、インドネシア、

ウォレアイ島、イースター島を環とするイ

ンド目太平洋線文字システムがあったと考

えた。ここに日本のアイヌ文字をはじめと

するさらに多くの文字群をつけ加えるなら、

紀元前のいつの時代か、太平洋をとりまく

広い地域に統一的な海洋文明(原日本文明)

カあったことは事実といえるだろう 

 
チチカカ湖から探検協会が引き上げた石箱と黄金製の

ヘァピン(佐藤進一撮影) 

 

 

 

 

大空の彼方より流星群のように落下し 

巨大な火の玉となって炸裂する弾丸が発

射されると 

突如、あたりは深い闇に包まれてしまっ

た------ 

 恐るべき竜巻がにわかに起こり 

黒雲が耳をつんざく音をたてて 

空高くあがる 

この武器によって 

太陽さえも輝きを失い、 

宇宙全体があつくなった… 

         －『マハーバーラタ』 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 4 章 

古代核戦争と謎の

地下都市 

高橋良典の仮説 1 

 
 
 
 
 

ムルロア環礁の水爆実験でできた巨大なキノコ雲 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紀元前の高度な文明は、今からおよそ二

八○○年前に発生した核戦争とそれに伴

う異変で滅び去った、という壮大な仮説

がある。この仮説は、チャーチワードが

唱えたムー文明の滅亡原因を明らかにし

てくれるだけでなく、アトランティス人

と戦った地中海の謎の民族の正体をもう

まく説明してくれる。世界各地のミステ

リー遺跡や遺物、不可解な伝説群を総合

してみると、従来の歴史家たちが消し去

ってきたムー王国の住民力ラ族の栄光の

物語がよみがえってくるというのだ。 

証拠 1 
地球が誕生してから考えられないほど長

い時間がすぎた。人類の存在などそれに

くらべればほんの一瞬にすぎない。しか

し、その一瞬の時間の中で起きたことが、

どうしてもわからないのだ。そして、地

球には数知れないほどの謎が残されたま

まになっている。ここに取りだしたもの

は、ひとつの仮説(高橋良典の古代核戦争

地球大異変説)を証明する、さまざまな謎

である。これらの謎が解き明かされた"と

き、""古代に核戦争があった""とい"う仮

説が証明されるのだ。しかし、それはた

やすいことではない。ひとつひとつの謎

が、複雑にからみあい、あるものはさら

に新たな謎を追加する。こうした謎の追

跡は、だが、まったく思いもかけない結

論を生むかもしれないのだ。常識をはる

かに超えた、驚異の結論を------。 

秘境にひろがる荒

れ狂った大地 



トルコの首都アンカラの南東にあるアナト

リア高原中部に、二〇〇キロ平方にもわた

る広大な荒地がある。いまも"世界屈指くつ

しの秘境"とされているカッパドキア地方

だ。一年の半分以上は日照りが続き、

緑ひとつない裸の土地が露出している。見

渡すかぎり岩山と荒地が続く風景は、まさ

に地の果てといっていい。そのあたりの小

高い丘に登ってみると、さらに圧倒的な荒

漠こうばくさが見る者の心をつかむ。地表を

大きく裂き、深く臼い谷がある。その向こ

うには鋭くとがった三角の岩が林立するか

と思えば、古代の巨石文明を思わせる壮大

な岩山が散らばる。そしてその背後には、

数キロメートルにも及ぷ長い断層。それは

幻想的でさえある光景なのだ。だから、見

る者の心は、このカッパドキアが創生され

たその瞬間を夢想する。そのとき、あたり

はもうもうたる炎やガスに包まれ、天と地

の境もなかったに違いない。大爆発にしやく

ねつようがん岩は灼熱の溶岩流となり、飛び散

り、溶け、激動し、叫び続ける----。とにか

く、とてつもなく巨大なエネルギーが、こ

の大地に荒れ狂ったことだけは実感できる

のだ。この秘境カッパドキアは、一部の人

にはその名をよく知られている。この荒地

の内部には町らしい町はほとんどないのだ

が、そのかわり無数といっていいほどの

キリスト教洞窟修道院がある。岩山や断

崖に掘られたその修道院は、ほとんど廃

彊になっているが、その一部にはたくさ

んの宗教壁画が描かれており、そのため

キリスト教美術の宝庫とされているから

だ。この魂をゆさぷるような荒野にキリ

スト教の修道士たちが入りこんだのは、

三世紀の初めごろだとされている。彼ら

がなぜ、この不毛の荒野で神に祈らなけ

ればならなかったのか、それもひとつの

問題だ。だが、いまここで取りあげたい

のは、その洞窟修道院のさらに地下深く

ひろがっている、とてつもなく大きな穴

ぐらのことである。 

数十万人が住める巨

大地下都市があった 
それはイェラルトゥ・シェヒル(地下都市)

と呼ばれる。地元の村人たちには古くか

ら知られていたらしいが、そのうわさが

政府に伝わり、トルコの考古学者が初め

て調査したのは、一九六五年五月のこと

である。そして彼らが発見したのは、ま

さに地下都市と呼ぶのにふさわしい機能

を備えた、巨大な地下遺跡だったのだ。

トルコ政府の報告書はこう伝えている。

「地下都市は、人間がそこで快適な生活

を営むのに必要な機能を完全に備えてい

た。まず、最重要な通気孔(エアコンディ

ショナー)が、地表から一五〇メートル以

上もの深さまで、都市の中心部を貫いて

いる。その都市は確められただけでも、

地下八階建ての構造があり、各階層は階

段や傾斜した通路でつながれている。通



路と部屋の境目のところどころには、輪状

の石扉が備えつけられていた。井戸もあっ

た。共同炊事場もあった。炊事場には汚水

おすい処理の溝と、煙を通気孔に導くベンテ

ィレーションが備えてある。寝室、仕事場、

大広場があり、三条に分れた堂々たる地下

歩道があった。」そして、カイマクルと呼ば

れるようになったこの地下都市の推定収容

人口は、なんと一万五〇〇〇人だという。

いま、世界のどこにこれだけの人々が、日

常と変わりのない生活を送れる地下都市が

あ る だ ろ う か 。

しかも、こうした地下都市は一か所だけで

はない。一九六五年の調査で発見、確認さ

れたのが、ほかにデリンクユ地下都市(収容

人口六〇〇〇人)、ギョズテジン地下都市の

二つ。その後、さらに収容人口がなんと六

万人というオズコナーク地下都市が発見さ

れ、マヴルージャンという所にも地下都市

が存在することが、最近明らかになった。

その事実だけでも驚くべきことだが、この

カッパドキアには、大小とりまぜてもっと

多くのアンダーグラウンド・シティがある

らしいのだ。 

 

戦争に備えた地下

都市の疑問 
それについてはいっさいが謎に包まれて

いる。というのは、この地下都市群があ

まりに巨大すぎて、ほとんど調査ができ

ていないからだ。地下八階まで確認され

ているカイマタル地下都市にしても、土

砂が完全に取り除かれて見学可能なのは、

上の数層にすぎない。そしてそこからは、

ほとんど何の生活用具も出土していない

のである。そこで、この地下都市群を研

究している人たちは、地上にある洞窟修

道院と関係づけて考えている。四世紀末、

キリスト教はローマ帝国の国教となり、

カッパドキアは東ローマ帝国に組み入れ

られた。そして六世紀になると、ササン

朝ペルシアが東ローマ帝国をおびやかし

はじめたため、両国の国境に近いカッパ

ドキアは戦乱の場と化した。さらに七世

紀になると、ペルシアにかわったアラブ

の回教軍がカッパドキアを襲う。修道士

たちはこうした攻撃を防ぐために、地下

都市を築いたのだ……。これが現在考え

られている一応の解釈なのである。その

根拠のひとつとして、この地下都市が、

〃ある一定"の期間だけ使用された臨時

の都市"""だったと推定できる調査結果が

ある。しかし、古代から現代までの戦争

の歴史で、地下都市にたてこもって侵略

者に対抗したという国や民族があったろ

うか。中国は旬奴きようどに対抗するため

万里の長城を築いた。日本の歴史でも戦

争のために築かれたのは、城や砦とりでで

ある。とはいっても、カッパドキアの地



下都市が、戦争に備えたものであったこと

は明らかだ。というのは、地下にたてこも

って往き来できるように、デリンクユ地下

都市と隣のカイマクル地下都市は、秘密の

地下道で結ばれていたからだ。この二つの

地下都市は九キロも離れている。当然、発

見されたトンネルも九キロの長さを持って

いる。この距離は日本の丹那トンネルより

も長く、清水トンネルの長さに匹敵するの

だ。地上に回教徒軍が攻めてきたとき、洞

窟に隠れるくらいならまだしも、一〇万を

越える人間が地下一五〇メートルの奥まで

逃げなければならない戦争とは、いったい

どういう戦争だったのだろうか。ひとつの

地下都市がやられたら、九キロもの地下道

p をくぐりぬけて別の都市へ移らなければ

ならない戦争とは、いったい何だったのか。

さらに不思議なことがある。一〇〇メート

ルや二〇〇メートルの距離ならともかく、

九〇〇〇メートルもの長さの地下道を掘っ

て、二つの都市を正確に連絡できるような

技術を、六～八世紀の人々がほんとうに持

っていたのだろうか、ということだ。二十

世紀に行なわれた丹那トンネルの掘削くっ

さくでさえ、国家的な大事業だったのだ。今

から一二○○～一四〇〇年も前のこと、そ

れは想像を絶する大土木工事だったはずで

ある。また、カッパドキアの荒れた地上風

景を見るかぎり、この地方が六～八世紀当

時、一〇万人以上もの人間が生きていける

ほど豊かだったとはとても考えられない。

まして戦争に備えて地下生活をする以上、

かなりの食料や生活必需品を貯えておく必

要があるが、キリスト教徒たちはそれをど

こから手に入れたのだろうか。それともこ

のカッパドキアは、かってそんなに多くの

人間を養えるほど豊かな土地だったとい

うのだろうか。そして、騎馬のアラブ軍

団と弓矢を武器としたキリスト教徒との

闘いが、豊かな緑野をこんな草木もはえ

ない不毛の岩山に変えてしまうほど激烈

なものだった、と!こうした疑問は、はた

して解決できるのだろうか。合理的な説

明はつけられるのだろうか。 

核戦争が地下都市を襲った

その問いに答えるのは、非常にむずかし

い。しかし、まず大胆な仮説をあげて、

それについてさまざまな検討を加えてみ

たい。その過程でカッパドキアの秘密は、

明らかにされるはずだ。さて、その仮説

とは次のようなものである。《カッパドキ

ア地下遺跡は、昔、核戦争で滅んだ都市

の跡だ》もちろん、現在の歴史の常識で

は、想像もできないような飛躍である。"

しかし、カッパドキアの秘密は、""古代核

戦争""を仮定すると、すべてに"合理的な

説明がつけられるのだ。決して単なる空

想ではない。その仮定には数多くの裏づ

けがあり、それらのひとつひとつを組み

立てると、まさに恐ろしい大破壊"核戦争

が、このカッ。ハドキアを襲ったことが

わかるだろう。まず、人間が戦争に備え

て地下深くもぐるのは、どんな場合かを

考えてみよう。七世紀のアラブ軍団のよ

うな侵略者に対してだったら、人間はこ

んな馬鹿なことはしないはずだ。なぜな

ら、侵略者は少数の兵力で洞窟の入口を

占領すれば、勝利をおさめられるからだ。

入口をおさえれば、中に閉じこめられた

人間はいずれ餓死してしまう!また、飛行

機による火薬爆弾類の爆撃なら、第二次



世界大戦をふりかえってみればわかるよう

に、ちょっがんじようと頑丈な地下室で十

分防げるのだ。とすると、地下一五〇メー

トルの地下都市が備えるのは、核兵器によ

る攻撃以外にはありえない。"広島と長崎が.

人類で初めて""と"いわれる核兵器攻撃の洗

礼を受けてから半世紀。核兵器は今やイン

ド、中国といった発展途上国にまで拡散し

た。と同時に、世界の国々は核戦争に備え

て、軍事基地や貯蔵施設、研究所、工場な

どを続々と地下に移すようになっている。

一時的には十万人以上の人間を収容できる

地下都市も、世界各地につくられているほ

ど だ 。

 
デリンクユ地下都市の平面図 

たとえばモスクワや北京の地下には、網の

目のようにトンネルが掘られている。ワシ

ントンの地下には、核戦争のとき避難して

きた人々を、一定期間養えるだけの必要物

資が貯えられている。ノルウェーは、軍港

まで地下に移してしまった。そして、外国

の一般市民は、個人用核シェルターをつく

ることに必死になっている。平和の国スイ

スに放射能汚染に備えた地下避難所が、数

多くつくられていることは有名な事実だし、

イギリスでは政府が核シェルターづくりを

奨励している。アメリカの核シェルター・

メ ー カ ー は 成 長 産 業 だ 。

このように核攻撃に備えた現代の地下都

市と、カッパドキアの地下都市と、どこ

に違いがあるだろう。むしろあまりの類

似に驚くばかりだ。 

証拠Ⅱ数百万度の熱で

できたガラス層 
人類が核兵器を初めて手にしたのは、一

九四五年のことである。とすれば、それ

以前、はるかな昔に築かれたカッパドキ

ア地下都市が、核戦争に備えたものであ

る、というようなことが考えられるだろ

うか。しかし、ここに驚くべき事実があ

る。この地球のあちこちでは、いつとは

知れぬ遠い昔に、核爆発があったという

証拠が、次々に発見されているのだ。一

九五二年にイスラエルで発掘作業にあた

っていた考古学者たちが、五メートルあ

まりの深さの地層から、厚さが約六ミリ

で二～三〇〇メ r トル四方に広がってい

る、溶解した緑色のガラス層を掘りだし

た。それは石英の砂の層が、その部分だ

け溶けて変色したものだった。このよう

な砂のガラス化現象が起こるには、きわ

めて高い温度が必要だ。火山活動や通常



の爆発、火事などではこんな現象は生じな

い。それには数百万度の数…が必要だが、

地球上でそれだけの熱が得られるのは、熱

核反応しかないのである。そして、アメリ

カの考古学者たちは、それと似たガラス状

物質をかつて見たことがあった。ニュー・

メキシコ州の核実験の跡で!一九七三年に

はイラク南部の砂漠で、同じようなガラス

層が見つかった。この層はバビロニアやシ

ュメ;ルなどの遺跡のかなり下に薄くひろ

がっていた。その南のアラビア南部の砂漠

には、ハラスと呼ばれる強烈な放射能を受

けたことを示している、黒く焼けこげた石

の原っぱが二八か所ある。また、油田の調

査をしていたフランス人の技師は、サハラ

砂漠南部で緑色のガラス層のひろがりを見

つけ、そこの溶解した珪土けいどが、「ホワ

イト・サンズ(アメリカの原爆実験場)のもの

と似ている」と報告している。モンゴルの

ゴビ砂漠でも、焼けてガラス状になった地

層が発見されている。核爆発の証拠は、こ

うした不毛の砂漠(この砂漠自体、重要な問

題を示している)だけでなく、世界各地の遺

跡にも見られるのだ。 

高熱破壊の遺跡は何

を語るのか 
ブラジルのピアウイ州に、セテ・シダデス

(七つの都)と呼ばれる遺跡群がある。なかで

も最大のものは、長さが約一・六キロもあ

る都市だが、その中心にある大きな建築物

の遺跡をのせた岩は、その南面が溶けてガ

ラス状になっており、赤い金属が溶解して

岩壁に涙のしずくのようにこびりついてい

た。探検家の一入はこう報告している。「あ

そこで発見されたいくつもの都市の遺跡

は、規模として最大のものだと思われる

が、一部は焼けつきてガラス状になって

いるし、溶解した石やクレーターだらけ

だった。無気味な裂け目が入った石の舗

道や家があるかと思えば、岩がたぎって

できた親指ほどの泡もある。それは、ま

るで巨人の火かき棒で襲われた跡のよう

だ!」さらに新大陸では、似たような遺跡

がほかにもある。ペルーのタスコからそ

う遠くないところには、約一・六キロ四

方にわたって山の岩が溶解し、結晶化し

ている地域があり、城塞とおぼしき建造

物の花崗岩かこうがんブロックは、高い

放射熱によってガラス化している。この

ようにガラス化した遺跡は、北アメリカ

の南カリフォルニア地方、アリゾナ州、

コロラド州でも見つかっている。もちろ

ん、旧世界にも核爆発の影響を受けた遺

跡がある。アイルランドのダンレアレと

エニスの城塞の壁には、花商岩が溶けて

しまうほどものすごい高熱の跡が残って

いる。また、古代ギリシアの地理学者で

あるストラボンは、その著書『地理』に、

"""死海の地域には、原因不明の火によっ

てとけた岩がある〃と書いている。場所

がカッパドキアに近づいてきたが、もう

二つだけ証拠をあげておこう。ごく最近、

小アジアのハットウサの遺跡が発掘され

た。すると、ここではレンガ積みの家が

溶けて、赤いかたまりになっていたのだ。

かつてこの町は、想像を絶する高温によ

って破壊されたのである。また、古代バ

ビロンの地域には、"何人かの学者が""こ

れがバベルの塔""の名残りだ""と主張し

ている、高さ"四六メートルの塔の廃墟が



ある。ここにもまた、人工的につくりださ

れた高温破壊の跡が残っている。これにつ

いて学者の一人は、「数万のレンガを赤く熱

しただけでなく、これを溶かし、塔の骨組

全体と粘土壁全部を焼きこがしている。こ

んな高熱はどこから生まれたのだろうか。

説明がどうしてもつかない……」と話して

いる。有史以前、文明が栄えた中近東やア

ジアのみならず、ヨーロッパの辺境アイル

ランドや南北アメリカにまで、核爆発とし

か思えないようなすさまじい破壊の跡が散

らばっているのだ。このことは、いつとは

知れぬ古代、全地球的規模での核戦争があ

ったことを物語るのではないだろうか。ひ

とつの都市、ひとつの地域ではなく、当時

の文明すべてを滅ぽすような、そんな大規

模な戦争があった。しかも核という最終兵

器を使って……。 

伝説の兵器は現代の

核ミサイルか? 
こうした大破壊があったとしたら、それは

なんらかの形で後世に伝えられて必ず人類

の記憶として存在するはずである。それを

示す文献はないものだろうか。それがある。

インドの古代サンスタリット語文献の中で、

最も有名な『マハーバーラタ』は、さなが

ら核戦争についての教科書のような文献だ。

この文献は二五〇〇年前から現在の形で存

在していた二〇万行からなる叙事詩だが、

古代では考えられないような超兵器のよう

すを、くわしく伝えているのである。ヴィ

マナ(鉄でできた胴体に翼がついている空

の戦車)に落ちつきはらって陣どっていた

英雄アドワッタンは、水面に降りたち、神々

すら抵抗しがたいアグネア兵器を発射し

た。並みはずれた殺傷力を持ち、煙をと

もなわぬ火を放つ鉄の矢は、束になって

敵を包みこんだ。流星が光を放って空か

ら落ちた。たちまちのうちに敵の軍勢の

上空は、濃い闇におおわれた。天も地も

わからなくなった。強烈な風が吹きはじ

め、不幸をもたらすたつまきが生じた。

黒雲がとどろき、空高く登っていった。

チリや砂が突然降ってきた。太陽でさえ

目をまわして、ゆれ動いているようだっ

た。地球はこの兵器の恐ろしいまでに激

しい熱にゆれ、焼けこげた。広大な地域

で、動物たちが大地にくずれ落ちて死ん

だ。水は蒸発して、その中の生物たちは

死にたえた。あらゆる角度から炎の矢が

絶えることなく激しく降りそそぎ、敵の

戦士たちは猛火に焼かれた木立こだちのよ

うに倒れた。何千もの戦車が横転した。

これはまさに核弾頭を備えた対地ミサイ

ルの爆発ではないか。そして兵士たちも、

この兵器の性質を知っていた。というの

は、助かった少数の兵士たちは、まだ戦

闘が終わっていないのに、大急ぎで近く

の川にいき、自分たちの衣服や武器を洗

って"いるのだ。""死の灰""による放射能

障"害を防ぐための行動によく似ている

ではないか。『マハーバーラタ』が伝える

のは、核ミサイルだけではない。核爆弾

による都市攻撃をも報告している。高速

のヴィマナで飛んでいたグルカは、三つ

の都市に向けて、宇宙のすべての力を秘

めている弾丸を投下した。太陽が一万個

集まったほど明るい、煙と火がからみあ

った光り輝く柱がそそりたった。ヴリシ

ュニとアンダーカの全住民が灰と化した。



死体はひどく焼けていて、見わけがつかな

かった。髪の毛やツメは抜け落ちていた。

まるでだれかが、広島や長崎のあの日を見

て書いたような文章ではないか !米国ロ

ス・アラモスの最初の原子の火を見たジャ

ーナリストは、"""一〇〇〇個の太陽より明

るかった"""と報告したが、この爆発の様子、

立ち上る煙と火の柱、犠牲者の姿、放射能

による汚染の影響……などの記述は、核兵

器以外のものを考えさせない。そして、イ

ンドにはこの『マハーバーラタ』を裏づけ

るような証拠がある。『マハーバーラタ』は、

核戦争のあった場所をガンジス川上流だと

しているが、まさにその地方に、焼けこげ

た無数の遺跡があり、岩石が"溶けてできた

かたまりは、""溶解した"鋼鉄がすず鋼の中

を貫流したかのように""中空になっている。

"また、ずっと南のデカン高原にも、建物の

中の調度品すらガラス状になっている高熱

廃嘘がある。そしてこの地方では、普通の

ものの五〇倍の放射能を持った人間のガイ

骨が発見されているのだ。こうした古代の

核戦争の存在を伝える文献や伝説はほかに

もある。同じインドの古文書『ドロナ・パ

ルバ』は、五十万人をまたたく間に壊滅さ"

せた""カピラの閃光せんこう""について記述"

している。中国にも古代核戦争を伝える文

書がある。シベリアやカナダの原住民"のあ

いだには、""金の貝がら""に乗っ""て空を飛

び、""輝く光の矢〃で都市を"破壊しつくし

た戦士の話が伝わっているのだ。こうした

古文献の記述を、すべて古代人の空想とみ

ることも可能だ。事実、核兵器が開発され

る前は、おとぎ話として放置されていたの

である。しかし、核兵器の実態が知られる

につれ、古文献の研究者たちは、こうした

記述の再検討を迫られ、そこに新たな意

味を見つけだしつつあるのだ。 

アルタミラ 
スペイン北部にある有名な先史洞窟。一

八七九年、一少女によって偶然発見され

たこの洞窟の内部には見事な牛の絵が描

かれている。最近はこの洞窟に先史の宇

宙船らしき各種の円盤模様が描かれてし

るということで、新たな注目を集めてい

る。 

 

ヴァル・カモニカ 
 イタリアのミラノ北東百キロの地に

ある峡谷。この谷の岩に彫られた線刻画

は、先史時代からローマ初期のものまで

[万五〇〇〇点を越え、中にはヘルメット

をカぶった宇宙人が向かいあって戦う場

面を描いたとされる不思議な絵がいくつ

もある。カモニカ漢谷の一帯は、紀元前

八世紀の戦争と大異変の時代に、づアジ

アのトロイから亡命した原日本人カラ族

の一派、カムナ族が移り住んだ地域とみ

られ、日本の神字(カムナ)とそっくりの刻

文が残されている点で注目される。



 

[エジプトの地下

都市] 

世界各地に存在する地下都市や地下トンネ

ル網は、転襯や神話の中で、迷由員黄泉の

国、地下の楽園、または地獄として描かれ

ている。ギリシア神話の英雄イア rソンに

率いられたアルゴ r号の乗組員たちは魔女

メデイアの住む黒海沿岸の地底王国コルキ

スを訪ね、龍の車(宇宙母船)と黄金の羊の

皮ごろも(宇宙服)を手に入れたといわれた

り、エジプトのファラオは女神アメンティ

の住む地下の楽園を訪ね、そこにある宇宙

基地チュアト(星に向かうところ)からかホ

ルスの眼"と呼ばれる宇宙船に乗って星の

彼方に飛んだといわれる。これまでエジプ

ト神話のオシリスの国、暗黒の地下世界は

空想的なものと考えられ、何ら実体がない

とみなされてきた。が、探検協会ではオシ

リス神話の世界が太古のエジプトに実際に

あった地下都市の記憶をとどめるものと考

えている。最近エジプトのピラミッドで新

たに謎の地下室が発見されたところから、

伝説的なピラミッド回廊の存在が再び注目

されている。サッカラの階段状ピラミッド

の下に、強い放射能を含む塵ちりに満たされ

たトンネル網があることを知っている人は、

王家の谷の性格を従来とは異なった視点か

らとらえなおしているかも知れない。おそ

らく古代エジプトの信仰を今もとどめるコ

プト派の人々の中には、エジプトからス

ーダン、エチオピアにかけて実在した太

古の地下都市の記憶を伝えている人もい

るにちがいない。探検協会では、ナイル

の源流地帯に今なお太古の遺産を秘めた

地下都市があることを固く信じており、

いつの日か、パピルスに記されたチュア

トの存在が明らかになるのではないかと、

目下、調査を進めている。

 

王家の谷 
エジプトのテーベ郊外にある王家の谷は、

『死海写本』で有名なヨルダンのクムラ

ン洞窟、トルコのカッパドキア遺跡とと

もに、考古学上画期的な発見がなされた

地として知られる。クムランやカッパド

キアそっくりの外観をもつこの地の洞窟

群から発見されたッタンカーメンの黄金

のマスクや歴代ファラオのミイラ、数々

の豪華な遺品と遺構は、昔目のテーベの

繁栄をしのばせるに十分である。しかし

王家の谷は、古くからファラオの呪いに

満ちた死の影が漂う土地でもあった。そ

の呪いは、ツタンカーメン王墓の発掘に

たずさわった関係者が次々に謎の死を遂

げた時、すべてのエジプト学者をふるえ

あがらせた。原因は何だったのだろうか?

この問題を調査した学者たちはやがて意

外な事実を発見した。それは、王家の墓

が大量の放射能を含む塵ちりに埋もれて



いたことだ(ゴネイム論文)。この事実は何を

物語るものだろうか(同じ地形をしたクム

ラン地方でも二万人の遺体を収容した地下

墓地と放射能が確認されていることは注目

される)。 

 

オデッサ回廊] 
オデッサ・力タコームとして知られるウク

ライナの地下回廊はロシア有数の第四紀動

物化石の産地で、一九二九年、グリツァイ

によって発見され、現在までロシア科学ア

カデミーが継続的に調査している。オデッ

サ市の地下三〇平方キロにわたって図のよ

うに張りめぐらされたトンネル網の一部は

明らかに人工的なものであり、キエフ市の

地下トンネル網やクロマニヨンの地下マン

ション(収容規模二万人)との関係が注目さ

れる。 

 

オデッサ地下回廊平面図 

カイマクル 
トルコのカッパドキアにある謎の地下都

市群のひとつ。人口数万人を収容できる

地下八階構造の大遺跡として知られる。

中央部のタテ穴の深さは一五〇メートル

以上。各階の部屋は傾斜した通路や階段

で複雑に結びつけられ、地下八階には三

条に分かれた堂々たる回廊もある。八階

にうがたれたトンネルは十キロ離れた隣

の地下都市デリンクユに通じ、さらにデ

リンクユから他の地下都市へも伸びてい

る可能性がある 

 

カイマクルの内部 

[カッパドキア] 
トルコのアナトリア高原中部にある広大

な不毛地帯カッパドキアは、ギリシア語

のカッポータス(つまりゼウスの異名「落

とす者」)に由来する「雷挺の落ちたとこ

ろ」だ。ウチュヒサールと呼ばれるこの

地方の中心にある奇怪な岩山に立つと、

周囲数十キロを赤々とした崖に取り囲ま

れた盆地のいたるところに、異様な形を

した尖塔群が林立するさまを見ることが

できる。尖塔のひとつひとつは数階建て

の洞窟で、その内部にほどこされた無数

の宗教画と彫刻の存在は、この地を東口

ーマ帝国時代のキリスト教美術の宝庫と



している。 

 

しかしこの地の最大の驚異は、ウチュヒサ

ールを囲む台地の下に眠る巨大な地下都市

群の存在であろう。現在までに調査済みの

カイマクル、デリンクユ、ギョズテジン、

オズコナークをはじめ、マヴルージャンそ

の他の地に存在するいくつかの地下都市は、

すでに確認されたオズコナークだけでも推

定収容人口六万入の規模を誇るもので、こ

こにかつて生活した人々の数は数十万にの

ぽるとみられる。しかも注目されるのは、

これらの地下都市が、デリンクユとカイマ

クルを結ぶ長さ約十キロの地下トンネルを

一例として、かつては相互に結ばれていた

とみられることだ。一九六五年にこれらの

遺跡を調査し、初めて世界に地下都市の存

在を紹介したトルコの考古学者ヒクメッ

ト・ギュルチャイとマフムット・アコクの

二人は、この巨大な地下施設の建造年代を

六～十世紀と推定した。しかしその後の高

橋の調査によれば、これらの建造年代は、

カイマクル・カレの一部にみられる高熱に

よる風化作用の跡や同地域で検出される高

濃度の放射能、アナトリアの巨石文化や王

家の谷の成立年代などからみて、少なくと

も紀元前八○○年ころまでさかのぼるとみ

られる。カイマクル・カレという地名が「ク

リーム状の城」、すなわちクリームのように

溶けてしまった都市を意味していることは、

これら地下都市の造られた目的と無関係

ではなかったろう。 

 

カイマクル地下都市断面図

紀元前 8 世紀の核戦争マップ 

[クーガ王国] 
チベットの最奥地、ナムナニ峰の麓に広

がるアリ高原には、今も謎につつまれた

クーガ王国の遺跡がある。海抜四五〇〇

メートルを越えるこの地の、異様な山肌

を表した比高三〇〇メートルの山頂にク

ーガ王国の都城はあり、断崖絶壁によっ

て周囲の台地から隔てられたこの王宮へ

と到る道はただひとつ占厘の麓に口をあ

けた洞門をくぐって、暗黒の通路を登り

つめる以外はない。そしてこの絶壁の急

斜面にもまた、無数の洞窟が口を聞き、

何百という建物が頂上まで連らなってい

るのである。これらの遺跡は、チベット

王朝の末期にランダルマ王によって弾圧



された仏教徒が、ラサ、シガツェからこの

地に亡命して建てたクーガ王国の遺産とみ

られている。しかし、彼らが立てこもった

この王城の設備はあまりにも当時の水準か

らかけ離れたみごとなトンネル技術の跡を

示している。クーガ遺跡と同じ構造をもつ

要塞は、インドやセイロン、ブラジル、南

アフリカなどに数多く残されているが、そ

れらは本来、どのような技術と意図をもっ

て造られたのだろうかクーガ王国の北西に

位置するパミール高原で、ロシアの調査団

はすでに巨大なホールと階段、整然とした

区画をもつワハンスカヤ地下都市を発見し

ているが、この地下都市の建設者とクーガ

遺跡を残した人々との問には、どんなつな

がりがあるのだろうかすべては大きな謎に

つ つ ま れ た ま ま で あ る 。

 
ダージリンより見たヒマラヤ山脈 

クレタの迷宮 
一九〇〇年、イギリスの A・エヴァンスに

よって発見された地中海クレタ島のクノッ

ソス宮殿のこと。複雑怪奇な迷路と近代的

な設備(水洗便所など)をもつこの四階構造

の石造宮殿は、ギリシアの英雄テセウスが

退治した牛人ミノタウロス"の住む""クレタ

の迷宮""と"して神話に語り伝えられたもの

で、シュリーマンのトロイ発見に次いで、

神話が歴史的真実を含むことを証明した画

期 的 な 遺 跡 で あ る 。

 

紀元前の目本人が建設した?クレタのクノッソス宮殿 

[古墳シェルター説] 
核爆発にともなう放射能の被害を防ぐに

は、なんらしやへいかの遮蔽物が必要だ。

鉛によるものが効果的であることは知ら

れているが、土や水も効果がある。たと

えば、土を一メートルほどの厚さに盛っ

て、よくつき固めた場合、放射線は地上

の五〇分の一に減ってしまう。核攻撃の

ときに、このような盛り土を固めた""古墳

"""内部の石室、石棺、木棺の中にしばら

く(四～五日問)避難すれば、一次放射線を

浴びて死んだり、重い放射線病にかから

ないですむだろう。このように、""古墳""

はもともと死者を埋葬する施設というよ

りは、緊急避難用の簡易シェルターとし

てつくられたのではないか。たまたまこ

のシエルターで生き残った人々が、新た

な文明再建の中心になったため、子孫が

彼らを祭る場所とし"て崇拝した。これが

""古墳"""造営の始まりとも考えられる。 

[サハラ砂漠の謎] 
地球上最大の砂漠サハラには、かつてア

ルビエンヌ海と呼ばれる広大な湖があっ

た。有名なタッシリ遺跡"やセファールの

""七つの都市""を含む、""炎の島""ハガ"

ールのまわりに広がるこの美しい湖は、

伝説によれば、太陽神ヘリオスの子パエ



トーンの操作する車が誤って地上に落ちた

時、一瞬のうちに消え去ったといわれる。

その原因は何だったのだろうか。古代の歴

史家や詩人たちが繰り返しその悲劇をとり

あげたパエトーン伝説の真相を解き明かす

鍵は、リビアン・ガラスとも呼ばれるテク

タイト(ギリシァ語のテクトス「溶けた岩」

に由来するもの)の成因にある。テクタイト

は岩石が最低二五〇〇度の高温で溶けたあ

と急激に冷えてできたもので、これまで火

山生成物ないし隈石であろうと推測されて

きた。しかしリビア砂漠のテクタイトが火

山生成物であるという証明はなく、隕石説

も、テクタイトの成分が砂漠の砂とほぼ同

一で地球外起源の成分を含んでいないため

に無理がある。むしろわれわれは、テクタ

イトに含まれる放射性同位元素の存在など

から、その成因を核爆発の高熱に求めるべ

きだろうサハラ砂漠が核爆発によって誕生

したとみられる別の根拠としては、エジプ

ト、チュニジア、モロッコにある地下都市

や地下回廊、今西探検隊が偶然発見したサ

ハラの玉石(簡易式シェルター)などがある。

また最近の人工衛星写真によれば、サハラ

砂漠の西には巨大なウラン埋蔵地があるこ

とも確かめられている。この地に近いオク

ロで「天然原子炉」の跡が発見されている

ことは何を物語るのだろうか。 

 

[C14 年代測定法] 

年代測定には"上の地層は下の地層より

新しい〃というぐあいに時問の前後関係

だけを示す「相対年代」と、"今から何年

前"というように年数で示す「絶対年代」

とがある。この二つのうち絶対年代は、

古代史研究には欠かせないものだ。よく

聞かれる「放射年代測定」もこの絶対年

代を出すためのものだが、その中のひと

つに「放射性炭素法」(C14 法)がある。こ

れは現在の大気中の C ロ量を一〇〇とし

た時、ある遺物のC14量が五〇であれば、

C14 量が五〇パーセントに半減する期間

五七三〇年をもとに、その遺物は五七三

〇年前のもの、と測定する方法だ。放射

性元素の崩壊速度は、まわりの温度や圧

力などに左右されず、規則正しく進行す

るので、この C14 法なども比較的正確な

絶対年代を測るものと思われてきた。と

ころが、高橋良典は、この測定法には落

し穴があるという。仮に今から五七三〇

年前の大気中の C14 量が五〇しかなかっ

たとすれば、遺物に含まれる C14 量は二

五になっているはず。にもかかわらず今

までの方法だと、一○○のものが五〇に

なるのに五七三〇年、さらに二五になる

までの五七三〇年を加えて、一万一四六

〇年という年代を出してしまう、という

のだ。そして地球上の C14 量は変化して

いる、という最近の研究成果を考え合わ

せると、この C14 年代は再検討する必要

がある、と指摘するのだ。もしこの指摘

どおりなら、現在知られている古代地球

の歴史は、大きく書きかえられることに

もなるのだが、はたしてその真相は? 



 

シカゴ大学のリビー博士が開発した C14 年

代測定法には問題がある 

 

 [シルダリア地下

回廊] 
ロシアには、昔から豊富な地底王国の伝説

がある。カザフ共和国のシルダリア地下回

廊にまつわる話もそのひとつだ。四世紀の

終わり頃、フン族に侵略された中央アジア

の遊牧民族サルマートの言い伝えによれば、

彼らは征"服者の迫害を恐れて""秘密""の地

下道""づたいに""シャンバラ""へ逃がれた

といわ"れる。カザフ共和国の歴史家ドスジ

ャノフは、この伝説の真偽を確かめるため

長年中央アジアの伝説と洞窟調査を続けて

きた。そして彼は、遂に伝説のトンネルと

みられるものをシルダリア川の上流に位置

するタシケントの郊外で発見した。高さ約

ニメートルのこのトンネルは、支柱を使わ

なくても安全な堅い岩盤に高度な技術を駆

使してつくられたもので、約二〇メートル

ことに地上部に達する通気孔が天井に設け

られているという。彼の発見したトンネル

が、昔からこの一帯にあると噂"されてきた

""シャンバラ国"""の地下回廊の一部をなす

ものかどうか不明であるが、シルダリアの

流域にはこのほかにもいくつかの人工トン

ネルがあり、それらは、十九世紀の初めに

チベット文献を調査したハンガリーの探

検家ケーロスが明らかにしたシャンバラ

(クジルオルダの北東・北緯四五～五〇度

一帯)の地下都市につながるものとみら

れる。シルダリアが流れるツラン低地と

アラル海の周辺は、地下都市研究が盛ん

な地域のひとつで、無数の地下川がその

下を流れるウスチウルト砂漠の表面に、

ナスカの地上絵をはるかに上回る規模の

巨大な地上絵が数多く残されていること

は、地上絵と地下都市の秘められたつな

がりを物語っている(ナスカ台地の下に

も推定延長数百キロに及ぶ地下トンネル

の存在が確認されている)。 

ロンドンのシェルター図 

カイマクルの迷宮 

テクタイト 
エジプト、スーダン、リビア三国の国境

地帯、ウェイナット山の近くのクレータ

ー周辺から、リビアン・ガラスと呼ばれ

るテクタイト(ギリシア語のテクストケ"

溶けた岩""を意味するもの)が見つかって

いる。これは隕石のカケラとみなされて

きたが、地球外起源の成分を含んでいな

い。逆に、リビア砂漠の砂と化学構造が

非常に類似していることが判明している。

一般にテクタイトは、岩石が最低二五〇

〇度の高熱で溶けたのち、急激に冷えて

できたものとされている。このような高

温は火山活動でも生じるが、リビア砂漠

が火山活動でつくられたという証明はな

い。むしろテクタイトに放射性同位元素

が含まれていることから、これをつくっ

たのは核爆発によるものだと考えること

ができるのである。 



トロイ 
ヨーロッパの地図を開くと、ひとつの奇妙

な事実に気がつく。「卜ロイ」という地名が、

あちこちに見られるのだ。たとえば、イギ

リスの「トロイ」は古くから信仰の中心地

とされ、そこには迷路状の地下道がある。

また地下宮殿で有名なクレタ島には、「卜ロ

ス」と呼ばれる地下墓地がある。この「卜

ロス」が「トロイ」という言葉に関係する

ことは確かだ。さらにヨーロッパを離れる

と、アフリカのチュニジアには「卜ログロ

ーディス」と呼ばれる地下生活者がいる。

「卜口」は「卜ロイ」に関係ある言葉と思

われる。こうした「トロイ」に共通するの

は、「地下」とか「洞穴」ということだ。つ

まり大胆に仮説を提起すれば、「トロイ」と

いう言葉は、単に小アジアのトロイをさす

のではなく、地下回廊や迷宮などの.地下都

"市がある場所""を示しているといえるかも

しれない。 

[パエトーンの落下] 
 ギリシア神話に描かれた次のような核

戦争の記憶。今、地上は高い山々まで炎に

包まれ……大都市はその城壁もろともこと

ごとく崩れ落ちている/工トナ山は二重の

火によって高々と巨大な火柱をあげ、パル

ナソスの二上山、エリュクス山……カフカ

ス山脈……アルプス山脈の高峰、雲をまと

ったアペニン山脈まで炎に包まれてしまっ

た/リビアは熱のためその水分をすっかり

失い……ナイル河は七つの河口の水がかれ

て砂漠となり……大地は到るところで裂け

た/海は干あがってかつての大海原は不毛

の砂漠と化し、深い水におおわれた海底一

の山脈があらわれてキュクラデのごとき

島々となった/パエトーンはその髪の毛を

ちりぢりに焼かれながら、空に大きな弧

を描いてまっさかさまに墜ちていった…

…(オヴイディウス) 

バベルの塔 
聖書に史上初の権力者ニムロデが築いた

と記された塔。イラクのバビロン遺跡に

あるジッグラトがその遺跡とされる。推

定によれば、底辺と高さがそれぞれ九〇

メートルの階段状ピラミッ頂上の神殿で

宇宙神マルドゥクを迎えたという。この

塔跡で不可解な高熱で溶けたレンガが発

見されている。 

 

高熱で破壊されたあとを示 

すバクダットの階段状ピラミッド 

ヒッタイト 
トルコのアナトリア高原を中心に栄えた

謎の帝国。ヨーロッパからアジアに進出

したその民族は一時は西アジア一帯に勢

力をふるいエジプトとも戦った。アナト

リアに残された首都ハツトゥシャの遺跡



は、随所に巨石を用いたもので、家々のレ

ンガが当時としては想像もつかない高熱で

溶けた跡をとどめている。マブレヤ文字に

似駄鎚以字や前インカに似た絨毯をつくっ

たヒッタイト人は、帝国もろとも謎の消滅

をとげ、その技術、文化も多くの謎につつ

ま れ て い る 。

 

「ラーマヤナ』の舞台となったキシュキンダーの王城ハ

ッ ト ウ ー シ ヤ

古代核戦争の廃墟から出撃するアトランティスの軍隊 1 

[放射能の後遺症] 
核爆発は、人体に直接・間接に悪影響を及

ぽす。それは広島・長崎の例でもよくわか

るが、古代に全地球的規模の核戦争が行な

われたとすれば、放射能による後遺症の記

録が、なんらかの形で残っているはずだ。

この点に関し、地球文化研究所の高橋は、

イースター島のモアイ・カヴァカヴァや

オルメカ、チャビンの彫刻が、放射能障

害としてのケロイドや奇形、甲状腺腫、.

クレチン病などを表していると指摘する。

このような土偶や石像、木像は、似たよ

うなものが世界各地で見つかっている。

ネアンデルタール人がクル病にかかって

いた、というのは有名な話だが、クル病

は放射能障害の後遺症とみることもでき

るのだ。古代核戦争の結果、生き残った

者の子孫はその悪影響で退化したことも

十 分 に 考 え ら れ る 。

ケロイドのあとを示すオルメカ遺跡の出土品



 
蛙子ひるこをかかえて悲しむ父親(イザナギ) 

[ボリショイ・キテ

ジ] 
ロシアの民衆の問に今も生き続ける地底王

国の伝説の中で、最もよく知られ、親しま

れているのがボリショイ・キテジの物語で

ある。ジンギスカンの孫バツーの率いるモ

ンゴル軍の攻撃のさなか、突如、地底に消

えたスズダリ公国の都ボリショイ・キテジ

の話はロシアの作家や詩人、リムスキー・

コルサコフのような作曲家が取り上げたお

かげで、今なおその存在を信じる人が跡を

絶っていない。一二三六年に消えたこの都

の住民は、伝説によれば、今も地底でしあ

わせな生活を送っており、スズダリ公国の

故地に近いスベトロヤーリ湖の水面に、と

きおり町の姿を映し出すといわれている。

実際にこの湖を調べたダイバーたちは、伝

説を裏づける証拠を湖底に見つけることは

できなかった。しかし、この小さな円い湖

を取り巻く周辺の台地には、かつてこの地

を訪れた信者たちが掘ったとされる人工の

洞窟が無数にあり、内部は何層かの迷路に

なって、地上に通気孔が残されている。さ

らにスベトロヤーリ湖一帯を含む、ヴォル

ガ沿いのマリ族居住地区の到るところに、

このような人工洞窟や地下トンネル、地底

湖や地下川、あるいは巨大な陥没地がある。

ということは、やはりこの一帯にかつて

ボリショイ・キテジの伝説を裏づける地

下都市が実在したことを物語っているの

ではないだろうか。  

    

    

 

 

[マハーバーラタ]
インドに伝わる世界最大の叙事詩。バー

ラタ族の戦争伝説を中心とする全一八巻

ニニ万行に及ぶ詩編の起源は、遠く二七

〇〇年前まさかのぼで遡る。作者はヴィ

ヤーサと呼ばれるマハーバーラタの勇士

と同時代に生きた伝説的聖人。物語の舞

台となるのはガンジス河とヤムナ河のメ

ソポタミア両河にはさまれたクルの大平

原である。ここでバーラタ王の血を分け

あった二組の子孫パーンダヴァとカウラ

ヴァの両派が王位をめぐって対立を深め、

遂には最終戦争によって共倒れの悲劇に

終わる。全編の筋書きは、ホメロスの伝

えるギリシア叙事詩『イーリアス』の構

成に通じるものがある。両陣営が決戦に

臨んで用いた兵器の数々と戦闘の場面は、

この説話が今から二七〇〇年以上も昔の

戦争を扱ったとは想像もできないほど現

代的であり、ククラやアグニのような核

ミサイルを思わせせんこうるもの、核爆



発の閃光とその後生じる放射能障害を描写

したようにみえる記述が"十八日戦争"を扱

った六～九巻の随所にあらわれる点は大い

に注目されてよい。また、この叙事詩に登

場するクル族(バーラタ族)の英雄が、日本

神話の高天原で活躍したわれわれの祖先と

一致することも興味深い(徳間書店刊『謎の

新 撰 姓 氏 録 』 参 照 ) 。

[ムー王国の地下都

市] 
紀元前六八七年の最後の異変前に、シュメ

ール語でムーと呼ばれた宇宙船を駆使して

いたわれわれの祖先は、以下の地域を含む

地球上の各地に、大規模な地下都市群とト

ンネル網を残したとみられる。 

クーガ(中国) 

ラサ(〃) 

トルファン(〃) 

トンホワン(〃) 

コイリン(〃) 

ユエヤン(〃) 

ムスタング(ネパール) 

アティス(モンゴル) 

コリマ(ソ連) 

キテジ(〃) 

シルダリア(〃) 

オデッサ(〃) 

カフカス(〃) 

アルメニア(〃) 

カーネーリ(インド) 

ジュンナール(〃) 

ワハンスカヤ(アフガン) 

ゴルガン(イラン) 

アニ(トルコ) 

カッパドキア(〃) 

サモス(ギリシヤ) 

クレタ(〃) 

ローマ(イタリア) 

クマエ(〃) 

エニャーツィア(〃) 

モーディカ(〃) 

べツサ(〃) 

カルパート(チェコ) 

プロバン(フランス) 

ピレネー(スペイン) 

グランカナリァ(〃) 

タンジール(モロッコ) 

アハガル(アルジェリア) 

マトゥマタ(チュニジア) 

バールベック(レバノン) 

クムラン(ヨルダン) 

エルサレム(イスラエル) 

ギゼー(エジプト) 

ゴンダル(エチオピア) 

クライン(南アフリカ) 

ワマ(ナイジエリア) 

マラニヨン(フラジル) 

ロンカドル(〃〉 

サンタカタリーナ(〃) 

ロライマ(〃) 

アタカマ(チリ) 

ラノララク(〃) 

ティアワナコ(ボリビア) 



ナスカ(ペルー) 

クスコ(〃) 

マチュピチュ(〃) 

クエンカ(エクアドル) 

サンアウグスティン(コロンビア) 

テクパン(グァテマラ) 

ロルトゥン(メキシコ) 

アカンバロ(〃) 

チョルーラ(〃)その他 

[ムスタング] 
チベットとネパールの国境地帯に、ムスタ

ングと呼ばれる地方がある。ここにはかつ

てムスタング王国があり、チベットやネパ

ールの諸王朝から独立した王侯が、長い間

勢力をもっていた。フランスの探検家ミシ

ェル・セペールは、一九七〇年代の初期に、

ヒマラヤ山中の険しい谷に囲まれたこの地

を調査することになり、ロ・バス族の居住

地に近い荒涼とした山の絶壁で、みごとな

掘削技術の跡を示す二九の人工洞窟群を発

見した。これらの洞窟は、絶壁の中ほどに

等間隔で口をあけ、中に入ると秘密の通路

でつながっていて、奥には広いホールと大

小無数の部屋があった。現代の石工も及ば

ない高度な技術を使ってきれいに仕上げら

れたこの洞窟遺跡は、明らかに、いつの時

代か、大勢の人間が共同生活を営んだ跡に

ちがいないが、セペールによれば、この地

に長く住むロ・バス族も、この遺跡を残し

た人々については、何も知らなかったこの

遺跡に関する情報をマイケル・グラムリー

から入手した地球文化研究所の高橋は、一

九九二年に現地におもむきジョング河谷の

北面斜面にうがたれた無数の人工洞窟を調

査した。しかしその後、この遺跡を中国政

府やネパール政府が本格的に調査したと

いう話は聞いていない。ヒマラヤ山脈の

国境をめぐる関係諸国の紛争の原因は、

案外、これらの洞窟に眠る未知の文明の

遺産にかかわりがあるのかも知れない。

 

ラーマヤナ 
『マハーバーラタ』と並び称されるイン

ドの英雄叙事詩。全七巻。作者は前三世

紀の詩人ヴァールミーキと考えられてい

る。物語はヴィシュヌ神の化身ラーマが

ガンジス河の北にあるコーサラ国王ダシ

ャラタ王の息子として生まれるところか

ら始まる。首都アヨーディヤの宮廷に育

ったラーマはシータと結婚し王位を約束

されていたが、継母の陰謀によって森に

追放され、そこで魔王ラーヴァナにシー

タを奪われる。猿王スグリーヴァと同盟

を結んだラーマは、ハヌマーンの協力で

シータがランカの宮殿にとらわれている

二とを知り、ラーヴァナとの一大決戦に

おもむく。ラーヴァナとの壮絶な戦いと

勝利の後シータを取り戻したラーマは、

シータの純潔を確かめた上でアヨーディ

ヤに凱旋がいせんし、王として迎えられて

善政をしく。このような内容をもつラー

マ物語は一片の美しい口マンだが最近こ

の叙事詩は、ヴィマナ"と呼ばれる""宇宙

船や""プシュパカ""と"いう不思議な空中



戦車が登場することで注目されている。こ

の叙事詩の中で魔王に仕立て上げられたラ

ーヴァナが美女ヘレネーを誘拐したトロイ

の英雄パリスとして欧米に知られている太

古日本の大王オモタルヒコであったことも

さらに注目されてよい(『謎の新撰姓氏録』

参 照 ) 。

国常立の息子クベ－ラとシバの都とされたチベットのカ

イラス山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その昔、地球は大異変に見舞われ、恐

るべき洪水が発生して、海と陸の形はす

っかり変わってしまった…: 

 尭・舜の時代に地球全土は戦火に包ま

れ、禺は洪水の後始末に追われた 

 ところが、このような戦争と異変の混

乱に乗じて、人身牛首の神を祭る者、蛇

身人首の鬼を祭る者が西から東へ次々と

来たり、我らの地に住みついた 

          ー『契丹古伝』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 5 章 

ムー文明の継承

者・東大国と日本 
高橋良典の仮説 II 

 

 

 
キンバレー山脈の岩壁に 

描かれた古代日本の帝王ラ・ムー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナスカ平原に描かれた地上絵 

 

チャーチワードは語るー「今から一万二

〇〇〇年以前に栄えたムー大陸の住民カ

ラ族は、イースター島からアメリカに植

民してカラ帝国をつくると同時に、イン

ド方面にも植民してナーガ帝国、ウイグ

ル帝国などをつくった」と。彼の説く「ム

ー文明」がかつて宇宙規模の広がりをも

つ「空艇文明」であったことは、のちに

概説するとおりだへ第 8 章参照)。が、は

たして、チャーチワードの仮説に登場す

るカラ族が世界各地にムー文明の都市を

つくったというのは、考古学その他の学

問から明らかにできる確かな事実なのだ

ろうか。この点に関し、地球文化研究所

の高橋は、ムー文明時代のカラ族が世界

各地に雄飛していた当時の証拠を求めて、

過去二〇年余り調査を進めていくうちに、

以下に述べる貴重な手がかりをつかんだ。

つまり、われわれは今のところム!王国の

実在を直接的には証明できないが、『契丹

古伝』という稀有の書物に記された東大

国と、そこに登場するカラ族の存在を明

らかにすることによって、間接的にムー

王国の実在を証明できるのではないか、

と い う 見 通 し を 得 た の だ 。



 

「いさかひを避け、とこしへに温れむいのちを重

ねしめよ」と記されたエクアドル地下都市出土の

黄金の胸飾り 

証拠 1 

大いなる『契丹古

伝』 
今から一〇〇〇年ほど前(九四二年)に遼の

史官を務めた耶律羽之の手に成る王家の書

『契丹古伝』は、.やまとふみししとさつか

みすち『耶摩駝記』『氏質都札』『汗美須鍾』

さいせいしようしよひ『西征頚疏』『秘府録』

『神統志』『費みこくししんいんたいき彌国

氏洲鑑』『辰殷大記』『洲鮮記』の九つの史

料をテキストとして編纂されている。そこ

には、今日のわれわれが三〇〇〇年の時の

流れの中で転変と流移の果てに忘れ去って

しまった、はるか昔の日本人の祖先の歴史

が脈々と息づいている。『契丹古伝』の目的

は、建国まもない遼(契丹)の王家がみずから

の歴史的背景と正統性を明らかにしながら、

漢民族の中原支配に抵抗する周辺諸民族の

団結をリードし、鼓舞するところにあった。

が、同書は結果的に、われわれ日本人が

今となっては入手できなくなった、『耶摩

胎記』をはじめとする八世紀以前の古代

史料を駆使することによって、記紀や他

の古史古伝から洩れてしまった渤海滅亡

以前の高句麗・日本の太古史を明らかに

している.、同書がわれわれに垣間見せて

くれ 

 

 

"幻の""東大国""首都分布図

"

東大国の主要都市リスト 



                             

る太古日本の歴史は、その内容があまりに

も通説とかけ離れているため、これまで欧

米や中国の学者が流布してきた世界史の常

識に従えば、全くの空想としか見えない。

が、『契丹古伝』によれば、われわれ日本人

と契丹人の共通の祖先である東大神族の歴

史は、過去三〇〇〇年にわたってエジプト、

シュメ;ル、インダス、黄河の地を次々に侵

略してきたアトランティス人、つまり中あ

や国で漢人として知られる欧米の支配階級

アッシリヤ人～アーリヤ人の手で抹殺され、

改ざんされてきたという。つまり、われわ

れがこれまで教わってきた紀元前の日本と

世界の歴史はすべて虚構であり、われわれ

の祖先の真実の歴史、カラ族(タル族)と呼ば

れてきた東大神族がかつて地球のすみずみ

に築き上げてきた輝かしいムー文明の歴

史は、アトランティス人(漢人～アーリヤ

人～アッシリヤ人)の手で巧妙に流布さ

れてきた歴史の通説にひそむ大ウソを暴

かなければ明らかにできない、というこ

とを同書は訴えているのである。はたし

て、『契丹古伝』に書かれていることは、

全面的に信頼してよいものか。そこに記

された東大国は本当に紀元前七世紀ころ、

地球の大部分を治めた国だったのか。ま

た、当 

 

サハラ砂漠に描かれた太古日本人の岩絵と文字

アフリカに侵入したアトランティス(アッシリヤ)の同

盟軍と戦うムー(カーリァ)の戦士たち 

サハラ砂漠の伝説の都イジュンハンの位置を示す地図 

時の東大国王スサダミコが歴史的に実在

したとすれば、その証拠は、世界各地に

どのような形で残っているのか。今、わ

中原の首

都 

鹿児島県川内平野の入来(い

りき〉 

東原の首

都 

アラスカ南部の州都ジュノ

ー 

南原の首

都 

ニュージーランド北島のマ

ヌカウ 

西原の首

都 

アフリカ南部のジンバブエ 

北原の首

都 

カザフ共和国のケンピルサ

イ 

神京 パキスタンのペシャワル 

秦率母理

京 

オーストラリアのジランバ

ンジ 

離京 イースター島のホツイチ 

海京 エクアドル海岸部のエスメ

ラルダス 

斉京 ケニヤのヒラッタスヒル 

仲京 韓国迎日湾地区の高壇耶(か

こや) 



れわれが明らかにしなければならない疑問

はあまりにも多く、一朝一夕には解決でき

そうもない。けれども、高橋は、彼自身の

専門分野である古代文字の研究を通じて、

今では『契丹古伝』に書かれていることが、

ほぽ全面的に正しいのではないか、という

見通しをもつようになった。『契丹古伝』に

記された東大国の伝説の都をいくつか現地

調査していくうちに、彼は、日本神話の高

天原が東大国の中原地方(日本からインド

に到る地域)に実在したことや、アンデス・

ヒマラヤの奥地にムー文明の痕跡が残され

ていることを突きとめた。そればかりでは

ない。以下に記すごとく、『契丹古伝』に書

かれたとおりの「歴史の抹殺」が、奈良時

代以前の日本で実際に行なわれた証拠をつ

か ん だ の で あ る 。

ムー(カーリア)との戦いを示すヒッタイトの壁画 

抹殺された神代の

記憶 

一九九三年に遷宮せんぐうの大祭を二十年

ぶりに迎えた伊勢神宮。その伊勢神宮の

境内にある神宮文庫に古くから収められ

た史料は、奇妙なことに、漢字でも仮名

でもない不思議な文字で書かれている。

この由緒ある神社に源義経や平将門が残

した歌、菅原道真や稗田阿礼が奉納した

詩歌に、現在のわれわれが知らない文字

が使われているのはなぜか。これまでわ

れわれが学校で教わってきた歴史によれ

ば、古代の日本に漢字以外の文字はなく、

漢字以前の文字もなかったことになって

いる。ところが、実際に古墳から出土し

かめかんた鏡や、甕棺に副葬された弥生

時代の遺物、各地の博物館に収納された

縄文土器を丹念に調べてみると、それら

の表面には、伊勢神宮の奉納文に使われ

ているものと同じ文字が刻まれている。

 

新しい読み方 

ヒツキヲアタヘム 

従来の読み方 

日之光天下大明見 

鏡(模写)と解読結果(東京国立博物館蔵)

この章で紹介したいくつかの例を見ても

わかるとおり、漢字伝来以前にそれらの

文字が使われたことは確かである。にも



かかわらず、奈良時代に成立した『古事記』

や『日本書紀』に漢字しか使われていない

のはなぜか。今日の学界では、江戸時代に

本居から宣長が「上古文字なし」「漢ごころ

を廃せ」と主張して以来のしきたりに従っ

て、古代の日本には文字がなかったことが

通説とされている。が、事実に即していえ

ば、古代の日本には縄文時代から文字があ

ったし、漢字以外に旧字と新字の区別があ

ったことは文献にもはっきり記されている

(書紀・天武十一年の記載ほか参照)。宣長は

『日本書紀』を軽視するあくだりまり、同

書の天智六年の条に記された「築紫都督府」

の設置とそれに伴う「漢字使用令」が、カ

ラ心を廃してアヤ心(漢人あやひとのいつわ

り)を育てたことを見過ごしてしまった。再

び事実に即していえば、古代の日本から神

代の文字とカラ心が消されてしまったのは、

六六三年の臼村江の戦いで、カラ族(日本)

がアヤ人(中国)に決定的な敗北を喫したか

らである。つまり、われわれがカラ族固有

の文字で記録された太古日本の輝かしい歴

史をことごとく見失ってしまったのは、臼

村江の大戦後、九州の大"宰府に進駐して日

本占領軍司令部"""築紫都督府を設置したア

ヤ人ら(唐の軍人官僚二千余人/書紀・天智八

年の記事参照〉の陰謀により、それまで使

われてきた神代文字の使用を禁止され、漢

字の使用を強制されたことが最大の原因な

のだ。「築紫都督府」が唐の占領軍司令部を

意味していることは、この時期にくだらこ

ま日本とともに唐と戦った百済と高麗のそ

れぞれの都が、唐に敗れたのち、「熊津都督

府」「平壌都督府」という、同じ「都督府」

の名称で唐軍の占領管理下に置かれた例を

見 れ ば 明 ら か

太古の秘密を記した宮下文献である。こ

の時代に、われわれはそれまで使ってき

た固有の文字を公式の書物に用いること

をやめ、神代文字で書かれた古史古伝を、

『古事記』『日本書紀』のような漢字表記

の書物に書き改めた。その結果、白村江

の敗戦以前にわれわれの祖先が世界各地

に雄飛していた記憶は、地名・人名の漢

字化とともに次第に失われ、日本の有力

氏族がかつてインド、ヒマラヤ山脈の麓

にも高天原の都を定めて、アジアからア

フリカ、アメリカ大陸に到る九州全土を

治めていた時代の輝かしい歴史も徐々に

失われてしまった。『契丹古伝』は、紀元

前の日本人が、東大神族と呼ばれたカラ

族(クル族)の一員として、紀元前のインド

でもテイルムン(太古の目本)の高度な建

築技術のあとを示すモヘンジヨダロ遺跡

活躍していたことを伝えているが、当時

の記憶は、九世紀の初めに万多親王らが

編纂した『新撰姓氏録』という有力氏族

の家系由来記に化石的な形でかすかに痕

跡 を と ど め る の み で あ る 。



よみがえる高天原

の神々 
だが、この『新撰姓氏録』に残されたわず

かな情報だけでも、われわれの祖先の失わ

れた歴史を復元する上で、はかり知れない

意味をもっている。例えば、そこには、京

都の祇園祭りで有名な八坂神社の一族が、

朝鮮半島から日本列島に移り住むはるか以

前に中国大陸の久留(呉仔長江流域)にいた

こと、その前はタイの川麻乃(チェンマイ)

にいたこと、そしてさらにその前はインド

東部の意利佐(オリッサ)にいたことが記さ

れている。九世紀末に遣唐使を廃止して国

風文化の復興につとめた菅原道真のルーツ

を『新撰姓氏録』に基づいて調べてみると、

これまで実在したか確力めようのなかった

日本神話の高天原の所在や、そこで活躍し

た日本の神々の実体がはっきりしてくる。

この書物から、われわれは、菅原一族の

祖先の天神たち、初代の穂日(ホピ)や息子

の夷鳥(イドリ)、末孫の鵜濡淳(ウジュヌ)

らがインドのデカン高原を流れるゴダバ

リ河とナルマダ河の流域に住んでいたこ

とを知るだけでなく鵜濡淳がウジャイン

(ナルマダ河の北)の町に、夷鳥がインドー

レ(ウジャインの東方)の町に、また穂日が

ボーパール(インドールの東)の町に拠点

を定めて、これらの都市を建設したこと

が読みとれるのである(高橋良典著『謎の

新撰姓氏録』徳間書店刊を参照)。そして、

これから述べることが最も重要なポイン

トであるが、実際にわれわれ探検協会の

メンバーがインドのデカン高原へ調査に

行ってみると……。驚くなかれ、穂日の

町や鵜濡淳の町はここにちがいない、と

単に文献から仮説を立てたにすぎないボ

ーパールやウジャインの古い寺院の壁や

古城の敷石のいたるところで、われわれ

は、日本の神代文字で書かれた古代日本

語の銘文を発見することができたのであ

る(第 6 章参照)。このことは何を意味する

かといえば、それは、菅原氏に代表され

る日本の有力氏族が、かつてインドのデ



サハラ砂漠の洞窟に描かれたムー(太古日

本)の女王ガーナカン高原にいたことを示

している。そればかりではない。われわれ

がデカン高原の中心部にある有名なアジャ

ンタ石窟寺院の最古の柱から写しとった刻

文を、あとで高橋が解読してみるとそこに

は、伊勢神宮の古代文字で「クダハラマロ」

(管原麻呂 V と読める寄進者の名が刻まれ

ていたのだ。クダハラマロのタダハラ(管原)

は、『姓氏録』によれば、菅原氏の元の氏族

名である。そのクダハラ氏の男子の名がア

ジャンタにあるということは、いまや疑い

ようもなく、菅原氏の祖先がインドのデカ

ン高原でも活躍していたことを証明してい

る 。

ア

ジャンタの石窟に描かれた壁画そして、

紀元前三世紀まで湖るアジャンタ石窟の

創建者が菅原道真の遠い祖先であったと

いえるなら、天神の穂日や夷鳥たちが活

躍したという日本神話の高天原は、まち

がいなく、インドのデカン高原に実在し

たといえるのだ。一九九〇年に高橋が、

『新撰姓氏録』という歴史学会公認の文

献から"導き出したデカン高原""高天原仮

説"は、今やわれわれだけでなく、インド

のデカン高原へ行った人なら誰でも、現

地と日本に共通する神代文字碑文を目に

することによって、決定的な形で確かめ

られる。しかも、彼の仮説は、インド人

と日本人の言葉や遺伝子を調べた専門家

の研究によっても、また、インドと日本

の古い伝説や祭りの伝統、考古学上の遺

物を比較した研究者の報告によっても、

二重、三重に重なる結論として確実に裏

づけられる。今なお戦いはやまずこのよ

うに見てくると、われわれの祖先がかつ

て中原(インドから日本に到る地域)に都

を定めて世界全体を治めたという『契丹

古伝』の言い伝えは、現在のわれわれに

とって確かに信じがたいものではあるが、

太古日本の忘れ去られた歴史の真相をか



な り 正 確 に 伝 え て い る こ と が わ か

ライオンと格闘する太古日本の王ギルガメ

シュる。日本ではこれまで、江戸時代に神

代文字の存在を明らかにした平田篤胤の功

績が学問的に根づかなかったため、過去二

〇〇年問、欧米の考古学と言語学の発展に

貢献し、オリエント世界の古代史を解明す

る上で決定的に重要な役割を果たしてきた

碑文学の伝統がなかった。けれども、今や

われわれは、過去二〇年にわたる高橋の調

査によってその正しさが明らかになってき

た古代カラ族の神代文字を有力な武器とし

て、世界各地に築かれたカラ文明の諸都市

を探りあて、『契丹古伝』に記された東大国

の位置や、高天使鶏という空艇に乗って世

界を駆けめぐったわれわれの祖先の足跡を

発見できるようになった(第 7 章参照)。『契

丹古伝』に登場する東大国の実態を解明す

る作業は、ここ数年前に始まったばかりで

ある。そのため編者の耶律羽之が採録した

九つのテキストの史料価値も、今のところ

定まっていない。また、『契丹古伝』に記さ

れた原日本人のカラ族と、チャーチワー

ドが紹介したムー文明の建設者ーカラ族

との関係も十分に明らかになってはいな

い。しかし、高橋の見通しでは、二つの

カラ族は時代を異にする同じ日本人の祖

先であり、『契丹古伝』のカラ族が建設し

た東大国は、紀元前六八七年(C14 年代で

一万二〇〇〇年前)の大異変で滅亡した

ム f 文明の継承国家ではなかったかとい

う。世間では、チャーチワードの唱えた

ム i 文明とプラトンが紹介したアトラン

テイス文明が、ともに今から一万二〇〇

〇年前に滅び去ったと伝えているが、『契

丹古伝』というたぐい稀な文献とデカン

高原に残されたカラ族碑文に基づけば、

ムー(カラ)とアトランティス(アッシリヤ/

アーリヤ/アヤ)の戦いが異変によって中

断されたのは、前八世紀から前七世紀に

かけてのわずかな期間であった。

アトランティス(ギリシア)との戦いを見

守るトロイ(ムー)の英雄パリスムーとア

トランティスの戦いは、われわれの見方

によれば今なお続いておりこの戦いは、

日本人が『契丹古伝』に記された太古の

歴史を解明し、アヤ人によって長いあい

だ教えられ続けてきた虚構の世界史を書

き改めない限り終わることはない、とい

うのがわれわれの偽らざる思いである。



[アヒルクサ文字] 
アヒルクサ文字は、伊勢神宮・出雲大社な

どの由緒ある神社や旧家に古くから伝わる

神吠岐諄のひとつ。九州の阿比留家に伝わ

る阿比留文字の草書体と考えられたことか

ら、江戸時代の国学者として有名な平田篤

胤らによってアヒル草文字と命名された。

が、本来はアヒル文字と別個に発生した紀

元前の文字で、最近は股いん代甲骨文字の草

書体ではないかと考えられている。アヒル

クサ文字に代表される日本の古代文字は、

伝世資料によって百数十種類あったことが

知られているが、古墳・甕棺から出土した

鏡や刀剣、縄文時代の土器・土面、石造物

の表面に刻字が確認されているのは、今の

ところアヒルクサ文字以外ではイヅモ文字、

トヨクニ文字、北海道異体文字などの数種

に限られており、今後の研究が待たれてい

る 。

伊勢神宮神宮文庫に収められたアヒルクサ文字とイヅモ

文字の奉納文 

汗美須鍾かみすち 

『契丹古伝』に引用された史料。汗美須

錘(神統)には次のような内容が記されて

いる。神祖ヨセフは、ヒンズークシュ山

脈の南のふもとにあるアソタの地に都を

定め、その都をペシャーワルと名づけた。

ペシャーワルは神の都である。ヨセフは

シャー・ジ・キのシャーンキヤー王に命

じてこの都を治めさせた。彼はまたシラ

ヒゲアケ(白髭王)に命じて朝鮮半島の迎

日湾地羅らしめ、この地を高壇邑と名づ

けた。高壇の地は太陽つき観測の中心地

(都祁)であった。高壇邑は南アフリカのア

スハムとエクアドルのエスメ一フルダス

を結ぶ大円軌道の中点に位置するため、

仲京と呼ばれた。ヨセフはエクアドルの

コカムイトパクシ神に命じてエスメラル

ダスに居らしめ、その地をグアヤスと名

づけた。グアヤスの港グアヤキルは太平

洋航路の重要拠点だったので、海京と呼

ばれた。彼はまた南アフリカのアカムイ

スハム神に命じてケニヤのムグルクに居

らしめ、その地をヒラックス・ヒルと名

づけた。ヒラックス・ヒルのあたりはア

フリカに住むカラ族の宗教的聖地となり、

キスームの都、斉京と呼ばれた。彼はキ

リコエアケ(聞得王)に命じてボゴングの

地(オーストラリア)を治めさせ、その都を

ジランバンジと名づけた。ジランバンジ

は神祖ヨセフが最初に降臨したところモ

リなので、始祖降臨の都と呼ばれた。キ

リコエアケは、ジランバンジのほかにも、

イースター島のハンガ・ヌイに宮殿を建

てて住んだ。ハンガ・ヌイの地はホツイ

チと呼ばれ、ラノニフラク火山のふもと



にあって神都ペシャーワルから最も離れた

地球の裏側の地にあたるため、離京と称さ

れた。キリコエアケは生まれたときから頭

に刃のような角をそなえ、常人とはちがっ

ていた。彼は人問に害をなす悪霊や邪鬼を

退治するのが何よりも好きだった。死者を

甦らせたり、病気を封じたり、気の流れを

変えたりする秘密の行法を二十四項目にわ

たって体系化したのは彼である。彼の教え

は今でも有効であることが確かめられてい

る 。

イースター島遺跡分布図。ラノ・ララクの東に離京があ

った。 

[契丹古伝] 
遼の耶律羽之がまとめた契丹王家の歴史

書。全文四六章から成り、次のように始

まる。いま神とは何かを考えてみるに、

古くからの言い伝えでは、神は光り輝く

ものとある。その光り輝くようすはたと

えようもない。しいてこれを譬たとえれば、

日の光に輝く鑑のようである。そこで鑑

は太陽神をかたどったものとして日神体

と書かれ、カガミと読まれる。その昔、

天界を統治した太陽女神たる我らの目祖

アメウシハクカルメ"(阿乃法翅報云亭霊

明""天"統治日霊女)は、シベリア南部のエ

ニセイ川中流域に広がるミヌシンスク盆

地に宇宙船で着陸し、盆地の南部から東

部にかけてつらなるサヤン山脈のふもと、

カーメンヌイで日孫を産まれた。のちに

東大国主となられた日孫ヨセフ皇子は、

またの名をアバカンといい、スサダミコ

ともいう。ミヌシンスク盆地の中心都市

アバカンにその名をとどめる目孫に、目

祖はみずから乳を与え、彼が大きくなる

と、コマカケと呼ばれる飛行艇を与えて、

地上に降臨させた。これが我らの神祖ヨ

セフの誕生の由来である。ヨセフを神祖

と仰ぐ我らカラ族は、世界の各地で活躍

した。カラ族の勇者はイースター島のラ

ノ・ララクの南東にあるホツイチの霊廟

にまつられ、各地のカラ族の都はいずれ

もコマヤ(高麗国・高天原)と呼ばれ、国名

をシウク、族名をシウカラ、国民をタカ

ラと称し、国王をシウクシフとたたえた。

シウクとは東大国とうだいこく、シウカラと

は東大民族、シウクシフとは東大国主と

いう意味である。神祖ヨセフの子どもや



孫が世界の各地でカラ族の国を受け継いだ

のは、ヨセフの時代にカラ族が世界的な規

模で活躍したからである。紀元前の我らの

祖先の活躍を記した別の書物には、こう記

されている。すなわち、トコヨミカド"(常夜

帝""地下都市の王/"常世尊=不死の王)と呼

ばれた東大国主ヨセフは、初めオーストラ

リアのジランバンジに降臨し、次いでミヌ

シンスク盆地を見おろすアファナシェヴァ

の山に降臨した。オーストラリアとシベリ

アの二か所にカラの二つの源があり、同じ

シウ氏を名乗る二つの宗族がいるのは、神

祖ヨセフの右のような降臨にともなって、

我らの祖先が現地にとどまったからである。

紀元前七世紀にカラ族の一員となったティ

ルムン(東冥ー日本～インド)の人々はヨセ

フの子孫ではなく、大洪水のあとティルム

ンの楽園に住んだウトナピ"シュティム(阿

辰法須氏""""天御中主""禺)の子孫であ"る。

アフリカのカラ族の王としてその名を世界

中の人々に知られたエチオピア王タルハカ

(寧義氏=ニンギルス=ニニギ)が"現れたの

は、ウトナピシュティムの時代より八〇〇

年ほどあとのことである。ウトナピシュテ

ィムやタルハカ、ヨセフの時代に我らの祖

先が世界の各地で活躍したことを垣問見る

につけても惜しまれるのは、その後千数百

年の問に我らカラ族のかつてのつながりが

見失われ、祖先の貴重な記録が散逸さんいつ

してしまったことである。そこで私は複雑

にからみあった瓜うりのツルや綿糸のかた

まりを解きほぐす思いでカラ族の失われた

歴史を解き明かし、その昔、カラ族の祖先

が今とは比べものにならないほど広大な土

地で活躍した時代があったことを明らかに

したいと思う。 

 

アッシリヤ(アトランティス〉の宮殿 

西征頌疏さいせいしようしよ   

『契丹古伝』に引用された史料。西征頒

疏には、紀元前七世紀の戦いのようすが

断片的に次のように記されている。神祖

ヨセフはいよいよ西に向かって反撃を開

始するにあたり、ボルネオ島の西部にい

たクチン王の軍隊を同島南西部のクタパ

ン要塞に移し、デカン高原中部にいたサ

ガール王の軍隊をインド半島最南端のア

ーディチャナッルール要塞に移動させ、

南オーストラリア海岸の中部にいたユー

クラ王の軍隊をエーア湖の西にあるクー

バーピジー要塞に派遣して攻撃の準備を

させた。そしてついにみずから大軍を率

いて怒濤のごとくエリュトラ海を渡り、

アフリカに侵入した敵軍を駆遂してサハ

ラ砂漠の西にあるイジュンハンの丘に達

し、夕ロホスとイン・タデイニの間にタ

デメッカの都を設けてカラの同朋を救出

した。ここにエリュトラ海とあるのはイ

ンド洋のことである。イジュンハンはア

フリカ大陸のさいはて、夕陽が沈む西ア

フリカの海岸に近いアドラール・デ・ジ

フォラスの高地にある。スサダミコ神祖

ヨセフ(順嵯檀彌固"""山幸彦ホホデミ)は

紀元"前六六〇年に即位してみずから東

大国を治められた。そしてこの記念すべ

き年から数えて八八 0 年たった紀元二二

〇年、高句麗の山上王位宮とその弟の百

済王仇首(山上王ちほやえちくの弟の蘭

須)は千穂八重築しかむのみね紫神之峰



と呼ばれた九州・鹿児島の八重山に登り、

漢帝国の滅亡を祝って、「秀穂立つシナカキ、

とよあしかびさか神が培えけむ、豊葺芽栄」

と神に感謝した。この年カラの人々はつい

に漢帝国の支配から脱し、再び日祖ゆかり

のカラの故地を奪回して、日向高千穂と呼

ばれた霧島山の神の都に永くとどまれるよ

うになったのである。その後およそ[六〇年

余りたった紀元三九一年、高號の好太王は

右のように栄ある東大国の伝統を継いで高

句麗王となり、大いに我らの旧領を回復し

て広開土王(コウカイトワケ～トコイカウ

ワケ～瑳競伊弐王～瑞競伊尼赫琿)と称え

られた。好太王の時代に人々は久しく失わ

れていた祖先の気風を取り戻し、カラ族の

勢いは再び盛んになったのであった。西征

頒疏によれば、カキとは稲葦神洲のことで、

稲穂が豊かに実る神の国という意味である。

 

シャンカ文字 
インドの初期仏教遺跡、サーンチー、バー

ルフト、あるいはデカン高原の先史美術の

宝庫バンパトケア、その他の遺跡から発見

されている謎の未解読文字。現地でシャン

力文字と呼ばれている、この未解読文字の

代表例は、図に示したアジャンタ最古の石

窟の柱に刻まれた文字群である。高橋良典

は『謎の新撰姓氏録』(徳問書店刊)の中で、

日本人の祖先、たとえば太宰府天満宮に祀

られた菅原道真らの祖先が、紀元前のイン

ド・デカン高原で活躍したこと、日本神

話の高天原の歴史的な舞台は、インドの

デカン高原だったという仮説を唱えてい

る。古来より日本で「天神さま」として

親しまれてきた菅原氏は、『新撰姓氏録』

によれば、かつて管原(くだはら)氏と呼ば

れた。そして、アジャンタ最古の石窟に

刻まれたシャンカ文字を解読した高橋は、

驚くべきことに、これを目本の由緒ある

神社に古くから伝わるアヒルクサ文字と

タガラ文字で、クダハ一フ(管原)マロ(麻

呂)と読んでいる。ということは、菅原氏

のような日本の有力氏族がかつてインド

のデカン高原で活躍したことを決定的に

物語っているのではないだろうか。石窟

の石柱 

 

 

石柱のシャンカ文字の解読結果 

辰殷大記しんいんたいき 

『契丹古伝」に引用された史料。辰殷大

記はこう記している。イサク(殷叔)と呼ば

れたイスラエル最後の王ホセア(忍穂耳)



には老年になっても息子がいなかった。そ

こでカラの人々からこの上なく高貴な人物

(殷越―干越)であると尊敬されていたイサ

クは、アフリカやヨーロッパ、小アジアの

各地に離散したイスラエルの人々を率いて

東方の聖地ティルムン(日本)へ旅立つにあ

たり、スサダミコ(密矩)と呼ばれたヨセフ

(火々出見)を養子として迎え、彼の後継者と

した。その後まもなくイサクは亡くなった

が、そのとき彼は八十九歳だった。こうし

て我らの神祖ヨセフが永遠のいのちを授け

とこよひこみこられた太陽の御子、常世トコヨヒ

コミコ日子御子(督抗費国密矩)としてイサク

の跡を継いだのは、紀元前六九五年(伊兮歩)

乙酉の秋、九月 (七月 )のことだった。

 

太古日本の王イサク 

ティルムン 
大洪水ののち、ペルシア湾の東方につくら

れた神々の楽園。シュメールの伝説によれ

ば、ティルムンは大洪水を生きのびたウト

ナピシュティムが神々とともに住むことを

許された楽園で、息子のギルガメシュがク

ラブ(イラク南部の古代都市)の英雄にな

ったあと、不老長寿の薬草を求めてやっ

てきた土地という。有名なギルガメシュ

叙事詩に、「はるかなる地、川々の河口」

にあると記されたティルムンは、別の言

い伝えによれば「太陽の昇る土地」にあ

り、計画的に区画された耕地を潤すすば

らしい灌潮用水路と井戸のおかげで穀物

が豊かに実り、町には立派な穀物倉庫が

あったという。神々の楽園ティルムンの"

すばらしさは""エンキとニ""ンフルサグ

""と名づけられ"たシュメールの粘土板に、

次のように記されている。ティルムンの

国は清らかだ/ティルムンの国は輝かしい

……/ティルムンからすでは烏が不吉な漣

霧あげることもなく、雄鶏がけたたまし

い叫びを発することもない/ライオンは生

き物を殺さないし、狼も仔羊をとらえな

い:…/眼病になる人もいなければ、頭痛に

なる人もいない/女性は年をとっても若々

しく、男性もまた老いを知らない…・シ

ュメール伝説のティルムンは平知そのも

ので、争いことや病気のない清らかな国、

人間がいつまでも若さを失わない輝かし

い国だった。以上のティルムンは、高橋

の研究によれば、太古の日本そのもので

あり、異変を生きのびたウトナピシュテ

ィムとギルガメシュは、あめのみなかぬ

したかみ輻体神話の天御中王、高皇産霊

に相当するという。つまり、ティルムン

は、ティムン(契丹古伝の東冥)ティプン

(契丹古伝の東表)に変化したあと、ジプン

～ジポン～ジッポンを経て日本になった

と い え る 。



 
ウルク(夏)の王ギルガメシュ(日本神話の高

皇産霊)の物語を記したアッシリヤの粘土

板 

 [秘府録ひふろく] 
 〔契丹古伝』に引用された史料。秘府

録にはこう書いてある。神祖ヨセフは、今

日アジアと呼ばれている地域を中心として、

アフリカからオーストラリア、アメリカ大

陸にまたがる広大な土地をカラ族のために

確保し、これを五つの地域に分けて統治し

た。彼はまず、マダガスカルのチアファジ

ャブナ王を南アフリカのジンバブエに派遣

して、東大国の西部を治めさせた。次に彼

は、北アメリカのシトカ王をアラスカのジ

ュノーに派遣して、東大国の東部を治めさ

せた。また彼は、九州の串木野カムイ神を

喜入(または入来)に派遣して、東大国の中部

を治めさせた。彼は中央アジアのカザフ(ま

たはケンピルサイ)にウラル山脈南部のカ

ンダガチ王を派遣して東大国の北部を治め

させ、ニュージーランド北島のマヌカウに

オーストラリアの南のタスマン王を派遣し

て東大国の南部を治めさせた。ヨセフは、

右のように東大国の諸大陸の統治を五人

の長にゆだねると、みずからは宇宙船に

乗って天空の安全をはかり、大海原を航

海する人々の安全をはかった。また彼は、

九州の句嬰国(のちの狗奴国)の司祭に対

して、つねづねの祭りことをおろそかに

することなく、東大国民の末ながい平和

と繁栄を保つよう心がけよと命じた。紀

元前七世紀にヨセフが東大国の五つの地

域を治める以前、これらの地域にはカラ

族以外の先住民がいた。北原と呼ばれた

中央アジァのステップ地帯には、遊牧民

族のマッサゲタイ人(没皮)と狩猟民族の

イユルカイ人(龍革〉がいた。西原と呼ば

れたアフリカ大陸には、穴居民族のギリ

ガマイ人(魚目)とティブー人(姑腹)がい

た。そして中原と呼ばれた東アジア地域

にはアイヌ(熊耳)とコロポックル(黄眉)

が住み、南原と呼ばれたインド・オセア

ニア地域には、マオリ人(苗羅)とパプア人

(孟潟)がいて農業を営み、海原と呼ばれた

アメリカ大陸にはジェー語族(菟首)とコ

リャ族(狼裾)がいて海洋漁業にいそしん

でいた。これらの先住民は、カラ族とと

もに東大国の国民になったとき、いずれ

もヨセフの指示に従い、言いつけをよく

守った。けれども、その当時インドにい

たバクトリア人(箔)とガンダーラ人(牌圏、

サカ人(籍)だけは性格が凶暴で手がつけ

られなかった。そこでヨセフは彼らを征

伐してインドから駆逐し、ベンガル湾に

追放した。 

費彌国氏洲鑑ひみこく

ししゆうかん] 



『契丹古伝』に引用された史料。費彌国氏

洲鑑には次のようなことが書かれている。

その昔、地球は大異変に見舞われ、恐るべ

き洪水が発生して、海と陸の形はすっかり

変わってしまった。この異変で地軸が傾い

た結果、大地は中国の北西部で縮んで盛り

あがり(ビルマ～チベット～ヒマラヤの隆

起)、南東部で引き裂かれて水没し蛇身人首

の鬼を祭る者が次々にやってきて我らの土

地に住みついた。そして彼らは我が東大古

族の神の子孫とみずからを偽つたばかりで

なく、伏犠や神農、黄帝、少昊なる人物を

我らの王の祖先に仕立てあげてその系図に

自分たちの祖先をつなげ、あるいは我らの

王を陶・虞と改めて彼らの王にみせかけた

うえでその子孫になりすまし、これら偽り

の神と王に対する崇拝を人々に強要してみ

ずかた(日本海溝～フィリピン海溝の形成)。

プングラン(乃后稜)諸島のあたりにあった

南シナ大陸と東北の大陸は沈んで海となり、

アジア大陸の地殻が太平洋方面に大きく傾

いて沈んだため、天が東に向かって海面か

ら遠ざかっていくように見えた。秦・舜の

時代に地球全土は戦火に包まれ、禺は洪水

の後始末に追われた。ところが二のような

ドサクサにまぎれて西からは人身牛首の神

を祭る者やらを聖帝の子孫なりと誇らしげ

に語っている。けれども、彼らは自分たち

の祖先だと思っていた発と舜が彼らの思惑

に反して東大古族の王であり、我らの祖先

であったことをはたして知っているのだろ

うか。西から我らの地にやってきて帰化し

た人々が王として仕えたのは、嘉・舜のあ

と世界の王になった夏の国の禺が最初であ

った。その後久しく続いた夏王朝の創始者

である禺のことを彼らは中国だけの王であ

ったかのように記しているが、これはと

んでもない間違いだ。というのも、史記

に記された禺は大洪水を生きのびてティ

ルムン(日本～インド)の楽園に住んだシ

ュルッパクの王ウトナピシュテイム(天

御中主nアソベ王朝初代ウソリ王)をさし

ており、彼のいた夏の国とは英雄ギ"ルガ

メシュ(高皇産霊尊"""アソベ王朝第二代

タミアレ王)が活躍したクラブ(呉羽)の都

をさしている。禺は中国だけの王ではな

く、世界全体の王であったことが西族の

伝承によっても確かめられるのである。

 

八咫やたの鏡文字 
一伊勢神宮に伝えられた八咫の鏡の表面

に刻まれた文字。これらの文字は従来、

ヘブライ語で左から右に向かって、エイ

エアシェルエイエ(我は在りて在る者な

り)と読まれてきた。しかし、そのような

読み方はヘブライ文字にもとづく根拠の

あるものとはみなされない。むしろこれ

らを分析した結果によれば、古代のサハ

ラ砂漠で使われていたティフィナグ紋字

で、あな畏けあがサハな崇めつることほ

イサクら言祝ぎつあな畏けサハな崇めつ

ると読める(地球文化研究所.高橋解読)。

つまり日本神話のイザナギに相当するイ

サク(古代イスラエル王国最後の王、ホセ

ア)が紀元前七〇〇年頃に、サハもしくは



サバと呼ばれた太古の宇宙船サブハをこと

ほいだことが記されたものと解釈される。

このサバは有名なシバの女王が使った空飛

ぶ乗り物であり、日本では天照大神の太陽

円盤として、古くから崇められてきた。、、

エ イ エ ア シ エ ル エ イ ア

伊勢神宮の八咫鏡文字 

 [耶摩駘記]「やまとふみ契

丹古伝』に引用された史料。著者の塢須弗

は、耶摩駘記の中でこう述べている。目本

がいまだかつて滅びることなく衰えること

なくして国を保ってきたのは、この国を治

める者がティルムン以来の輝かしい歴史を

見失わず、先代から受け継いだ伝統を大切

に守り続け、神の言葉にすなおに耳を傾け

て、人問としてなすべきことを行なってき

たからである。日本のことを秋洲とも書い

てアキシマと呼んでいるのは、紀元前七世

紀に神祖ヨセフがこの国に世界の都を設け、

目体列島を世界の中央島、央畿島アキシマと

定めたからである。 

 

[ヨセフ] 
旧約聖書にイスラエル十二部族の祖ヤコブ

の子として登場する人物。日本神話に山幸

彦ホホデミ(火々出見)、ホオリ(火折)として

描かれ、東日流外三郡誌つかるそとさん

ぐんしにウヘリ(宇比利)の子として記さ

れたマシカカ(馬司利)に相当する。紀元前

六九五年に亡くなったホセア(旧約聖書

のイサク/記紀のオシホ耳)の養子に迎え

られ、アッシリヤに滅ぼされたイスラエ

ル王家を再興したティルムン(東冥/日本)

の王。前八世紀から前七世紀にかけて、

アッシリヤ王サルゴン、センナケリブ、

およびエセルハドンと戦ったティルムン

王ウヘリ(大日霊女/アマテラス)の子、ス

ダース(須瑳檀密矩/ホホデミ)として実在

した。 

 契丹古伝に東大国主スサダミコの名で

伝えられたスダースは、前七世紀の戦争

と異変の時代に、われわれ日本人の祖先

(カラ族/クル族/カーリア人)を地中海、ア

フリカ方面からインド、日本へ安全に導

いた。その功績は忘れ去ることができな

い。彼は、前七世紀の初めにアッシリヤ

(アトランティス/アーリヤ)に征服された

ヨーロッパを除く地球全土を五つの地方

に分け、それぞれの地域に都を定めて世

界を統治した。旧約聖書に彼の父と記さ

れたヤコブ(ニニギ)は、前七世紀にアフリ

カで勇名をとどろかせたエチオピア朝エ

ジプトのファラオ、タルハカであり、彼

の息子と記されたエフライムは、記紀お

よび古史古伝にホホデミの息子として伝

えられたウガヤ皇子と同一人物である。

 



ティアワナコの 

太陽の門に描かれたヨセフ 

原日本古代文字発見地点日本探検協会/高

橋 良 典  調 査

日本探検協会では、デカン高原=高天原仮説を証明

するため、これまで何度も現地調査を行なってき

た。そしてその都度インドでも解読されていない

碑文を採集し、100 例以上の碑文を解読した結果、

古代の日本人はインドのデカン高原あるいはイン

ダス文明地域でも活躍していたことをつきとめた。

日本探検協会が毎年継続して進めているインド・

ネパール・古代インダス文明地域(ティルムン=日

本)の調査に協力下さる方は協会までご連絡くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽神アフラ・マズダはイーマに告げた 

おお、美しきイーマよ 

この邪悪なる世界に厳しい冬が訪れよう

としている 

雲高くそびえるかのアヴィ山の項きにも

厚い雪が降りつもるであろう 

そして水の豊かな緑なす牧場であるこの

大地もまた 

かつてない大雪に見舞われる 

さればイーマよ 

今のうちに大いなるバーラを造れ(この

大地に大いなる地下都市を造るのだー)     

        『ゼンド・アヴェスタ』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 6 章 

謎のムー碑文が語

り始めた 
探検協会の調査

1  
フォーセットのマスコット人形 

 

 

 

 

 

モヘンジョダロ全景砂漠の中に花開いた

レンガ造りのモダンな計画都市ーモヘン

ジョ・ダロ。かつてはインダス川の河口

にあって、今はウエスタン・ナラ・ルー

プとインダス川の間の細長い帯状の"""島

""に残されたこの廃壇には、すば"らしい

技術のあとを示す焼きレンガの建物群、

大浴場や穀物倉庫の跡がある。直角に交

差した広い街路の脇には精巧なサイフォ

ン式浄化槽に流れこむ暗渠式の下水道が

設けられ、ダスト・シュートのついた壁

の間を通り抜けて数階建てのマンション

の中庭に入れば、その奥には水洗トイレ

やシャワーのついた小部屋と快適なバル

コニーがある……。モヘンジョ・ダロは、

今で言えば東京やニューヨーク、パリの

清楚な高級住宅街といったところだろう

か。現代のそれに劣らない衛生設備が町

全体に施されている点を考慮すると、当

時の市民の住み心地は、今の下町よりは

るかに良かったことが想像される Q しか

し、モヘンジョ・ダロの住民を含むイン

ダス人について、われわれの知っている

ことはごくわずかだ。彼らがその当時話

した言葉は、いまだにどんなものかわか

っていない。インダス人の宗教や人種、



政治形態についてもいろいろなことが推測

されてはいるが、本当のところは誰にもわ

からない。インダス文明は、そもそも発生

の経過から滅亡事情にいたるまで、すべて

謎に包まれているのだ。もしも、インダス

文字が読めたら、これらの点について多く

のことがわかるにちがいない、とは誰しも

思うが、印章に刻まれた文字を漠然と眺め

ているだけでは、とてもその秘密を明らか

にすることはでぎそうにもない。はたして、

インダス文字は日本に伝わる古代文字の知

識で読めるのか読めないのか。これはさっ

そく試してみる価値がある。地球文化研究

所の高橋は、こうして解読に挑戦した。地球

文 化 研 究 所 に よ る 解 読 読 果

リポート 1 インダス文明

の建設者は日本人

だったモヘンジョ・ダロから出土

した図のような印章には、ユニコーンとみ

られる動物の上に、五つの文字が刻まれて

いる。これらの文字をトヨクニ文字で読ん

でみるとどうか(204 頁参照)。まず、左から

二番目の文字は、トヨクニ文字のト(田)か、

ツ(口)に相当するように見える。三番目の文

字はバ(ハ)かハであるらしく、四番目の文字

はナ(α)であるらしい。そして五番目の文

字は、トヨクニ文字には見当らないが、

この文字と混用してよく使われるアイヌ

文字のレ(R)に似ている。そこで左端の文

字を除いて、ひとまず読んでみると、ト

バナレかツバナレ、トハナレ、ツハナレ

と読める。そしてこれらの音のうち、ト

ハナレとはが「永遠なれ」に近い。また、

トヨクニ文字は合体字として使われるこ

ともあるので、左端の文字を人とどに分

解してみると、それぞれイ、ノと読める。

二番目の文字はツ、トと読める。四番目

の文字はナ、ア(9)と読める。音の配列を

もう一度考えてみると、この印章には、

どうやらイノツトハナアレと書いてある

らしい。その意味は、「生命永遠な在れ」

いのつとはあである。高橋は、モヘンジョ・

ダロやハラッパーから出土したインダス

文字の印章をいくつか読み解いていくう

ちに、日本人の祖先は、紀元前八世紀こ

ろ、インダス川の流域からインドのデカ

ン高原に移り住んだ事実をつきとめた。

いのつとはインダスの印章には、「生命永

遠なあ在れ」のほかにも、古代の日本語

でめたまよみ「愛で給へ」「嘉し給へ」「勝

たせ給へ」もいは「ラタ(神々の乗りもの)

守り給へ」「祝ひ祭らなむ」などと書かれ

たものがあった。インダス文明の印章



地球文化研究所による解読結果インダス文字が

日本の古代文字で読め、しかも日本語では

っきりと意味をなすことは、モヘンジョ・

ダロやハラッパーにかつてわれわれの祖先

がいたことや、インダス文明の建設者が日

本人であったこと、日本人の祖先がティル

ムンと呼ばれたインダス国家をあとにして

東方へ移動したことなどを物語っていた。

これまで多くの考古学者は、先にあげたイ

ンダスの印章がシバ神を表したものである

ということで意見が一致している。が、こ

のシバ神の頭圭.に刻まれている文字が読

めなかったため、それ以上のことはわから

なかった。 

 

シバ神を刻んだインダス文明の印章ところ

が、日本の古代文字を学べば、この印章に

は「クルに栄えをなむ賜たまへ」と書いてあ

ることが誰にもわかる。印章の右端に刻

まれた文字は、アイヌ文字のク( )と同じ

もので、その隣りの文字は、アイヌ文字

のル( )かレ( )に相当している。この印

章には、日本の古代文字で、クルかクレ

と読める文字が記されているのである。 

クルの文明はアジ

ア全土に栄えた 
クルといえば、読者はただちに、『マハー

バーラタ』の英雄を生み出したインドの

クル族を思い浮かべ、カリアード・パレ

スにいた泥土煮王、すなわちウジャイン

のカラ王(クル王)を思い出されるだろう。

また、古代史にくわしい人なら、ここに

記されたクレが『日本書紀』に呉人くれひ

ととして登場する高句麗こうくり人や中国

の江南地方にあった呉くれ (久留くる)の国

の人々と何か関係があるにちがいないと

思われるだろう。確かに、その通りであ

る。この印章は、モヘンジョ・ダロにい

たインダス人がみずからをクル族と呼び、

シバ神に対してクル族全体の繁栄を祈っ

たことを意味している。そして、モヘン

ジョ・ダロの印章にわれわれの祖先がク

ル族(カラ族)として登場することは、さら

に重大な、次のような意味をもっている。



つまり、インダス川の流域を中心に、かつ

てエジプト文明やシュメール文明以上の広

がりをもつティルムンの国をつくりあげた

われわれ日本人の祖先は、世界最大の叙事

詩『マハーバーラタ』にその栄光と悲劇的

な末路をうたわれたインドのクル族であり、

古代ギリシアの『エリュトラ海案内記』に

その後の繁栄ぶりを記されたウジャインの

カラ族そのものだった、ということである。

紀元前のインドにいたわれわれの祖先は、

前六世紀以降、北の仏教徒と南のヒンドゥ

ー教徒に分かれて次第に別々の道を歩み出

す前まで、ともに熱心なシバ神崇拝者であ

った。このことは、先に取りあげたインダ

スの印章にシバ神が描かれているのを見て

も、また、インドの古いヒまつシバリンガ

ムンドゥー教寺院に祀られた御神体の表面

に刻まれた文字がシ(Ω)とバ(ハ)を合体さ

せてシバを表したものであることを見ても、

はっきりしている。ウジャインのカリアー

ド・パレスに「シバ祀る宮」が造られ、サ

ーンチーの南のボージプルにインド最大の

シバ・リンガムが安置されたことは、前八

世紀にインドのデカン高原うひぢにすひち

にを治めた泥土煮王と沙土煮女王が熱

カイラサナーラ寺院のシバ・リンガムの表面に

は、日本のトヨクニ文字のシとバを合体させた

シバ神の文様が描かれている心なシバ教徒だ

ったことを、また、前三世紀までインド

の歴史に輝かしい足跡を残したアヴァン

ティ王国がインドでも最大のシバ信仰の

中心地だったことを意味している。だが、

それにしても、古代のギリシアの船乗り

にまでその繁栄ぶりを"知られたわれら

の""宝石の都々ウジ"ャインが滅びたのは

なぜだろうか。シュメール伝説のティル

ムンの都、モヘンジョ・ダロがアッシリ

ヤないしアーリヤ人の軍隊によって破壊

されたあと、デカン高原のウジャインに

移って新しいティルムンの国、アヴァン

ティ王国を建設したわれわれの祖先は、

その後どんな事情でウジヤインを放棄し

なければならなくなったのだろうか紀元

前のインドにいたわれわれの祖先は、ア

ヴァンティ王国の滅亡後どこへ去って、

どういうルートで古代の日本列島にたど

りついたのだろうか 

 

 

 

 



リポートⅡ 

デカン高原は神代

文字の宝庫だった

われわれは、カリアード・レスの廃塘をあ

とに、次の目的地であるデカン高原の洞窟

寺院へ向かう途中で、このようなことをと

めどなく考えていた。

バージャ洞窟寺院の入口インドのデカン高原で活

躍した太古の日本人力ラ族の聖地カールラ洞窟寺

院われわれがインド第二の都ボンベイの南

にあるバージャとカールラの石窟をめざし

たのは、そこにインド最古の仏塔ストウーパ

を収めた洞窟があるらしい、もしかしたら

カールラは、わ"れわれの祖先の呼ぴ名の""

カラ""と"関係があるかもしれない、と思っ

たからだった。ボンベイの南東およそ一二

〇キロの西ガーツ山中にあるバージャ洞窟

とカールラ洞窟は、アヴァンティ王国が滅

んだのと同じ紀元前三世紀ころに造られた

とみられる。とすれば、そこにはわれわれ

の祖先が南下したことを示す痕跡が残って

いるのではないか……。これはわれわれに

とって賭けだった。が、結果は予想以上の

大収穫だった。なぜなら、われわれはバー

ジャの石窟で、またもや日本の古代文字を

見つけただけでなく、字体を異にする三

つの意義深い銘文を確認できたからであ

る。バージャ第一二窟の南、およそ五〇

メートルのところにある一四基のストゥ

ーパのひとつに、アイヌ文字で「カラ」

と読める銘文が刻まれていたことは、明

らかに、われわれの祖先のカラ族がウジ

ャインからこの地に南下したことを示し

ていた。バージャで日本のアヒルタサ文

字やトヨクニ文字、アイヌ文字で書かれ

た日本語の銘文が見つかったことは、こ

の地にわれわれの祖先がいたことを紛れ

もなく示していた。バージャのストゥー

パに「カラ」という文字が刻まれていた

ことは、この文字を記したのが、まちが

いなく、古代のインドでみずからを「カ

ラ」と呼んでいたわれわれの祖先である

ことを示している。そしてこの文字はま

た、バージャから六キロ離れたところに

あるカールラ石窟を造ったのも、同じカ

ラ族であることを意味している。バージ

ャ第一二窟の南のストゥーパ群からさら

に五〇メートルほど南へ行ったところに

ある石窟の壁面にバージャ洞窟に刻まれた古

代日本の戦士たち。"弥生人の服装をしている



日本の力士を思わせるカリアード・パレスの石像

彫られた戦士像の顔だちは、どれを見ても

日本人にそっくりだ。バージャ石窟の「バ

ージャ」という地名は、トルコ語の将軍パシ

ヤやアラビア語の将軍を意味する言葉とか

かわりの深い古代高句麗語で、将軍を意昧

するピーシャ(沛者。もとは祭司の意)という

言葉に由来している。とすれば、先の一四

基のストゥーパのひとつに「……死にて祈

る」という言葉が記されていたのは、この

地で敵と戦って亡くなったカラ族の十四人

の将軍たちに、われわれの祖先が哀悼の意

を表して残したものにちがいなかった。わ

れわれは、バージャ石窟群の中

ボージブルのシバ寺院で見つかったトヨクニ文字

刻文でも一番大きい第一二窟の天井部の梁

はりに、「室守幸むろもりさきははめ」(この石

室を守る者に幸いあれ)と書かれた銘文が

あるのを見つけた。その文字は、前三世

紀半ばのアショーカ王時代に使われたイ

ンド最古の古代文字、カローシュティ文

字やブラーフミー文字では読めないため、

これまで未解読文字とされてきたものだ

った。ところが、この銘文は日本の由緒

ある家系や神社に古くから伝わるアヒル

タサ文字で読め、少なくとも紀元前三〇

〇年ころまで湖るものらしい。バージャ

の石窟にこれらの銘文を残したわれわれ

の祖先は、どうやら紀元前三〇〇年ころ、

デカン高原に侵入してきた敵と戦いなが

らアヴァンティ王国の栄光を守ろうとし

たカラ族の精鋭部隊だったらしいのであ

る(インド最古の文字が日本のアヒルク

サ文字から派生したもので、アヒルタサ

文字が中国・股代の甲骨文字の草書体と

して数千年前から使われてきたことは、

すでに徳間書店刊『謎の新撰姓氏録』の

中で証明されている)。 

[インドの神代文字碑

文] 
●アマラーヴァティ碑文南インド初期の

仏教遺跡として有名なアマラーヴァティ

遺跡の寺院の床に描かれた碑文。図のよ

うな文字群は、日本に伝わるイヅモ文字

と基本的によく似ており、地球文化研究

所では、次のような解読結果を得ている。

テラヲツクレバビクヤビクニツドヒクル

(寺を造れば比丘や比丘尼集ひ来る)この

碑文が描かれた時代はいつか定かではな

いが、アマラーヴァティ遺跡は、紀元前

三世紀のマウリア朝時代、最初期のスト

ゥーパが建設された頃の遺跡とみられる



ところから、この碑文もまた、アマラーヴ

ァティ仏教寺院の創建に伴って残されたも

のとみられる。 

 

テラヲツクレバビクヤビクニツドヒクル

●バージャ石窟碑文 A ボンベイの南東にあ

るバージャ石窟寺院(紀元前三世紀)のスト

ゥーパのひとつに刻まれた碑文。アイヌ文

字で「カラ」と読める。「カラ」とは古代イ

ンドの叙事詩『マハーバーラタ』で栄光と

悲惨な末路をうたわれたクル族のことであ

る。カラ(クル)族は、アーリヤ人の侵入に続

くインダス文明の崩壊によって、過去の偉

大な歴史を抹殺されたわれわれの祖先であ

る。この銘文は、彼らがウジャインからこ

の地に南下したことを示したものといえる。

 

●バージャ石窟碑文 B バージャ石窟群中、

撮大の第一二窟の天井部の梁に刻まれた

碑文。インドの古代文字である力ローシ

ュティ文字やブラーフミー文字では読め

ないため、未解読文字とされてきたが高

橋がアヒルクサ文字で解読したところ、

次のような結果を得た。ムロモリサキハ

ノメ(室守幸ははめ)っまり、「この石室を

守る者に幸いあれ」という意味である。 

 

●ボージプル碑文宮下文献に「大原の都

の地」と記されたデカン高原の古都ボー

パールの郊外にあるボージプル寺院の碑

文。インド最大のシバ・リンガムを祀っ

たボージプル寺院の床や壁のいたるとこ

ろに刻まれた銘文を調査した高橋は、そ

れらが日本のトヨクニ文字やイヅモ文字

で書かれていることを発見。その『つは、

エジプトおよびインダス文明に共通の祈

りの言葉であることを確認した。 



日本の神代文字刻文が大量に見つかったボ

ージプルのシバ寺院●サーンチー仏塔碑文

インド仏教美術を代表するサーンチー(マ

ドヤプラデシュの州都ボーパールの郊外に

ある前三世紀の遺跡)の仏塔に刻まれた碑

文。その多くは、アショカ王時代のカロー

シュティー文字で書かれている。が、中に

はそれより古い銘文もある。第二塔の周囲

を取り巻く囲い石のひとつに刻まれた図の

ような銘文は、日本の古代文字で「ユニコ

ウ ン カ ム イ 」 と 読 め る 。

[カピラ城のコイ

ン] 
釈迦の父親スッドーダナ王の城跡から出

土した紀元前六世紀のコイン。これらの

コインには日本の神代文字が使われてお

り、その中のひとつには、アヒルクサ文

字で「カムヤヰ」と読める王の名が刻ま

れている。カムヤヰは、これまでの日本

史研究で一度も実在証明がなかった初代

天皇カムヤマトイハレヒコ(いわゆる神

武天皇)の第二皇子として記紀に記され

た神八井耳命(カムヤヰミミノミコト)の

名前、カムヤヰと{致している。目本の神

八井は、古事記と書紀の編さんに携わっ

た太安万侶の祖先、多(オホ)家の開祖だが、

ネパールのカムヤヰは、古代目本のクル

族から分かれたスッバ族の始祖とみられ

る。スッバの古音サハは、多家の「多」

の古い読み方として知られるサハと一致

す る 。



[キャサニア碑文] 
スリランカ仏教の発祥地、キャサニアの古

い寺院の境内にある石碑に刻まれた碑文。

コロンボの東方一一キロにある、キャサニ

アのラージャ・マハ・ヴィハーラ寺院のこ

の石碑に刻まれた碑文は、フィリピンに伝

わるアヒルクサ文字系のタガラ文字で、マ

ナビタテマツル(学び奉る)と記されている

(地球文化研究所解読)。この碑文の年代は、

寺院内の最も古いダゴパ(パゴダ)の原形が

造られたのが、紀元前三世紀とみられてい

るので、その頃まで湖るものとみられる。

はたして、スリランカのキャサニアにラー

ジャ・マハ・ヴィハーラ仏教寺院の基礎を

造ったのは、インドから渡来した原目本人

で あ っ た の だ ろ う か 。

寺院の建設者が太古の日本人であったこ

とを物語るラージャ・マハ・ヴィハーラ

の碑文  

[呉城ごじよう文字]中国江西

省清江県呉城遺跡から出土した陶片に刻

まれた文字。一九七五年の『文物ぶんぷつ』

七期の報告によれば、股代の甲骨文字よ

り古い文字とされている。その多くは土

器の底や石の鋳型に彫られており、大部

分は一字のみであるが、なかには複数の

文字が刻まれた標本もいくつかある。「文

物」に紹介された図の例を見ればわかる

と お り 、 こ

呉城遺跡出土の文字れらの文字のうち、       

などは甲骨文字にも同じ形があるので、



呉城文字が甲骨文字と関係あることは誰の

目にも明らかである。前頁の古代文字を解

読するにあたって、右図のような円陣を組

んで配列された文字群の場合は、どの位置

に視点を置くかが大切である。地球文化研

究所では、①から⑦までの文字を次のよう

に読みとり、解読を試みた。①②③の文字

を、午・魚・介と読むことに大方の異論は

ないと思われる。しかし、④⑤⑥⑦の文字

は、これまで④を目と読み、⑦を七と読む

ことはあっても、意味が通じなかったもの

である。 

 

そこで、これらの文字を日本に伝わる北海

道異体文字(通称アイヌ文字)で読んでみる

と、④の文字はアイヌ文字の (オ)に相当

する。⑤の文字は (ク)に近い形をしてい

る。⑥の文字はアイヌ文字の (リ)とまった

く同じだ。⑦はアイヌ文字の がしばしば

七と表記されているので、七(二)と読める。

以上をまとめてみると次のようになる。午

魚介オクリニここでオクリニを「送り荷」

と考えれば、呉城文字が刻まれた陶鉢とうは

ちの中には"""午""の季節、つまり端午たんご

の"ころ(午=五で旧暦の五月ころ)採れたイ

キのいい魚や貝が盛られて、当時の役所か

市場に送られたことを意味するのではない

だろうか(前頁参照)。呉城出土のその他の資

料の正確な実物写真が手許にない段階では、

このような読み方もできるということしか

いえないが、次頁に示す甲骨文字の解読例

を見ていただければ、アイヌ文字で股の

中期(呉城文字)や後期(甲骨文字)の文字

を研究してみるだけの価値はありそうで

ある。 

 

鍋京出土の甲骨文字(無いか無いかと読

める〉 

古代琉球文字] 
鹿児島県の南西諸島でかつて使われてい

た文字。琉球文字の記録は与那国島と宮

古島にいくつか残っている。与那国島の

例は、地球文化研究所によれば、父子ら

ヴィシュヌを敬うて太一祝えと解読され

た。ヴィシュヌはインドのヒンドゥー教

三大神のひとつである。また、タイチ(太

一)は南方系海人の豊漁祈願の祭りであ

る。宮古島の古記録は次のように解読さ

れている。ヴィシュヌヘ父子ら稲と布を

納む願い 叶えらるもうひとつの例は、

稲と魚 ねぎ 椰子に布を納む願い叶え

たまえこれらの宮古島の古記録は、『東京

人類学会誌』第十号に住民覚帳ノ写しと

して報告されたものであるが、その他に

も一般に知られていない例がいくつかあ

る。宮古島の文字は、明治時代の考古学



者、八木奨三郎が、『日本考古学』原史時代

"篇第七章、技術第六節""文""字""(符標識)に

おいて報告"した、先の与那島(現・与那国島)

の文字とほとんど同じものである。これら

はイヅモ文字を主体とし、アイヌ文字とト

ヨクニ文字をいくつか混用した形で、奉納

祈願文に用いられたことがわかる。以上の

ような琉球文字はおそらく台湾から九州に

かけて、それ以前のアイヌ文字とともに、

さらに多くの実例が見つかるものとみられ

る。 

 

 

琉球ミヤコ島住民覚帳ノ写シたかさご

高砂文字 
台湾から出土した図のような石碑に刻まれ

た文字。現在、天理市の天理大学参考館に

納められているこの高砂碑文の文字は、こ

れまで神代文字の研究者によってアヒルク

サ文字系統の文字と考えられてきた。しか

し、これらの文字を地球文化研究所で分析

した結果によれば、ここにはアイヌ文字、

イヅモ文字、アヒルクサ文字、そしてフィ

リピンのタガ一フ文字などが組み合わされ

て使われており、以下のような内容が記さ

れているという。国つ神とウカラの船は戦

いついに大いにあ(吾)勝てるを祝い彫りけ

る右の解読にもとづけば、この高砂碑文は

紀元前八世紀末に刻まれたと推定される。

この碑文を伝えたのが台湾の高砂族であ

ったとすれば、高砂族は西方の地から台

湾に移り住み、台湾の先住民との戦いの

のちにこの島を占拠し、そしてその一派

が日本へも渡来したと考えられる。現在

まで高砂族が使用している船の舳先へさき

にきざまれた文様のひとつは、インドネ

シアのトラジャ族のマークとまったく同

じものである。それは高砂族の移動経過

を物語るものではないだろうか。 

 

高砂文字を刻んだ石の拓本 

高瀬鰐口たかせわにぐち 

明治一九年(一八八六)十一月に、神田由道

が『東京人類学会誌』第九号で紹介した

鰐口(神社にお詣りに行ったとき、社殿の

軒下に吊るされた綱を手にして打ち鳴ら

す金石製の祭器)のことである。となみこ

の鰐口は、富山県東礪波郡井波町の式内

社高瀬神社に伝わるもので、径一八～二

〇センチの石の表面に円が刻まれ、円の

内部に図のような文字が彫られている。

この鰐口の文字は、地球文化研究所の高

橋によれば、北海道異体文字で「タイサ」



と読めるという。もしもこの鰐口文字がそ

う読めるなら、タイサざ一鍔はハ"シプトや

カムトとともに""エ""ジプト""を意味する

言葉であ"る。また、①の文字を囲む○は、

これを北海道異体文字で読めば〈ラ〉とな

るが、ラないしラ"ーは古代のエジプト語で

""太""陽""を意味している。"このように考え

ると、高瀬"鰐口は、全体で""エジプトの太

陽""を表したものと考えられ"る。次に、鰐

口の背の文字を同様に北海道異体文字とみ

なして読んでみると、②は「ヤ」の形に最

も近く、ヤと読むことができる。②と③の

文字は二つとも同じ文字だと思われるので、

「ヤヤ」と読めることになる。ヤ(ざ)といえ

ば、これは今から二七〇〇年ほど前、エチ

オピア出身のファラオとして有名なタルハ

力王時代のエジプトにいたイスラエル人が

"祭っていた""ヤーウェ""の神を"表す言葉

だ。ということは、高瀬鰐口をこの地に残

した人が紀元前七世紀のエジプトから日本

へやってきたイスラエル人だった、という

こ と を 意 味 す る こ と に な る 。

高 瀬 鰐 口 の 拓 本

斐太ひだ石器 

落合直澄が「日本古代文字考』の中で紹介

した石器(上巻二十八丁)。同書によればこ

の石器は、新潟県中頸城郡宮内の社山に鎮

座する式内斐太神社の神宝で、ヒスイとみ

られる青石の表面に、図のような文字が刻

まれている直澄はこれらの文字の配列を

アワ文字とアヒルクサ文字が混用された

ものとみなして、「ヤナサク」と読んだ。

しかし、その意味がわからないため、ヤ

ナサクとは古代の神の名ではなかったか

と推測するにとどまっている。高橋はこ

の斐太石器文牢を中国股いん代・周代の金

石文つまり銅器の表面に彫られた文字と

比べてみた結果、これらの文字は、それ

と非常によく似ていることに気づいた。

①②⑨④は、それぞれ今の漢字の「父子

九作の元になった文字である。斐太石器

は、ひょっとしたら、今から三〇〇〇年

前に遡る古い石器で、ここに刻まれた四

つの文字は「父子九作」、すなわち「父

と子が心をこめて作ったもの」を意味し

ていると考えられる。しかし、これらの

文字を反時計回りに並べてみると、それ

らはアイヌ文字を曲線的に表したものと

もよく似ていて、「ミワヰサク」と読む

ことができる。アイヌ文字の「サ」と「ク」

の倒置形を合体させると、斐太石器の文

字になる。ということは、この石器に神

話の高天原で活躍した伊弊諾(ヰサフタ

ク)神の名が、「神伊弉」として刻まれた

可能性も大いにありうることを意味して

いる。 斐太石器とその読み方 



宮下文献 
山梨県富士吉田市の郊外にある小室神社の

神官、宮下家に代々伝わる古文書。今から

約}=一〇〇年前、秦の始皇帝が大陸を統一

した当時、斉(イヅモ)の方士・徐福が富士山

の麓にあったという阿祖山太神宮を訪れ、

そこに伝わる神代文字の記録をまとめて残

したものが原型になったといわれる。宮下

文献は、これまでの解釈によれば、日本神

話の高天原が富士山麓にあり、国常立くにと

こたちと国狭槌くにさづちの兄弟が再会した蓮

薬山ほうらいは日本の富士山にほかならない

ことを記した書物とみなされてきた。が、

高橋は、この書物に記された蓮莱山がイン

ドのデカン高原にあるラカジュワル山をさ

し、高砂之不二山の麓にあった大原の都、

阿田都山は、ラカジュワル山地にあるバン

パトケヤ山(高砂之不二山)の麓のボーパー

ル(大原)と、サーンチーの仏塔がそびえるヴ

ィディシャ(阿田都)の丘をさしているとい

う仮説を提唱。一九九〇年のインド調査に

よって、ボーパール郊外のサーンチーやバ

ンパトケヤ、ボージフルの各地に、日本の

神代文字で書かれた碑文を大量に発見し、

宮下文献に記された高天原は、インドのデ

カン高原そのものであることを立証した。

従来の古史古伝研究は、伝承の舞台をもっ

ぱら国内に限定してきたが、これからは広

く海外にも目を向ける必要があるとみられ

る 。

宮下文献に高砂の不二山と記されたデカン高原

バンパト 

[吉見百穴古字] 

埼玉県東松山市の吉見百穴にある古代文

字。吉見百穴は日本の代表的な横穴群集

墳として知られているが、その建造年代

は紀元前の縄文時代まで湖るとみられる。

吉 見 百 穴 古 字

解読の手がかりとなる桃木文字表近年、

これらの文字の解読に取り組んだ古史古

伝の研究者、吾郷清彦は、吉見百穴古字

が皇祖皇太神宮の竹内家に伝わるイザナ

ギ天皇時代の桃木もものき文字とよく似て

いることを発見し、桃木文字でこれらを



上から下に読み、次の結果を得た。〈読み〉

ツエヒクヘホキ〈意味〉杖曳く尸墳城一方、

高橋は、これらを同じ桃木文字で下から上

に向かって読み、次のような結果を得てい

る。〈読み〉ヒユバカマエム〈意味〉火弓

場構えむ両者のちがいは、竹内文献に見え

る桃木文字の文字表の見方の違いに由来す

る。吾郷は文字表の最初の一列をア行・力

行とみなして先の解読結果を得たが、高橋

は、同じ行をア行・ハ行とみなして解読し

た。そのどちらの読み方が正しいか、とい

うことは、もちろんこの一例だけで判断で

きることではない。けれども、もしも高橋

の読み方が正しいと仮定すると、吉見百穴

のこれらの文字は、今からおよそ二八○○

年前のイザナギ時代(紀元前八世紀前半)に

起こったという戦争の伝説と一致する。『記

紀』や「上記うえつふみ』、「宮下文献』、

『竹内文献』その他の古文献のどれにも伝

えられているイザナギとカグツチ(火具土)

の戦いが実際にあって、火弓場"すなわち"

火の戦場"が松山古城に構えられたという

ことになる。日本神話の伊弊諾いざなぎが、

イササフタク=イサク将軍(タク～タケ～タ

ケルは軍帥を表す古語)として古代のイス

ラエルで活躍したことや、パリクシト(ハイ

クシト～フイクサタ～イサフタク)として

バーラタ戦争時代のインドでも活躍した実

在の王であったことは、いまではすっかり

忘れ去られてしまったが、吉見百穴の文字

はそのことを思い出させてくれるのである。

紀元前 700 年ころまで遡るとみられる吉

見百穴 

 

 

 

大いなる玉座から神は命じられた 

プント(神の国)への道を求めよ 

ミルラ(没薬)の丘に到る大道を開け 

「われは汝の美をつくりし神 

われのため神の国より驚異をもたらせ 

われ、海と陸の軍隊を導かん……」 

私は彼ら(遠征隊)を率い 

海と陸の道をはるばる越えて 

人を寄せつけぬ海峡の水辺を探さぐり 

ついに、ミルラの丘に達した 

そこは神の国神の光かがやける土地であ

った……『プント訪問記』 

 

 

 

 

 

 



第 7 章古代の地球

を治めた日本の王

探 検 協 会 の 調 査 Ⅱ

 

宮下文献に天之田原男と記された太古日本

の王ツタンカーメン 

 

日本に伝わる神代文字は、かつて太平洋を

中心に栄えたムー王国と、その継承国家テ

ィルムンの栄光を記すために使われた。そ

の神代文字を手がかりとして、世界各地の

未解読碑文に挑戦してみると、驚くべきこ

とに、太古日本の王が全世界を治めていた

遠い昔の記憶がよみがえってくる。ム r 文

明時代の碑文は、以下に見るいくつかの文

明の建設者が、帝王ラ・ムーの教えに従っ

た太古の日本人であったことを物語ってい

る。 

 

リポート 1 

古代カラ族の未解読文字分布原日本人カ

ラ族が世界各地に残した文字から浮かび

上がってきた文明とその遺跡についてー。 

カラ族の残した文明と思われるものが地

球上におよそ十か所ほどある。 

(1) シュメール文明 

(2) インダス文明 

(3)原中国文明 

(4) タレタ・エーゲ文明 

(5) エトルリア文明 

(6)イベリア文明 

(7)サハラ文明 

(8)アサニア文明 

(9)オセアニア文明 

(10)アンデス文明 

以上の十か所の文明(地図参照)について

それぞれ簡単に述べていくこととする。

太古の日本人力ラ族が残した世界 10 大文明



古代カラ族の航海者が寄港した地中海のクレタ島 

 

第一にシュメール文明シュメール文明シュメール文明シュメール文明について。従来シュ

メール文明は五〇〇〇年前に栄えた文明と

されてきたが、シュメールは粘土板に SMR

という表記で出ていて、サマリア文明であ

ったと考えられる。サマリアは実は三〇〇

〇年前、ダビデ、ソロモンによって築かれ

たイスラエル王国の都であった。このサマ

リアの元の古い名前はカルとかクリ、カラ

あるいはクルという表記がなされていて、

古代イスラエル王国の国名はカルクー、す

なわちカルの国、カラ族の国であるという

ことが古い文献から確かめられている。そ

してわれわれがふつうヘブライ人といって

いる人たちは、ヘロドトスの『歴史』に登

場するカーリア人、フルリ人とつながりが

あり、フルリ人はタルリ、つまりクル族で

あるということで、カラ族の残した文明の

第一と考えられる。第二はインダス文明インダス文明インダス文明インダス文明。

中近東に栄えたシュメール文明とかかわり

を持つインダス文明の担い手は、インドの

タミル人に代表されるドラヴィダ語族と考

えられる。このドラヴィダ語族は地中海方

面からインド、日本に移住した人々で、実

際に日本語とドラヴイダ語がかつて共通の

祖語を持っていたことが多くの専門家によ

って認められている。日本におけるその

代表的な言語学者が大野晋教授である。

地球文化研究所の高橋良典が解読したイ

ンダス文字の銘文からインダス文明の建

設者がクル族であったこと、そしてほぼ

日本語といえる言葉をインダス文明の担

い手が使っていたことが判明している。

第三に原中国文原中国文原中国文原中国文

明明明明。日本人の祖先の一部をなす倭人がか

つて江南、山東、満州、朝鮮の各地にい

たことが中国の史書に記されている。そ

して、その倭人といわれる人たちの到来

以前に中国や朝鮮にいた人たちは、日本

に伝わる漢字以前の文字を用いて、数多

くの碑文を残している。中国の古代碑文

もまた日本語で書かれていることから、

この原中国文明はわれわれ日本人の祖先、

カラ族が築いたものとみることができる。

第四にクレタ・エーゲ文明クレタ・エーゲ文明クレタ・エーゲ文明クレタ・エーゲ文明。このタレタ

文明時代に残された三種類の古代文字、

タレタ絵文字、線文字 A、線文字 B のう

ち、すでに線文字 B は解読され、古代ギ

リシア語で書かれていることが判明して

いる。線文字 A と、絵文宇を高橋が試み

に解いた結果によれば、それらは古代の

日本語、つまりカラ族の言葉で書かれて

いることがわかった。第五にエトルリアエトルリアエトルリアエトルリア

文明文明文明文明。BC 八世紀の初めに小アジアのカー



リア人地区からイタリアに移り住んだエト

ルリア人は、日本に伝わる古代文字を用い

て記録を残している。このことからエトル

リア文明の建設者も原日本人のカラ族であ

ったと考えられる。第六にイベリア文明イベリア文明イベリア文明イベリア文明。

イベリア半島のタルテッソスに伝わる古代

碑文もまた、日本に伝わる古代文字で記さ

れている。有名なタルテッソス・リングに

刻まれた文字を解読した結果、この指輪は

アフリカに亡命したイスラエル最後の王ホ

セア(イサク)がエチオピア朝エジフトの王

からイベリアの統治を委ねられたことを記

したものと考えられる。イベリア半島のイ

ベリアという言葉は、ヒブル、ヘブルから

来ている。また、イベリア半島の古代都市

セビリアもサマリアから来ている。このこ

とも間接的にイベリア半島の統治者が古代

イスラエル最後の王ホセアとかかわりのあ

ることを暗示している。第七にサハラ文明サハラ文明サハラ文明サハラ文明。

サハラ砂漠の各地、たとえばアルジェリア

のタッシリやマリ共和国のアドラール・

デ・ジフォラスに残された古代文字碑文を

読むと、アッシリアの追求を逃がれたイサ

クとヨセフ、イザヤらがホガール山中に身

を隠したことがわかる。彼らはエチオピア

王ピアンキとタルハカの時代にアッシリア

に反撃して、この地にタデメッカと呼ばれ

る都を造った。そのことも碑文の解読結果

から判明している。マリ共和国のタロホス

とインタデイニの間にある巨大な石造都市

の廃塘ぼ、そのタデメッカに相当し、この

地区に残されたティフィナグ文字碑文は

BC 七世紀のタデメッカに日本人の祖先の

一部が住んでいたことを示している。日本

の『新撰姓氏録』はアルジェリァのオーネ

トやマリ共和国のブーグー二からやってき

た人々の名前を記し、『契丹きつたん古伝』

はまた、日本神話のホホデミに相当する

ヨセフがマリ共和国のイジュンハンに救

援部隊を派遣したことを記している。第

八にアサニア文明アサニア文明アサニア文明アサニア文明。東アフリカのケニヤ

からタンザニア、モザンビーク、ジンバ

ブエ、南アフリカ、コンゴにかけて無数

に存在する遺跡群はこれまで、いつ誰が

残してきたものかわからなかった。が、

このアサニア文明の都がエンガルクー、

あるいはニイケルクーと呼ばれているこ

とは、それがカル国(イスラエル)の滅亡

後に再建された新カル国、新ケル国であ

ったことを意味しており、日本の『姓氏

録』や『契丹古伝』にケニヤのキスーム、

ソマリアのキスマユ、スーダンのナパタ、

シャバのルブンバシやマノノ、リカシ、

ジンバブエ、セイシェルなどの出身地の

名前、あるいは都市名が記されている。

このことは、これらの遺跡が BC 七世紀か

ら BC五世紀にかけて、日本の『姓氏録』

に名をとどめる沙半王(シャバ王)や飛鳥

戸(アスハム)の人々によってつくられた

ことを示している。第九はオセアニア文オセアニア文オセアニア文オセアニア文

明明明明。『契丹古伝』によれば神祖ヨセフは

オーストラリアやニュージーランド、イ

ースター島に都市を建設したといわれ、

実際にオーストラリアやイ;スター島には

それらの都市の跡とみられる遺跡があり、

日本に伝わる古代文字で記された碑文が

残されている。オーストラリア東部のジ

ランバンジやイースター島のラノ・ララ

クは『契丹古伝』によればキリコエアケ

が統袷したといわれるが、このキリ⊇エ

アケはイースター島でウオケと呼ばれ、

オーストラリアでウォガウォガと呼ばれ



る神となっている。また、イースタ i 島に

伝わる文字板のひとつを解読した結果もま

たイースター島と日本のつながりをはっき

り物語っている。第十はアンデス文明。ア

ンデスの諸王朝は伝説によればステルニと

その子孫によって開かれたといわれる。エ

クアドルとペルーの伝説は、昔カラ族の一

団がイカダの大船団を組んで西からやって

来たと伝えているが、その指導者ステルニ

は紀伊半島の古代碑文にもステルニと記さ

れた王であったことがわかっている。『契丹

古伝』は神祖ヨセフの時代にエクアドルの

エスメラルダスに都が置かれたことを記し、

日本神話はスクナヒコナが伊勢から常世の

国へ旅立ったことを伝え、『史記』は徐市じ

よ ふ つ

大航海時代以前の旧大陸におけるコウチュウの

地理的分布図エクアドルの地下都市から出土し

た石板の文字とその解読結果 

 (徐福とも記された人)が数千人の童男、

童女を率いて蓬莱ほうらいを目指したと伝

えている。その徐市は日本のアイヌ文字

で表されたスクナヒコナ゛の各文字を合

成してつくられた漢字名であることも高

橋が証明している。エクアドルのバルデ

ィビア海岸から日本の縄文土器や弥生の

家型埴輪が出土していることや、アンデ

スのティアワナコ、エクアドルのクエン

カその他から日本語碑文が見つかってい

ること、カラ族の子孫が今もブラジルの

フルニオ族として日本語によく似たイア



テ語を話していることなどから、日本人の

祖先が南アメリカで活躍した時代が過去に

あったことは確かな事実とみなすことがで

きる。 

リポートⅡ 

『竹内文献』と古

代文字 
『竹内文献』は、「神代の万国史」とも称さ

れているように、上古以来のあめのうき伝

承、「空飛ぶ円盤」を思わせる天浮舟ふねに

乗って地球に降臨した神々やその子孫(日

本人の祖先)が地球をかけめぐった黄金時

代、その後の「万国土どろの海となる」大異

変や大戦争による崩壊と再建を記した一大

叙事詩である。『竹内文献』のイザナギ神話

にはこう書かれている。上古(紀元前七五〇

年頃)第二一代天皇イザナギは、ヒサカタノ

アメノマハシラ(比刺方天真柱)を巡って皇

后イザナミと結婚したあと、天越根中日見

日高見国あめのこしねなかつひみひだかみのくに 

(今の富山湾地方の氷見をふくむ日高見=石

神ピツトカムイの国)の栗礼羽くれは赤土大宮で

即位した。皇后のイザナミは、ここで蛭子

ひるこの尊みことをはじめとする多くの皇子、

皇女たちを産んだ。しかし彼女は火の神を

産んだとき産道がひどく焼けただれて、七

夜苦しんだ。そこで彼女はこの病気をなお

すため、夫のイザナギに別れを告げてイダ

ナ国パミル高原からアフスタン国のヘラサ

カイトに去って行った。文中のイダナ国パ

ミル高原とは、ナ支那国(中国)の西のはずれ

にあるパミール高原をさしている。また、

アフスタン国のヘラサカイトは、アフスタ

ンを今のアフガニスタンと考えれば、イラ

ン国境に近いヘラートをさしていると思

われる。しかし、このあとの文で、アフ

スタン国にはアフガニスタンのカブール

のほかに、ウズベタ共和国の首都タシュ

ケントやボハラなどがあったとされてい

るので、当時のアフスタン国は今のアフ

ガニスタンより広かったことがわかる。

イスラエルの都市ゲラサに通じる王の大路アフス

タン国のカブールやボハラ、タシュケン

トといった町は、いずれもシルクロード

沿いの交易拠点で、これらの町にはパレ

スチナのサマリアやゲラサ、エルサレム

などからやって来たイスラエルの商人た

ちが数多く住んでいた。そこで、文中の

アフスタン国をイスラエル人によって営

まれた隊商都市ネットワークと理解する

と、この国にあったとされるヘラサカイ

トは、前八世紀に栄えたイスラエルの都

市ゲラサをさしていると考えた方がよい。

イザナミがこのゲラサヘ病気をなおしに

帰ったのは、おそらく彼女がゲラサかサ

マリアあたりの出身で、イスラエルの女

性だったからではなかろうか。これは後

にイザナミが白人の女性であったことが

『竹内文献』に書かれていることでも十

分うかがえることだ。イザナギは、妻の

重い病気が火の神によってもたらされた



ことを憤り、火の神を剣で突き刺した。こ

のことによって火の神の穢けがれは清めら

れ、皇子は生まれ変わった。その後、イザ

ナギがイザナミのあとを追ってアフスタン

国へ行ってみると、皇后はヘラサカイトに

おり、元の通り美しくなっていた。そこで

イ ザ ナ ギ は ヘ ラ サ カ イ ト に

オーストラリア北部にある古代核戦争の廃嘘

宮殿を建てて皇后とともに住み、ここでカ

ブイル民王、ガズニ王尊、ファライ王尊を

生んだ。イザナギはこれら三人の皇子を、

アフスタン国のタシュケント城、ボハラ城、

カブイル城のそれぞれの王に任命すると、

彼らを現地に残し、皇后のイザナミと連

れだって日本(天国)の都に帰ろうとした。

『古事記』と『日本書紀』によれば、イ

ザナミは火神を産んだとき受けた火傷が

もとで、黄泉よみの国に去り、イザナギが

火神を殺したあと、黄泉の国に行って彼

女を連れ戻そうとしたが失敗に終わった

ことになっている。しかし、イザナミが

地下世界から生き返って、イザナギとの

間に三皇子をもうけたことは、竹内文献

だけでなく『上記うえつふみ』も記してい

る。おそらく記紀の編者は、イザナミと

三皇子の出自を隠すために、彼女をヘラ

サカイトではなく、平坂で死んだことに

してしまったのだろう。ところが、この

ことを知ったヨモツクニ(泉国)の白人王

は、白人女を返すな、イザナギを追い返

せとばかり二人を追ってきた。白人の追

手をかわすためにイザナギとイザナミは

相談して、逃げ道に桃の実をうず高く積

みあげた。白人王と女たちは突然降って

わいたような、おいしい果物の山に、す

っかり上機嫌となって、二人に対する追

求の手を休めた。そこでイザナギ天皇は、

ヤツシ城の白人王に向かって「汝をロー

マ国王に命ず、ネゴイ山の王城に居るべ

し」と告げたところ、この白人王は天皇

の申し出を喜んで受け入れた。こうして

天皇はさきにアフスタンの各地に派遣し

た皇子たちにそれぞれカフール、ボハラ、

タシュケントの王として防衛の任務を忠

実に果たすよう訓令を発したあと、イザ

ナミ皇后をともなって日本の都に帰って

来たのである。『竹内文献』のこの記事は、

皇后のイザナミが「白人女」であったと

述べているが、これは、第一六代天皇ウ



ヒチニの娘ミチノク姫の孫に、ヨロボクニ

ヌシ(豫呂母国主)がおり、このヨーロッパ王、

すなわち自人王の孫娘がイザナミであった

という記事からも裏づけられる。イザナミ

が日本では白山姫として加賀の自山に祭ら

れ、白い肌の女神を連想させるのは単なる

偶然の一致だろうか。彼女がアフスタン国

の王妃でありながら、イザナギとともにこ

の国を脱出したのは、アフスタン国がアッ

シリヤに滅ぽされたイスラエルをさしてい

るとすれば、当然のことと考えられる。滅

亡前にすでにアッシリヤの属国と化してい

たイスラエルの王妃が、アッシリヤ(または

ヒッタイト)の王女の一人で、アーリヤ系の

白人女性だったということは、十分に考え

られることである。イザナギがイザナミを

黄泉よみの国から連れ出したということは、

『竹内文献』の文脈の中では、もっばらヨ

モツ国と名づけられたヨーロッパ・小アジ

ア(アナトリア高原)イラン高原地域の一画

から脱出したことを意味するものとして語

られているが、一方、この地域には数多く

の地下都市と地下回廊があるので、実際に

イザナギはイザナミをアッシリヤ支配下の

地 下 都 市 の ひ と つ か ら 救 出 し た

太古の地下都市に君臨したミクトランテクトリ

「黄泉の神」ことが考えられる。イザナギ

の時代に活躍したイスラエルの予言者イ

ザヤが、紀元前七五〇年ころ、迫りくる

地球の異変を警告して「あなたは岩の問

にはいり、ちりの中にかくれて、主の恐

るべきみ前とその威光の輝きとを避け

よ」(イザヤ書第二章一九節)と勧めたよう

に、当時の人々は洞窟や地下都市に避難

していた。イザナギの孫とされるオシホ

ミミま、『宮下文献』によればトヨクミヌ

(トヨクモノネ〉の孫で、トヨクミヌがア

イヌのポニウネカムイと同一人物であっ

たとすれば、オシホミミはポニウネの孫

のポイヤウンペに相当する人物というこ

とになる。ポイヤウンペは、アイヌの叙

事詩『ユーカラ』の中で少年時代を洞窟

の中で過ごしたと物語られている。ポイ

ヤウンペの父か、あるいは祖父にあたる

アイヌラックルは、魔神にさらわれた日

の女神(または婚約者)を救い出すため、地

下で魔神と戦っており、このことはイザ

ナギが黄泉の国(地下都市)で鬼神たちと

戦った話と同じである。前七五〇年前後

の小アジアは、ホメロスの『イーリアス』

と『オデュッセイア』に物語られたトロ

イ戦争が終わってまもないころで、トロ

イから脱出したアエネイアースはローマ

に落ちつき、ギリシア軍の総帥メネラー

オスも、ようやくの思いで故郷にたどり

ついたといわれる。メネラーオスの妻ヘ

レネーが、トロイの王子アレタサンドロ

ス(パリス)に誘拐されたという話や、オデ

ュッセウスが冥界の王の住むハデースの

地下の館を訪れたという話が、日本に伝

わる古い物語とよく似ているのは、日本

の伝説に登場するイザナギやイザナミ、



アイヌラックルやポイヤウンペが、いずれ

もこの時代に活躍した人物の記憶に基づく

ものであることを意味している。『竹内文

献』はそのような意味で、この時代の失わ

れた日本の歴史(ひいては世界の歴史)を復

元する上で、有力な手がかりを与えてくれ

る。この時期に活躍した天皇たちの行動範

囲は、予想以上にスケールの大きなもので

あり、当時の世界情勢と不可分にかかわっ

ていたことを教えてくれる。本文では、ア

ッシリヤ王とみられる白入王の追求を逃れ

たイザナギが、その後、ヤツシ城の白人王

をローマ国王に任命したと書かれている。

この記事の白人王は、おそらくアッシリヤ

王とは別人で、トロイから脱出してローマ

に着いたアエネイアースをさすように思わ

れる。しかし、それがアエネイアースでな

かったとしても、同じ前七五〇年ごろに、

ロムルスがローマ市を建設し、ローマ(ある

いはエトルリア)初代の王になったと伝え

られているので、『竹内文献』の記事はまち

がってはいない。またここに登場するヤツ

シの城が、ルーマニア北東部のヤーシ郊外

からクタテニ遺跡として見つかっているこ

と、ククテニ遺跡から出土した土偶が、シ

ュリーマンによって発見されたトロイ市第

二期の廃塘から出土した土偶と同じヴァイ

オリン形をしていて、ククテニはトロイか

らの亡命者によって建設されたことをうか

がわせること、さらにイタリアの初期エト

ルリア文化(ヴィッラノーヴア文化)は、こ

のクタテニあたりからドナウ川を湖った

入々がアルプスを南下して築きあげたもの

であることを証明する遺物や記録があるこ

と。こうした事柄は、イザナギがヤツシ城

の白人王に、ローマを建設するよう命じた

という記事と非常によく一致している。

アルプスのチロル地方に、東北・北陸地

方のナマハゲに似た行事が古くから伝わ

っていることや、南アルプスのモン・ベ

ゴが、日本の東北地方でベゴと呼ばれて

いる牛の神にちなんだ聖なる山であるこ

と、また、『竹内文献』でカムナと呼ば

れた文字の名と同じ名称をもつエトルリ

ア系のカムナ族がカモこ力渓谷やピネロ

ーロの谷に、日本のアイヌ文字と同じ文

字を残していること、カムナ族の文字で

あるカムナモジを解読した結果、彼らは

日本語を話していたとみられること。こ

れらの点を前述の事実と合わせて考える

と、イザナギ天皇がトロイ戦争の亡命者

にイタリア地方の開発を指示したことは

十分に考えられ、ギリシア人やローマ人

がイタリアを中心とする南ヨーロッパ地

域で勢力をもつ以前は、この地域でも日

本語を話す人々が活躍していたことは確

かだと思われる。 

アイの胸飾り 
テーベ王朝最後のファラオ、アイ(国常立

くにとこたちの父親の高皇産霊神) たかみむす

びのかみが残した胸飾り。天空を司る女神

ヌトの頭上と羽の下に刻まれた文字は、

これまでエジプト語を記した未解読の象

形文字と考えられてきた。が、これらを

地球文化研究所の高橋が読み解いた結果、

次のような言葉が刻まれていることがわ

かった。・日経ひふる天日あむひとともに出

づるトゥトアンクアムン/永遠に在れ〔頭

上〕誓ひ/トウトアンクアムン/御身愛で/

死したるのち/あの世でも/朝なタベに祈

る[右下〕ここに主//天日奉りて/絵師/イシ



スの宮の日経る札つくる、〔左下〕文中の

「主」とは、高橋によれば、前八〇九年の

第一次テーべ戦争で亡くなったツタンカー

メン(宮下文献に見える天之田原男神)を手

厚く葬ったカラ族出身のファラオ、アイを

さ す と い う 。

[アシカビキミヌ

シ] 
竹内文献に登場する上古第一代天皇。紀元

前一六〇〇年頃在位。中国の歴史書『史記』

に記された黄帝と同一人物である。竹内文

献は、この天皇の時代に次のようなことが

あったと伝えている。・上古第一代天皇は宇

宙の彼方の天日国から地球に天降り、天元

根国(コーカサス山脈/天帝の下界の都)で即

位した。・天皇は天元根国に天神人祖一神宮

を造った。・また、この神宮の別宮を日球国

(飛弾山脈)に造った。・天皇の二十五人の皇

子の一人は、天の浮船と呼ばれる宇宙船の

建造にあたった。・天皇は万国の地図と文字

をつくらせたあと、日本の富士山から天

上の星、天日国に神去った。ここに登場

する天日国とは、アメンピ(Amenpi のア

ナグラムから、ヴィマナであることがわ

かる。 

[アメノトコタチ]

竹内文献に登場する上古第一三代天皇。

紀元前一〇〇〇年頃在位。中国の歴史書

「史記』に見える周の文王と同一人物。

テーベの都から世界を治めたエジプトの

ファラオ、アメンホテップ一世として実

在した。竹内文献は、この天皇の四十八

人の皇子と皇女が、それぞれ北アメリカ

と南アメリカ、アフリカ、ヨーロッパ、

アジア、ミヨイ、タミアラに派遣され、

国王になったと伝えている。アメノトコ

タチは、日本の筑波山に仙洞大宮という

巨大な地下宇宙基地をつくり、ここから

天界に神去った。この天皇の孫の中に、

星問宇宙飛行と関わりの深い天日月間星

男女尊や長寿守護神がいたと伝えられて

いるのは注目される。竹内文献は、テー

ベ王朝十一代のファラオのうち、この天

皇の治績しか伝えていないが、宮下文献

には他の天皇名も記されている。 

[[[[アメノヤソヨロアメノヤソヨロアメノヤソヨロアメノヤソヨロ

ズタマズタマズタマズタマ]]]]    

竹内文献に登場する上古第九代天皇。東

日流外三郡アソベ王ウソリ、記紀の天御

中主と同一人物。中国では、紀元前一五

〇〇年ころ発生した大洪水を治めて夏王

朝を開いた禺として知られ、メソポタミ

アでは、同じ洪水を生きのびて神々の楽



園ティルムンに住んだウトナピシュティム

(旧約聖書のノア)として知られている。竹

内文献は、この天皇の時代に次のようなこ

とがあったと伝えている。・天皇は宇宙船

に乗って万国を巡幸した。メソポタミアの

ニップール(尼波羅国)に天降ったとき、

人々は天皇の来訪を記念して、ジッグラト

(大黒人山)という階段状のピラミツドをつ

くった。・万国巡幸の旅から日本に戻った

天皇は、息子に位を譲ると恐山に向かい、

この地で神去った。恐山霊場の由来はこの

時に始まる。おお、見よかの山すそに身を

横たえて眠れる大きな蛇をその長さは 30

オーナ(約56m)幅は8オーナ(約15m)身は水

晶のごとく輝き光を放つ金属におおわれて

いるおお、そなたはかの山の蛇の名を知っ

ているかそれはこうだ"炎の中に生きるも

の

"------

[アンデスの黄金

板碑文] 

イスラエル最後の王ホセア(旧約のイサク/

記紀のイザナギ)と、彼の養子になったティ

ルムン王スダース(旧約のヨセフ/記紀のホ

ホデミ)が、紀元前七〇〇年ころ残した碑文.

エクアドルの地下都市から出土したといわ

れる二の碑文の文字は、欧米の学者がイン

ドのブラーフミー文字によく似ていると

指摘。故クレスピ神父所蔵の図のような

黄金板(52 ㎝×14 ㎝×4 ㎝)を紹介したス

イスの作家デニケンは、この碑文の作者

を宇宙人とみなした。が、高橋は、これ

らの文字を、インドのブラーフ、・、1

文字の元になった日本の神代文字で読み

解いて、次のような結果を得た。・これ

なる金の板にイサクとヨセフ記す〔一行

目〕・ここにわがクルの宝あつめしめ〔二

行目〕・のちの世に伝へていしすゑたら

しめん〔三行目〕・ヤアヱをわれらのカ

ムイとあがめよ〔四行目〕アンデスの黄

金板が、日本の古代文字で書かれ、しか

も古代の日本語で意味をなす二とは、紀

元前のアンデスの統治者が日本人の祖先

のクル族であったことを物語っている。

一九三〇年代に南米の地下都市を捜し求

めたナチスドイツの SS隊員は、戦後まも

なく、日系インデイオのヒバロ族が入口

を守るエクアドルの地下都市に侵入し、

この黄金板と同じ文字で書かれた何万枚

もの金属板を押収したという。「死後に

富むを得…」と読める漢字の発明者・蒼

頡が残した碑文(西安郊外) 

 



カラ族の地下都市から出土した黄金板碑文

[イザナギ] 
竹内文献に登場する上古第二一代天皇。紀

元前七二五年頃在位。インドの叙事詩『マ

ハーバーラタ」の中でカウラヴァ(ムー)との

戦いに勝利を収めたパーンダヴァ(アトラ

ンティス)の英雄ユディシュティラの息子

として描かれているパリクシト、すなわち

旧約聖書のイサクと同一人物『契丹古伝』

に殷叔の名で記され、「日本書紀」に伊弉諾

(イサフタク～パリクシト)の漢字名で表記

されたイサク(イザナギ)は紀元前八世紀に

アッシリヤ(アトランティス)のためにパレ

スチナを奪われたイスラエル王ホセアとし

て実在したとみられる。

 

[イジュンハン碑

文] 
契丹古伝に日の沈む西の大陸のはてにある

斐伊絢倭と記されたアフリカ大陸、マリ共

和国のイジュンハンにある碑文(次頁参照)。

サハラ砂漠の青い戦士として知られるスー

ダン系トゥアレグ族の祖先が残したものと

いわれている。現地でティフィナグ文字と

呼ばれているこれらの文字は、これまで解

読不能とされてきた。が、ティフィナグ文

字と目本の神代文字の類似に注目した地球

文化研究所の高橋は、これらの文字の音価

を復元。サハラ砂漠の岩山に刻まれた文

字は、紀元前七世紀の初めにアフリカで

活躍した日本人の祖先、カラ族が残した

ものであることを突きとめた。木村重

信・大阪大学名誉教授が現地で採集して

きた百種以上の刻文は、高橋によれば古

代アフリカに都市文明を築いていたカラ

族が、前七～八世紀の戦争と異変の時代

に、東方に向かって脱出し、大移動した

ことを物語っているという。これらの刻

文の中に、スダースやタルハカ、二ニギ

といった固有名詞が見えることは、イジ

ュンン碑文がエチオピア朝エジプト時代

に記されたことを意味している。タッシ

リの壁画に描かれた古代日本の貴婦人た

ちは、この時代に、タルハカ(ニニギ)やス

ダース(ホホデミ)に導かれて、アフリカに

侵入したアッシリヤの暴虐から逃がれた

の で あ る 。

サ ハ ラ 砂 漠 の タ ッ シ リ 高 地



アツシリヤ(アトランティス)のアフリカ侵入によ

って東方へ避難する古代カーリア(ムー)の貴婦人

たち 

[イースター島文

字] 

イースター島で発見された謎の文字板コハ

ウ・ロンゴロンゴに書かれている文字。図

の文字板には、目本人の祖先の一部をなす

古代イスラエルの民=カラ族(旧名カルと呼

ばれた首都・サマいアの人々)の一グループ

が、この島を経て葦原の瑞穂あしはらみずほの

国と呼ばれた日本に向かったことが記され

ている。イースター島はかつて、太平洋を

航海するバルサ(筏船)の船団の重要な寄港

地で、この島と日本は熊野の諸手船もろたぶ

ねと呼ばれる快速船で結ばれていた。目本

の熊野にある列石がイースター島のアフ

(モアイの台座)とよく似ていることは、す

でに何人かの研究者によって指摘されてい

る。この島の文字板が熊野の諸手船につい

て述べていることは(左の訳文参照)、今も

日本で行なわれている諸手船もろたぶね神

事の伝統の中に生きており、日本とイー

スター島との失われたつながりを明らか

にするものとして注目される。以下、ア

タン文字板の訳(部分)を示す。贄ささげ

たてまつりて降ることなき雨が降らめと

水をも飲まずひと時なむも寝ずに夜昼と

なく海見晴らしし父母ちちははたちを讃え

まつらく熊野の諸手船の梶をとり我ら神

さびつつ廻る…(下略) 

 

エステバンアタンの文字板 

[エトルリア文字]
ローマ帝国の成立以前に口ーマ市を建国

したエトルリア人。彼らの残した工トル

リア文字は、いまだに解読されていない

重要な文字のひとつである。図の迷宮に

描かれた記号は日本の古代文字で、「カム

サリヌ」(神去りぬ)と読める。エトルリア

の人々は彼らの伝説に従えば、紀元前八

世紀のトロイ戦争において、炎のトロイ

を脱出した英雄アエネイアスの率いるト

ロイ派の将兵がローマに移り住んだこと



に始まるといわれている。小アジアからブ

ルガリア、オーストリア、チロルの谷を通

ってイタリア半島に南下したとみられる彼

らは、その途中にもチロルの谷にカムナ文

字と呼ばれる、これまた日本の神代文字と

関わりの深い文字群を残している。『竹内文

献』は、この時代にイザナギの部下の将軍

がトロイから口 i マヘ移り、今日の口ーマ

市を建国したと伝えている。したがってこ

の地域にエトルリア人が日本の古代文字を

用いていくつかの記録を残したことは十分

に 考 え ら れ る 。

古代工トルリアの壁画 

オオトノチ 
竹内文献に登場する上古第十八代天皇。紀

元前七五〇年頃在位。インドの叙事詩『マ

ハーバーラタ」の中でドリタラーシュトラ

の息子ドゥリヨーダナと戦ったパーンドゥ

の五人の息子の一人として描かれているユ

ディシュティラと同一人物。日本のアイヌ

に伝わる叙事詩『ユーカラ』にも、ポイヤ

ウンペ(オモタルヒコ)と戦った英雄、カムイ

オトプシとして描かれている。竹内文献に

よれば、この天皇の時代に地球はまたも

や大異変に見舞われ、天皇は恐山から天

界に避難して再び地球に戻ったという。

オオトノチの都は世界各地に造られ、天

皇は天の浮船と呼ばれる空艇に乗って万

国を巡幸したともいう。その空艇は一日

に八 OOO 里、ないし一万一 OOO 里飛ぶ

ことができたというから、当時の航空機

は、時速一三 OO キロ以上のスピードを

もった超音速機だったことがわかる。

[オモタルヒコ] 
竹内文献に登場する上古第十九代天皇。

紀元前七五〇年頃在位。日本のアイヌに

伝わる叙事詩「ユーカラ』にポイヤウン



ペという名の英雄として描かれ、インドに

伝わる世界最大の叙事詩『マハーバーラタ』

の中でパーンドゥの五人の息子と戦うドリ

タラーシュトラの息子として描かれたクル

族の英雄ドゥリヨーダナと同一人物。宮下

文献に国狭槌くにさづち (パーンドゥ)の五人

の息子の[人、穂千田ほせんた比古として記さ

れたオモタルヒコは、インドの叙事詩『ラ

ーマヤナ』の中で、バーラタ国王ダシャラ

タ(ミタンニ王ドゥスラッタ)の五人の息子

と王位を争った魔王ラーヴァナとして描か

れている。が、これは、のちにインドの歴

史を改作したアーリヤ人の虚構であり、オ

モタルヒコ(ドゥリヨーダナ)は、エジプトか

らインドに都を移したテーベ王朝最後のフ

ァラオ、アイ(高皇産霊神)の孫として、また、

国狭槌の妻の白清竜プリター)と国常立(ド

リタラーシュトラ)との問に生まれた悲劇

の子として、ハスティナープラ(ホセンタ)

の都に君臨した。『新撰姓氏録』にその名も

天日鷲翔矢命として登場するオモタルヒコ

は、ギリシャの詩人ホメロスが残した二つ

の大叙事詩、『イーリアス』と『オデュッセ

イア』の中でも、輝きわたる太陽のごとき

英雄、卜ロイのアレクサンドロスとして物

語られている。 

 

[岐山きざん文字] 
中国西安郊外、岐山県の十六羅漢碑に刻ま

れた図のような文字群。これらの文字を研

究した地球文化研究所では、この碑文に

使われた文字が古代サハラ砂漠で使用さ

れたティフィナグ文字であることをつき

とめて、次のように解読している。栄え

賜はらなむヘブルの瑠璃富むカムイに祈

りを捧げなむ右の解読結果によると、中

国でも BC 七〇〇年頃サハラで使われた

文字が残されていることがわかる。と同

時に、この碑文は古代地中海世界で活躍

したヘブル人(カラ族)が東方の地、中国大

陸にも足跡を残したことを物語っている。

 

[キンバレー文字]
オーストラリア北部のキンバレー山脈一

帯で発見された文字。これらの文字は日

本に伝わるアイヌ文字、トヨクニ文字と

のかかわりを示している。その一例は、

同山脈の岩壁に描かれていたもので、地

球文化研究所によると日本のアイヌ文字

で、アルジイサク(主イサク)と読むことが

できる。この洞窟画に描かれた人物は丸

い頭をしており、BC 七〇〇年頃、サハラ

砂漠の各地に描かれたエチオピア王朝時

代の円頭人のモチーフと共通する。左図

は、キンバレー山脈を流れるプリンス・

リージエント川の谷問の洞窟に描かれた

壁画である。左端の人物はアンテナ付き

の宇宙ヘルメットをかぶっているように

見え、その他の三人も何か現代的な宇宙



服を身にまとっているように見える。これ

らの人物像の上に描かれた五文字は、これ

また目本の古代文字で、カムラツク(神ら着

く)と読める。すなわち、「神々が到着した」

という意味である。この絵から判断すると、

彼らは左端に描かれた飛行物体から降り立

つ神々を出迎えたかのように見える。それ

は『契丹古伝』の中に描かれた古代カラ族

の王、スサダミコ(ヨセフ)の飛行物体であっ

たかもしれない。コーカサスの地下都市を探検

したアルゴ号の勇士が残したとみられるマイコツ

プ 碑 文

日本の古代文字で記されたタルタリア遺跡出土の

粘土板 

 

クニトコタチ 

竹内文献に登場する上古第十四代天皇。紀

元前八○○年頃在位。目本の『ユーカラ」

に国造りの神コタンカラカムイとして描か

れ、インドの『マハーバーラタ」にクル族

の大王として描かれたバーラタ国王ドリタ

ラーシュトラと同一人物。ギリシャではテ

ュエステースの名で知られている。宮下文

献は、この国常立(農立比古)に国狭槌(農佐

比古)という弟がいて、二人は故郷を離れた

あと東方に新天地を開拓したと伝えている。

が、この伝承はテーベ王朝の末期にドリタ

ラーシュトラが弟のパーンドゥとともにエ

ジプトからインドヘ移住し、戦争で荒廃し

たテーベから父王のアイ(クレオーン/周

の厲王胡/高皇産霊神)を迎えたことを物

語っている。また、宮下文献では二人の

兄弟が仲良く国造りをしたことになって

いるが、日本とインドの叙事詩は、この

大王の時代にクル族が分裂してアトラン

ティス(アッシリヤ/アーリヤ)とムー(エ

ジプト/カーリア)の恐るべき戦争が始ま

り、地軸が何度も傾く異変が発生したと

伝えている。竹内文献によれば、クニト

コタチはこの時代に位山くらいやまと槍ケ

岳に大宮を造り、その後、天上の星に飛

び去ったといわれる。クニトコタチは、

大本教の関係者の間で艮うしとら (東北)

の金神として崇められ、再び世界を治め

る天皇として甦ることが予言されている。

ク ニ ト コ タ チ の 父 王 ア イ

 

 

[クレタ象形文字]
ギリシャのクレタ島にあるファエストス

宮殿跡から出土した粘土板の文字。地球

文化研究所では、図の円板の文字を、次

のよう解読している.主あるじうしはくエ

ホバの民主あるじヨセフうしはく民発たつ

はセト神かしこむ父の民エロハ民 ----

〔略〕越すは神民……〔略〕タルハカう

しはく民------上の解読結果によれば、古

代のクレタ島にいた日本人の祖先は、前

六八七年の里ハ変前に、ヨセフ(スサダミ



コ)に率いられて島を脱出したことがわか

る。 

 

クレタ島出土のファエストス円盤 

 

[クレタ線文字 A] 
紀元前八世紀に日本人の祖先、カラ族(力ー

リア人)の航海者がクレタ島にいたことを

示す文字。地球文化研究所では、ハギア・

トリアダ宮殿跡から出土した図の粘土板の

文字を次のように解読した桶か盥三十風呂

三蓋も三 櫂九 酒十三櫓の柱連縄一〇亜

麻布十三 盥四五 船五戸板といたも四 

擢六 酒十四〔当時の注文書の一部〕

線文字 A を刻んだクレタ島出土の粘土板 

タカミムスビ 
竹内文献に登場する上古第一 O 代天皇。

東日流外三郡誌に見えるアソベ王朝第二

代のタミアレ(多弥生)と同一人物。中国で

は、夏王朝第二代の夏后啓として知られ、

メソポタミアでは、ウトナピシュティム

(禺/ウソリ/天御中主)の息子ギルガメシュ

として知られている。宮下文献のタカミ

ムスビ(エジプト王アイ)とは別人物。竹内

文献は、この天皇の時代に次のようなこ

とがあったと伝えている。・天皇は北アル

プスに巨大な地下都市(大宮仙洞)を造り、

不老長寿の薬を飲んで長生きした。・また、

ミヨイ島やタミアラ島(太平洋の古大陸)

を視察したあと、檀君国(ウラル山脈一帯)

を訪問し、諸王を任命した。シュメール

伝説の英雄ギルガメシュはクラブに都を

定めたが、その都は富山市郊外の呉羽に

も あ っ た と い わ れ る 。

ア

ッシリヤのコルサバード宮殿から出土した太古

日本の王ギルガメシュ像 



竹内文献茨城県北茨城市磯原に

ある皇祖皇太神宮の神官、竹内家に代々伝

わる古文書。今から約二 OOO 年前、大陸

文化の侵入によって古代日本の歴史が失わ

れるの睦恐れた武烈天皇武内宿すく彌の孫

にあたる平群真鳥を富山の皇祖皇太神宮に

派遣し、そこに伝わる神代文字の記録を漢

字仮名混じり文に改めて残したものが原型

になったといわれる。この書物には、太古

日本の天皇が宇宙の彼方の天日国より飛来

して地球全土を治めたことや、この地球が

たび重なる天変地異によって荒廃したこと、

それにもかかわらず日本人の祖先が天の浮

船に乗って天界と地上を往来し、異変で滅

びた文明の再建に全力をつくしたことが物

語られている。これまでの研究者は、竹内

文献のスケールがあまりにも壮大であるた

め、酒井勝軍のピラミッド調査をのぞけば、

見るべき成果を挙げていない。がこの書物

に収められた一 00 種以上の神代文字を、高

橋が遺物に即して具体的に調査した結果、

竹内文献に記された内容は基本的に真実の

歴史を扱っているという。このことは『山

海経』や『史記』その他の文献、あるいは

言語学、考古学、民族学、神話学、遺伝子

分析などの最新成果によっても裏づけられ

る。古史古伝の中で最も異端の書とみられ

ている竹内文献がこれから日本と世界の歴

史を大きく書き変える日もそう遠くはない

と み ら れ る 。

 

テーべ王朝 
紀元前十一世紀から前九世紀にかけて、

ナイル河中流域のテーべを首都として栄

えたエジプトの世界王朝。地球文化研究

所の調査によれば、日本の『宮下文献』

に登場するアメノトコタチ(天常立)以下

の十一代の天皇は、エジプト・テーべ王

朝(第一八王朝)の十一代のファラオとし

て、現実の歴史の中で実在したことが判

明している(次頁の王名対応表を参照)。

卜トメス 3 世ハトシェプスト女王第一代天常

立比古神アメンホテップ一世別名ジムヌ

神農比古神第二代天之御柱立神卜トメス

一世第三代天之木合比女神パトシェプス

ト女王第四代天之草奈男神トトメス三世

第五代天之土奈男神アメンホテップ二世

第六代天之火明男神卜トメス四世第七代

天之水男神アメンホテップ三世(ニンム

リァ)第八代-天之金山男神アメンホテッ

プ四世(イクエンアテン)別名ナフリア農

谷比古神第九代天之火山男神スメンカラ



ー第十代天之田原男神トゥトアンクアメン

(ツタンカーメン)第十一代高皇産霊神アイ

(クレオーン) 

トヨクモノネ] 
竹内文献に登場する上古第十五代天皇。紀

元前七七五年頃在位。日本の「ユーカラ』

にコタンカラカムイの子ポニウネカムイと

して描かれ、「マパーバーラタ』に大王ドリ

タラーシュトラの太子として描かれたヴイ

カルナ(宮下文献の阿和路比古)と同一人物。

この天皇はチベットのカイラス山にある仙

洞(シャンバラ)と呼ばれた地下都市に住み、

銀河系最大の宇宙船プシュパカ・ヴィマナ

をもっていた。のちにインドの財宝神クベ

ーラ、クンビールとして知られ、目本でも

金比羅様として祀られるようになったトヨ

クモノネは、シバ神のモデルとなったオモ

タルヒコの異母兄であり、チペットではシ

ャンバラの王サナート・クマラの名で、日

本では鞍馬山の魔王尊の名で今も崇められ

ている。竹内文献は、二の天皇の時代に、

富山の呉羽丘陵に五福城と呼ばれる大宮が

造られ、トヨノ文字(別称イヅモ文字)が使わ

れ る よ う に な っ た と 伝 え て い る 。

大洪水以前に世界の王の都があった北アルプスの

雲ノ平 伊藤誠一撮影 

「ペドラ・ピンタ

ダ文字] 

ブラジル北部の巨大な宇宙卵遺跡として

知られるペドラ・ピンタダの岩壁に刻ま

れた図 1 のような文字。地球文化研究所

ではこれらを、次のように解読している。

ヨセフとイサクに船を降せる神を見よイ

サクヨセフとともに手厚く守れ図の下部

に描かれた卍形の奇妙な図形は、古代カ

ラ文明の飛行艇として知られるヴィマナ

の推進力、構造を表したものとみなすこ

とができる。しかも、文中にヨセフおよ

びイサクという名前が登場するところか

ら、イサクの別名、古代イスラエル最後

の王ホセアの時代(BC 八世紀末)にこのペ

ドラ・ピンタダ碑文が残されたものと考

えることができる。ペドラ・ピンタダ遺

跡に刻まれた別の碑文(図 2)はまた、次の

ような解読結果が得られている。ステル

ニの父なるカムイを祭らむナイムラブの

母から力を給はらむ右の解読結果にもと

づけば、図 2 のペドラ・ピンタダ碑文の

年代は、BC 二〇〇年ころとみなされる。

 

ペドラ・ピンタダの宇宙卵巨石



図 1図 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちはただ眠るためにわずかに夢を見

るために来たのだろうか 

いや、ちがう、そんなはずはない 

私たちが地上でただ空しく生きてゆくた

めに来たなんて! 

けれども私の心に何ができよう 

空しく地上で生きてゆくために私たちが

来たのだとしたら…… 

どこにあるのか、私のほんとうの故郷は

…: 

アステカ・インディアンの歌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 8 章 

今よみがえる太古

日本のムー文明 
ふたたび美しい星に帰る日をめざして

 
ペルーのイカの石に描かれた「星を見る人』 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇宙遊泳するタッシリの少女 

 

一般には知られていないが、一九六〇年

代にきわめて重大な意味をもつ発見があ

った。それはトルコのカッパドキアにお

ける巨大な地下都市群の発見である。こ

れまでわれわれは太古の高度な文明の存

在をオーパーツによって断片的に知るだ

けであったが、この時からそのような先

史の失われた文明の研究・調査は現代科

学の最先端をいく専門家の最重要課題と

なった。トルコの地下都市から発見され

たものは太古の高度なサイエンスおよび

テクノロジーの存在を証明するものだっ

た。そして、このような地下都市が世界

各地に百か所以上も存在すること、また

これらがムー文明として知られる太古宇

宙文明の遺産であることが、いまや明ら

かになろうとしている。「ムー」とは吉代

シュメール語で「飛行物体」という意昧

である。われわれがムーという言葉で表

している高度な文明は、かつて地球全体

を美しい惑星として統治していた日本人

の祖先、クル族(カラ族)が築いた宇宙文明

そのものをシンボリックに表現したもの

であることがはっきりしてきた。太古の



失われた文明がどのようなものであったか、

われわれは今ようやくその一端を知りうる

ようになつた。以下、これまでに明らかに

なったムー文明のスーパーサイエンスのい

くつかをこ紹介しよう。 

地球探検 1 

古代字宙文明の大

いなる遺産 
インドの国際サンスクリット研究所の G・

R・ホスエ所長が英訳した古文書『ヴィマニ

カ・シャストラ』(航空学概説)には、今から

二七〇〇年前までインドにあった各種飛行

機械のつくり方や使用法が詳しく述べられ

ている。古代インドの賢者マハリシ・バラ

ドワジャの手に成り、今世紀の初めにバラ

モンの官阿桶旧パンディット.S・シャスト

リに伝えられたこの由緒あるテキストには、

地球の上空を飛べるだけでなく惑星間飛行

もできた三つのタイプの航空機の構造と材

料、性能、建造法、操縦法などが具体的に

記されている。今日の物理学でタキオンと

して知られている超光速粒子を電気に変え、

三相交流モーターで超電導状態を実現して

宇宙空問を飛行するこのヴィマナは、現在

アメリカやロシアが必"死になって開発し

ている""空飛ぶ円""盤""そのものである。"

古代インドのヴィマナは空を飛ぶことがで

きただけでなく、空中に停止することも、

水上に浮かぶことも、水中を潜行すること

もできた。また、機体を取り巻く電磁場を

操作することによって光を放射・吸収した

り、雲や嵐を発生させることもできた。重

力の問題をすでに解決していた古代インド

の科学者は、あらゆる形の飛行機械をつ

くることができたばかりでなく、住居や

都市、巨大な島さえも宇宙空間に浮かべ

ることができたのである。これらの記述

に似たことはインドの有名な叙事詩『マ

ハーバーラタ』や『ラ!マヤナ』などにも

記されており、今から三～四〇〇〇年前

に、"クルの神々は""空飛ぶ島""ともいう

べき巨大な宇宙ステーションとさまざま

なタイプの宇宙船を持っていたことがわ

かる。インドの数多くの伝説は、紀元前

八世紀の宇宙工学者マヤが周囲一万キュ

ービット(直径一・五キロ、円周四・七キ

ロ)にも達する星間宇宙船を造っただけ

でなく、カガナカーラ・サブハをはじめ

とするいくつかの巨大な宇宙都市や宇宙

ステーションを造ったと述べている。『サ

マランガナ・スートラ・ダーラ』は、か

つてブラフマンが造ったヴィラヤ、カイ

ラサ、プシユパカ、マニカ、トリビスタ

パの五つの宇宙都市のことを伝えている

が、この書物に 

 

 

紀元前 9 世紀のエジプトの墓に描かれたファラ

オの乗り物.現代のカプセル型宇宙船と燃料ロケ

ットそっくりの形をしている。 

よれば、クベーラ(金比羅)の宇宙都市プシ



ュパカは五五〇キロ×八○○キロという信

じられないような規模を持ち、銀河系でひ

ときわ美しい輝きを放っていたといわれる。

インドとは別に、古代のアンデスやメキシ

コに高性能の飛行機械があったことは一九

四〇年代以降、中南米の各地で進められた

いくつかの考古学調査と遺物の再評価から

次第に明らかになってきた。一九五二年に

メキシコ国立人類学研究所のアルバート・

ルース・ルイリエル博士がパレンケの""碑

銘の神殿""と呼ばれるピラミッドの地下で"

発見した巨大な王の枢ひつぎの蓋石には、ロ

ケット型の飛行機械を操縦する古代のパイ

ロットの彫刻画がはっきりと描かれている。

イギリスの航空技術専門家 J.J・サンダーソ

ン博士がパレンケの飛行機械の復元を試み

たところ、それはエドウィン・グレイの考

案した EMA モーター(従来とは異なるエネ

ルギーを利用した無限に近い連続運転可能

な電磁パルス式モーター、アメリカ特許番

号第 3890548 号)の構造とよく似ているこ

とが明らかになった。ということは、この

飛行機械が現在でも実用化されていないタ

キオン駆動式の航空機であった可能性を物

語っており、古代のメキシコにも宇宙船と

いえるものが存在していたことを示してい

る。古代のアメリカ大陸にはマヤの宇宙船

以外にも別のタイプの巨大な航空機があっ

た。それは、中米のコスタリカから南米の

コロンビア、ベネズエラ、エクアドル、ペ

ルーに到る地域から出土した大小二十数個

の奇妙な黄金製品の研究から明らかになっ

たものである。動物学者かつ考古学者とし

て知られるイギリス海軍情報部のアイヴァ

ン・サンダーソン博士をはじめ、ベル・ヘ

リコプターの設計者としても知られるアー

サ ー ・ ヤ ン グ 、 世 界 最

宇宙船を操縦するパレンケの飛行士初のロケ

ット・パイロットであるジャック・ウル

リッヒといった第一級"の専門家がこれ

らの""動物形態品"""を鑑定した結果、ま

ちがいなく古代の航空機の模型であると

いう結論が出た。それらの航空機は現代

のスペース・シャトルよりはるかに高度

な性能をもった宇宙船といえるもので、

インドの飛行機械と同様、空中から海中

へ、海中から空中ヘスキップし、ジャン

プできる機能を備えていたと報告されて

い る 。



地球探検Ⅱ 

地球から銀河へ旅

立った神々 
それでは、これら太古のムー文明の航空機

は当時どのような形で使われていたのだろ

うか。中国に伝わる世界最古の地理書『山

海経せんがいきよう』によれば、当時の飛行ル

ートはこうである。「アンデスのティアワナ

コ遺跡(ボリビア)から飛び立ったヴィマ

ナは、イースター島に着陸し、そこから

南西太平洋のトンガに飛行した。トンガ

からさらにニューギニア上空を越えてヒ

マラヤ山中の神々の地下の館

古代ムー王国の地下都市シャンバラ(仙洞)

ネットワークを目ざしたヴィマナは、当時

ヒマラヤにあったシャンバラ(仙洞)と呼

ばれるムー文明の都からヨルダンのバー

ルベック宇宙港に立ち寄ったのち、さら

にエジプトやガ!ナを経て、ティアワナコ

の宇宙港に戻った。」当時のヴィマナは地

上に着陸するとき、ナスカ(ペルー)やソー

ルズベリ(イギリス)、あるいはコーカサス

山脈東麓のウスチウルト台地に描かれた

地上絵を航空標識として利用していた。

別の星と地球を往復するときは、アンデ

スやヒマラヤ、コーカサス山脈が大きな

目印になった。"『山海経』にはこれらの

山脈に""天""帝の下界の都""があり、神々

の地下" の館(地下都市)が地上の航空標

識やピラミッド、人造湖をともなって、

世界各地に造られたと記されている。太

古ムー文明の宇宙船は、地球の七つのチ

ャクラに造られた地下都市から月や火星

へ飛び立ったのである。太古ムー文明は、

現在 NASA が計画しているスペース・コ



ロニー(宇宙植民島)をはるかに凌ぐ宇宙ス

テーションをいくつも持っていた。それら

は月と地球の重力が均衡するラグランジ

ュ・ポイント、特に NASA が注目している

L5 ポイント周辺に造られたとみられる。そ

して、月のクレーターにはいくつかの月面

基地が、また、クレーター内部には地球と

同じように巨大な地下都市が造られていた。

中国の古い記録には、宇宙飛行士の后 こう

げいが恋人の常餓じようがとともに月へ向か

い、月面上に立ったとき、「凍ったように見

える地平線」が見えたので、そこに「大寒

宮だいかんきゅう」を建てたと記されている。

この常蛾は火星の人面岩として知られる航

空標識のモデルとなったムーの女王とみら

れる。 ムー文明はさま

ざまなタイプの宇宙船や宇宙ステーション

を生み出しただけでなく、そこには超光速

素粒子タキオンを利用した発電装置が作動

する快適な都市が栄えていた。ティアワナ

コの太陽の門やトンガの太陽の門は、当時

のタキオン発電装置の遺構とみられる。ま

た、中米コスタリカの石球やオーストラリ

ア、アフリカの各地に残る石球は、当時の

タキオン照明装置の一部であろう。この時

代は宇宙医学と宇宙芸術が栄えた時代でも

あった。現在、ヨガや経絡けいらくとして伝

わっている高度な知識は、当時の宇宙飛

行士のために組まれた健康法の一部であ

った。この時代の医学が現代の医学より

はるかに進んでいたことは、アンデスや

ヨーロッパ、あるいはコーカサス、中央

アジアなどの各地から出土した遺骨に見

られる脳外科、心臓外科手術の成功例に

よって確かめられている。古代のアルメ

ニアでは、現代のものにまさるとも劣ら

ない手術用の鋼鉄製ピンセットをはじめ

とする各種の手術用器具が見つかってお

り、エジプト、ペルーでも歯科用のブリ

ッジ、義歯などの使用が確認されている。

芸術面においては、地球の各地で光と音

のハーモニーを自然の中で再現する宇宙

芸術(コズミック・アート)が実践されてい

た。アンデス高地のマルカワシや日本の

中央高地には、当時の芸術劇場の跡があ

る。また、南極の厚い氷の下には火星の

人面岩と同じような人物の絵が大地に刻

まれているだけでなく、ブラジルのリオ

デジャネイロの近く、コロンビアのボゴ

タ周辺、メキシコのロルトゥン洞窟、日

本の北アルプスの穂高岳その他には、自

然の岩山を削り取って加工した神々の像

が描かれている。このように進んだ当時

のムー文明にあっては、宇宙船、宇宙ス

テーション、地下都市などの建造にレー

ザー光線や超 LSI に代表されるスーパー

テタノロジーが使われていた。その証拠

としてプレ・インカのビーズ(穴の直径わ

ずか○・三ミリ)やメキシコのモンテ・ア

ルバン遺跡から発見された黄泉よみの神

ミクトランテタトリの仮面(見方を変え

れば、太古の超 LSI 回路図)などがある。

また、この時代の地球上の各地にはさま



ざまな大模規構造物が造られた。その一例

として、ギザの大ピラミッドがそびえ立つ

ナイル河口の台地から西へ向かって、アフ

リカ大陸の西端モロッコまで築かれた総延

長四〇〇〇キロに及ぶサハラ大運河の存在

があげられる。この巨大な運河

大異変前のエーゲ海大異変後のエーゲ海の形は、

ピリ・レイス地図と並んで有名なイブン・

ベンザーラ地図に詳しく描かれている。

ユーカラの宇宙船

今から二七〇〇年以前(放射性炭素 C14 年

代法で一万二〇〇〇年以前)に栄えた以上

のようなムー文明ーその痕跡は日本にもあ

る。たとえば、ヴィマナと同じような航

空機が日本のアイヌに伝わる叙事詩』ー

カラ』にも登場する。そこには、カムイ

チセ(神の家)、カムイマウ(神風)、シンタ

(ゆりかご)、フリ(星問宇宙船)というタイ

プの異なる宇宙船の存在が記されている。

『ユーカラ』とは別に、茨城県の皇祖皇

太神宮に伝わる『竹内文献』にも「天の

浮舟」「天の鳥舟」と呼ばれた太古日本の

宇宙船に関する記述が見える。同書には

上古第三代天皇の時代に、れんげ北アル

プスの蓮華城で大型宇宙船八隻と小型宇

宙船一六隻が造られたこと、また当時、

仙洞(シャンバラ)と呼ばれる地下都市が

造られたことなどが記されている。また、

第九代天皇の時代には、メソボタミアに

大黒人山(デーグロト山目ジッグラト)と

呼ばれる階段状のピラミッドが造られた

という記述もみられる。

 

ユーカラ戦争地図(『謎の新撰姓氏録』徳間書店刊) 

 

地球文化研究所の調査によれば、日本に

は三〇〇〇以上のピラミッド山があるが、

北アルプス、奥多摩、干葉県の印旛沼と



手賀沼の一帯、利根川流域のピラミッド山

をつないでいくと、それぞれの地域には、

なんと太古の宇宙船の設計図が浮上してく

る!そして、当時の日本におけるヴイマナの

飛行ルートさえ、次のように復元されてい

る。縄文時代以前の飛行ルートのひとつは、

南アルプスの農鳥岳のうとりだけ (約三〇〇

〇メートル)から北アルプスの雲の平の上

空黒部源流地帯の上空を越えて能登半島へ

向かうものであった。農鳥岳のノトルとは、

アイヌ語で〃岬への道""という意味を表し

ている。"日本列島には、この飛行ルートに

関連したピラミッドが数多く残されており

日本アルプスの各地には今なお当時の地下

都市の跡がある。われわれはこれまで、チ

ャーチワードによって唱えられたムー文明

の存在が、縄文時代以前の日本とどのよう

につながっていたか十分に把握していなか

った。が以上のような最近の調査結果を踏

まえると、今から一万二〇〇〇年前に滅ん

だとされるムー文明は、紀元前八世紀まで

栄えていた太古日本のグローバルな宇宙文

明を、当時の飛行物体の愛称"ムー"にちな

んで、別の形で表現したものだという結論

に導かれる。つまり、太古日本のピラミッ

ド・地下都市・宇宙船文明こそが、ムー文

明の実態であったといえるのである。その

昔、この美しい地球から銀河の彼方に旅立

ったわれわれの祖先は、インドに伝わる世

界最大の叙事詩『マハーバーラタ』によれ

ば、シャンバラの王クベーラとシバの兄弟

が築き上げたクル族(カラ族〉の偉大な宇宙

文明を享受していた。現在の日本人は、『マ

ハーバーラタ』に登場するクルの大王ドリ

タラーシュトラ(シバ神の父親)が日本

 

東日流地底城(日本探検協会調査) 

 

神話の国常立くにとこたちの神であり、『ユ

ーカラ』の主人公コタンカラカムイ(国造

りの神)でもあることを忘れ去って久し

い。が、日本の各地に祀られている金比

羅様は、太古日本のムー文明時代に活躍

したインドの宇宙神クベーラにほかなら

ず、京都の鞍馬山に紀られている魔王尊

サナート・クマラも、シバ神の兄にあた

るクベーラであることが今では明らかに

なっている(徳間書店刊『謎の新撰姓氏

録』参照。)われわれの祖先がかつてこの

地球上に築きあげていたムー文明は、ア

ーリヤ人の侵入にともなう大戦争と異変

によって、今から二七〇〇年前にことご

とく滅び去った。けれどもわれわれは現

代のサイエンスとテクノロジーによって

当時のムー文明の輝きを再び取り戻そう

としている。今やわれわれ日本人は、か

つての祖先が造りあげたムー文明の真相

を解明することによって、かけがえのな

い地球を再び美しい星につくり替える責

任と使命を担っているといえるのではな

いだろうか 

[宇宙服土偶(遮光

器しやこうき土偶)] 
青森県を中心に、カムチャッカ・北海道

から近畿に到る地域を治めた古代津軽王



国(紀元前三世紀ころ)から出土する謎の土

偶。宇宙飛行士の気密服にも似たその異様

な服装に着目したロシアの A・カザンツェ

フが、一九五〇年代に、この土偶は太古に

地球を訪れた異星人であるという説を発表

して以来、世界各国の宇宙考古学者から注

目されるようになった。日本のユーフォロ

ジー(UFO 学)の草分けとなった CBA イン

ターナショナルの創設者・松村雄介の話に

よれば、アメリカ航空宇宙局 NASA の専門

家は、カザンツェフの仮説をまじめに受け

とめて、この土偶をモデルとする宇宙服の

開発に成功したという。紀元前の地球を治

めた太古日本のアソベ王朝(いわゆる中国

の夏王朝)の係籍を伝える『東目流外三郡

誌』によれば、この土偶は紀元前三世紀に

マケドニア(秦)に国譲りをした古代イヅモ

王国(斉)の大王、オオクニヌシ(斉の王建)の

化身である太古のアラハバキ神を表してい

る。古代インドでアーラヴァカ・ヤクシャ

として敬われた宇宙神ラーマの別名イシカ

が、『三郡誌」の中でもアラハバキの別名イ

シカ神として伝えられていることは、太古

日本とインド(ティルムン)の深いつながり

を示す一例として、重要な意味をもってい

る。 

アンリ・ロートが「火星の大王」と名づけた太古

日本のアラハバキ神(アルジェリア・タッシリ) 

[エトルリアの宇

宙船] 
一九五九年にイタリアのフィオレンティ

ーノで発掘された ""モンタニョーラ

"""(山)と呼ばれる工トルリア時代(前七世

紀)の古墳は、その断面図を見ると、コロ

ンビアの黄金模型の断面図とよく似てい

る。このことは、エトルリアの〃モンタ

ニョーラ""が前七世紀ころ""まで実在し

た""フリ鳥""タ"イプの宇宙船をモデルに

したためではないかと考えられる。コロ

ンビアの宇宙船の全長と翼長の比は、黄

金模型から判断するとおよそ一六対一三

であったことがわかるが、日本の伝説に

みえるフリ鳥の翼の長さは一三尋ひろ(二

三・六メートル)あったといわれているの

で、おそらく当時の。フリ鳥""宇宙船"の

標準的な長さは一六尋(二九メートル)く

らいであったと思われる。フィオレンテ

ィーノの古墳の全長が二八メートルあっ

たと報告されていることは、この"""モン

タニョーラ"""がフリ鳥宇宙船の実物大の

模型として造られた可能性があることを

示 し て い る 。

入古のヴィマナを形どった工トルリアの古墳 

 

 



[エトルリアのロケ

ット] 
一九六一年にローマ市内のパラティーノの

丘を発掘していたイタリアの考古学者は、

この丘の内部に設けられたエトルリア時代

の地下住居の壁に、ロケット.タイプの宇宙

船が描かれているのを発見した。そのロケ

ットは、現在のロケットと同じように発射

台の上にあってケーブルで固定され、後部

からガスを噴動して今にも飛び立とうとし

ている。ロケットの背景にはこの噴射ガス

をさえぎるための防火壁も描かれている。

 

太 古 の 秘 密 を 隠 し た 口 ― マ の 丘

〔古代中国の宇宙

飛行士] 
中国の伝説によれば、大洪水以前、蕘帝に

仕えた飛行技師后羿は""天の鳥""に"乗って

宇宙空問に飛び出し、月面に降っ立って「大

寒宮」を建てたという。王嘉が四世紀に編

集した『拾遺記』にも""月への船""や""星

の"間に浮く船の話が載っており、有名な

屈原の「楚辞』には、彼がヒスイの戦車

乗って、ゴビ砂漠から崑崙山脈の上空を

飛び、航空測量した話が記されている。 

 

[サンダーバード]
アメリカのインディアンが昔から信奉し

て い る 鳥 。 サ ン ダ ー ・ バ ー ド

(ThunderBird 雷鳥)は、その名からもわ

かるように、稲妻と雷鳴をともなって天

に羽ばたく巨大な鳥で、ふだんは高い山

の上か雲の中、あるいは地下の洞窟にひ

そんでいるが、インディアンが滅亡の危

機に瀕したときには救いに現われると信

じられている。コロラドからニュー・メ

キシコにかけて住むホピ(穂日)族は、彼ら

の祖先がかつて宇宙的な規模の異変に遭

遇したとき、この鳥に乗って故郷の星か

ら地球へやって来たことを伝えている。

北米の太平洋岸に住むキラウト族も、氷

河時代の到来とともに餓死しそうになっ

た彼らの祖先を救ったのはこの鳥だった

と次のように伝えている。やがて天空に

稲妻が光り、雷鳴がとどろき渡ったとき、

彼らは雷の音とは違ったもう一つの音が、

何かが回転しているようなブーンという

大きな音がするのを耳にした。それは太

陽の沈む西の方角からやって来た。彼ら

は太平洋の彼方から巨大な鳥の形をした

物体が近づいてくるのを目撃したのであ

る。その鳥の翼の長さは、彼らの戦闘用

カヌーの二倍ほどもあった。目は炎のよ

うに赤々と輝いていた。そしてこの鳥は、

一匹の大きな鯨を生きたまま腹にかかえ



ていた。彼らは驚きのあまり身動きもでき

ず、ただ唖然"とするばかりだった。""サン

ダー・バード""は彼ら"の目の前にその巨大

な鯨を降ろすと、天高く舞いあがって消え

去った…。アメワカのインディアンが伝え

るサンダー・バードは「戦闘用カヌーの二

倍ほど」もあり、「鯨を生きたまま腹にかか

えていた」と言われているので、その全長

と翼の長さは日本の""フリ""鳥""とほぼ同

じである。"しかもこの鳥はアメリカ大陸の

「西の方角」から、「太平洋の彼方」から飛

んで来たと伝えられているので、日本から

やって来たと考えてもおかしくはない。な

ぜなら、日本のアイヌは、ポロシリ(poro-siri

大きな山)のふもとにフリ鳥が一二〇機も

あったと伝えているからである。 

 

 

鯨をつかむ北米インディアンの伝説の鳥サンダー

バード 

山海経せんがいきよう 

中国に伝わる世界最古の地理書。今から三

五〇〇年前に夏王朝を開いた伝説の帝王、

禺うが大洪水ののちに作成したといわれる

世界地図の解説書によれば、縄文時代の日

本には拘縷こうえい国=九州島、"肢踵きしょう

国=中国・四国地方、""胡不興よ国=近畿以

東の本州島、粛慎国=北海道島以東の四つの

国、ないし跂踵国が二つに分かれた叔歝国=

中国地方と大踵たいしよう国=四国島の五つ

の国家があったこれらの国家は、北海道

の粛慎国を除けば、今から三五〇〇年以

前に湖る三皇五帝時代の世界の王、顓頊せ

んぎよくこうよう高陽帝が若水(和歌の水、ア

イヌ語でワッカ""聖なる"水〃が流れる

川)と呼ばれた紀伊半島の紀ノ川の流域

に建てた胡不與国に始まる。大洪水以前

の時代の胡不與国の都は、同書によれば、

最初、紀ノ川下流の和泉葛城山の麓、和

泉市父鬼町から葛城山を越えて粉河こかわ

町へ向かう途中にある中津川の丹布津比

売神社のあたりにあった。われわれは今、

平安時代に空海が開いた真言宗の本山、

高野山の金剛峰寺の近くにある富貴の地

に、もう一つの丹生津比売神社を捜し出

すことができる。が、富貴の高野山にあ

るその丹生津比売神社の元宮は、父鬼の

高陽山(和泉葛城山)のふもとにある中津

川の丹布津比売神社だったといわれてい

る。このことは、現在のわれわれがなに

げなく親しんでいる富貴の高野山が、も

ともとは父鬼の高陽山に由来しているこ

とを意味している。と同時に、高野山と

いう名前が、かつて紀伊半島の父鬼の山

のふもとに都を定めて全世界を治めたと

伝えられる額碩高陽帝の胡不與国の名に

ちなんでいることをも示している。中国

の『史記」や、『准南子えなんじ』その他の

記録をひもとけば、今から三五〇〇年ほ

ど前に胡不興の地から全世界を治めた顓

頊高陽帝は、そのころ地球の支配権をめ

ぐって彼に反旗をひるがえした共工氏や

三苗の賊徒と戦ったとき、紀伊半島の地

下深く造られた玄宮にたてこもって彼ら

の反乱を鎮めたことが明らかになる。わ

れわれはこれまで『墨子」に「三苗大い



に乱れ、夜、怪しげな日出づ。三日の間、

朝、血の雨降る…高陽、玄宮(地下都市)にあ

って禺に三苗の征伐を命ず……」と記され

た高陽帝の地下都市が、この日本の、紀伊

半島にあったとは夢にも思わなかった。け

れども、歴代中国の皇帝たちが意味もわか

らず大切にしてきた『山海経」の中には、

現在のわれわれがとうの昔に忘れ去ってし

まった太古地球の驚くべき秘密が、それこ

そ山のように記されているのである。『山海

経」を正しい観点から読み直せば、これま

で長い問、ヨーロッパと中国の「正統派」

の学者によって構築されてきた紀元前の世

界史と世界地理が、いかに多くの虚構でお

おわれているか、一目瞭然となる。従来の

学説は、紀元前に実在した地球規模の異変

をまったく否定し、世界各地に残された当

時の異変に関する古い言い伝えや記録をほ

とんど無視して組み立てられているため、

いまだに「山海経』に記された太古宇宙文

明の真相をつかみきれず、当時の高度な文

明の遺産を見過ごしているといえる。

 

中世のゲルマン人と中国人が想像した『山海経』

の怪物の一部 

[空飛ぶ蛇] 
フェニキアの歴史家サンクニアトンが、卜

ロイ戦争の時代(前八世紀)以前に目撃した

ファラオの乗り物。彼が残した『フェニキ

ア史』によれば、この""蛇"""は.鷹""のよう

な声と""光り輝く""外観をもって""あら

ゆるものを照らし""、""何ものも越えられ

ないスピード""で空を飛び、ひとたび上空

に""螺旋""状の弧を描いて""息〃を吐け

ば、""望みどおりの速度〃を得ることがで

きる飛行機械だったと記されている。こ

の飛行機械は古代の中近東で、ナール(炎

の柱)と呼ばれたファラオの宇宙船をさ

している。それは図のような形をした潜

水艦型の宇宙船で、頭部に二個の"""眼""

をもち、赤から青へと"色を変えて空に飛

び立った。"""偉大な鷹""とも呼ばれたホ

ルスが地下基地から飛び立つさまは、エ

ジプト第二〇王朝のファラオであったラ

ムセス九世の墓の中の壁画に描かれてい

る。当時の地下字宙基地チュアトのよう

すは、第十九王朝のセティ一世(前八世紀

の初めころ在位)の墓室の内部にさらに

詳しく描かれている。従って、エジプト

の王墓に残された絵やピラミッド・テキ

ストが古代に実際にあったことを記した

ものであるなら、前九世紀から前七世紀

頃まで、エジプトには本物の宇宙船があ

ったとみなさなければならない。前九世

紀の終わり頃アメンホテプ四世とツタン

カーメンに仕えた第十八王朝エジプトの

太守フヤの墓に、カプセル型の司令船を

搭載したロケットの壁画が残されている

ことは、当時の飛行機械が現代の宇宙船

と同じものであったことを示している。

前七世紀の初めにエジプトを支配したエ

チオピア王ピアンキ(第二五王朝のファ

ラオ)は、ヘリオポリスの聖所にこの頃ま

で安置されていた太陽神アトンの宇宙船

"""セクテット""をその目で実"際に見た

とも記されている。ピアンキは、へト・



ベ ン

雲ノ平(富山県/伊藤誠一撮影)山海経に記された太

古目本の国家葦獄山ピラミッド(広島県/西脇要撮

影・有貿訓提供)ベンの聖所で父なるラーを見

た。マアトを見た。セクテットを見た(ピア

ンキ王碑文)。「空飛ぶ蛇」「龍」とよばれた葉巻

型宇宙船その内部構造 

フリ鳥 
ユーカラに登場するフリ・ハヨクペの別称。

フリ鳥は、北海道の日高地方ばかりでなく

網走や後志でもよく知られていた。網走の

タンネシリとピツトカリの問にあるピシュ

イの"岩穴にはかつて""ヒウリ"""という鳥

が住んでいたと伝えられているが、その鳥

はとがったくちばしと蛇のような目をもち、

二十数メートルもある翼をもって突風を巻

き起こすかと思えば、胃袋を突き刺すよう

なカン高い金属音を発して空を飛んだとも

いわれる。この巨大な鳥は東北地方でも知

られており、秋田県の尾去沢の奥にある大

森山は、その昔、全身が金と銀の羽毛でお

おわれ、蛇の頭と牛の胴、一三尋ひろ (二

三・六メートル)の大きな翼をも"った""火の

鳥""が落ちてき"たところだと伝えられてい

る。しかもそればかりではない。岐阜県

中津川市の郊外にある苗木の丸山神社の

境内には、伝説のフリ鳥を形どったとみ

られる巨岩さえある。地元で天然記念物

に指定されているこの岩は高さと幅が約

五メートル、全長がおよそ一五メートル

ほどあり、その形が魚のフナ"に似ている

ところから""フ"ナ岩〃と呼ばれている。

それを注意深く観察すると、"この岩は""

天の鳥船""を形"どった人工の船岩ふないわ

であることがわかるだけでなく、三角形

の翼を補ってみるとその長さは二〇メー

トルくらいになり、実物大の模型だった

と考えられる。そしてこれとほとんど同

じ形をした純金の模型がボゴタの黄金博

物館にあることはきわめて重大な意味を

もっている。つまり、東北の伝説や北海

道の叙事詩に"現れる""火の鳥""""フリ鳥

"""は、ペルーの大地に描かれ"た""ハチ鳥

""や""シャチ""、""あるいはコロンビアの

""魚"""と同じ星問宇宙船であったことを

意味・しているのである。コロンピアの

宇宙船の多くが、日本の伝説に語られて

い る と お り 、 蛇 の よ う

太古のフリ鳥宇宙船を形どった岐阜県中津のフ



ナ岩(西脇要撮影・有賀訓提供)な頭と牛のよう

な胴をもち、黄金の翼と羽毛をもった鳥と

して模型化されていることは、日本のアイ

ヌ伝説にしばしば登場するレプン・カムイ

(沖の神)、すなわち天から降りてきて海を守

る"神となった""シャチ""がア"ンデスの宇

宙船とその飛行士でもあったことを物語る

ものだ。"古代目本のアイヌが""フ"リ〃と呼

ばれる宇宙船以外"にも""シンタ""(ゆりか

こ)""や、""カムイ・マウ""(神風)""といった

飛行機械や""ミン""タル""(楽園)ヶカマ""(扁

盤)"と呼ばれる大小の円盤、〃チランゲツン

ブ〃(天から降りてきた家)と名づけられた

宇宙ステーションなどをもっていたことは、

数多くのアイヌ伝説や叙事詩にみえている。

北海道の洞爺湖周辺には、マヤ語でククル

カンと呼ばれアステカ語でケツァルコ"ア

トルと呼ばれた""羽のあ""る蛇""、オヤウ・

カムイ(葉"巻型宇宙船とその乗組員)の話も

伝えられている。 

 

 

[フリ・ハヨクペ] 
アイヌの叙事詩『ユーカラ』に「鷲鎧わしよ

ろい」として登場する次のような宇宙船。そ

の時鳥の翼の音が聞こえてきたので頭をあ

げて大空を見るとよもやわれ(ポイヤウ

ンペ)が見ることはあるまいと思ってい

たあの巨大な鳥が黄金の""フリ鳥""があ

らわれたその大きな鳥のくちばしは槍の

ように長くまた、くちばしの先にはルカ

ネスルクが光り輝いて足の爪はまるでク

マデの束のようであり爪の先にもスルク

が光り輝いているそして、わが頭上には

ば"たく黄金の""フリ鳥""からわれにむか

って若い女の声が聞こえてきたのである

「私のコタンの名はペップトゥ……(私

は兄の指令に従ってあなたを助けに参り

ました)兄が申しますにはアトゥイヤ姫

がシヌタプカの神の勇士を魔神の国へ連

れていこうとしておりいかなる勇者とい

えども鎧なしに魔神の国へ連れていかれ

たら危険であるから"この""フリ鳥""とい

う神"の鎧をあなたに授けてくるように

とのことですさ、早く、早く神の鎧を身

につけてください」という女の声がした

かと思えばみるみるうちにフリ・カムイ

の神のふところが開いて朝日の輝きにも

似た光を放つ可愛らしい乙女が姿をあら

わしわれにむかって降りてきたのであっ

たこれは何という喜び"さっそくわれは""

フリ鳥"""の鎧のふところに入りこみアト

ゥイヤ姫なる魔女の



 

あとを追って大空高く飛びたったことをわ

れは思いだすここで物語られた""フリ""鳥

""はこれまでのアイヌ学"者が考えてきたよ

うな鳥科の鷲ではなく、インドのハリユピ

ア(ハラッパー)と同じ地名をもつハヨピラ

(北海道日高支庁平取町の旧名/アイヌの英

雄オキクルミの降臨地)の宇宙港にあった

古代の戦闘用飛行機械である。それはイン

ドのガルーダが超近代的な兵器を装備して

いたようにルカネスルク(水銀の毒)やスル

ク(毒)をくちばしと爪先に備え、ふだんはフ

リ・ポール(地下宇宙基地)に翼を休めて隠れ

ているが、疾風が吹きだすとそこから風に

乗って外の世界に舞いあがり、天をおおう

までに大きな翼を広げて太陽の光をさえぎ

ったと"伝えられている""鳥""であ"る。この

鳥のふところにあたる胴部が開いて中から

若い女性が現れたり、主人公がフリ鳥の鎧

をまとって戦場に飛び立ったというユーカ

ラの伝承は、明らかにフリ鳥が人問の手に

なる飛行機械であったことを示している。

 

[ユーカラの宇宙

船] 

一九六九年にアポロ一一号が月面着陸に

成功して以来、NASA の科学者たちは月面

にある人工建造物のいくつかが地球の古

代文明とつながりをもっていることを発

見した。『チャイナ・リコンストラクト』

誌(一九六一年八月号)は、今から三千数

百年前に中国の后葬が月に゛大寒急宮"

を建てたことや、常蛾が月世界を訪問し

たことを王嘉の『拾遺記』(四世紀)その

他から推測したが、NASA ではすでにこの

ことを月で確認し、当時の中国の星間宇

宙船"鵬"が中南米の宇宙船やインドのガ

ルーダ"とどんな関係をもっていたか、具

体的な調査を進めているはずである。イ

ンドの『ヴィマニカ・シャストラ』に記

されたヴィシュヌの飛行機械ガルーダは、

自らの意志(自動制御装置)をもって行動

し、水中から空中に駆けあがることもで

きたばかりでなく、月まで飛んでいける"

火の鳥"だった。そのガルーダはエジプト



でフェニックス(不死鳥)と呼ばれ、北欧で

フレースヴエルグとして知られ、アイヌの

叙事詩『ユーカラ』にフリ鳥として登場す

る宇宙船である。古代日本と中国のフリ

(鵬)がシャチ(鯱・鯤)の形をした星間連絡

船であったことは、この宇宙船がアンデス

の飛行機械と同じものであることを示して

いる。ナスカの地上絵で有名なペルーのパ

ンパ・コロラダに日本のシャチと同じ形を

した地上絵が描かれ、パンパ・コロラダか

ら日本のフリ鳥と同じシャチの形をした容

器が出土し、アンデス一帯に"空飛ぶ神々"

や人間アイヌを乗せた鳥チリ、鳥人と"空飛ぶ

島〃の伝説が広くゆき渡っていることは、

古代の人間が確実に空を飛び、コロンビア

号以上のスペース・シャトルと宇宙ステー

ションをもっていたことを意味している。 
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